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　それは、思いがけない再会でした。

「久しぶりだね、アンジュ」

　馬上から涼すずやかな声と笑みを降らせてくるレイヴェン様に、私はただ目を丸くする以外の反応を返せずにいました。

　王都にいるはずのレイヴェン様が、一体なぜここに……敵てき国こくであるフェブロニアの領内にいるのか。

「私がここにいることが意外かい？」

「は……はい……」

　答えた私の声は、囁ささやきにも等しい小さなものでした。

　驚おどろきのせいもありますが、先程の戦いで使った新しん魔ま法ほうに体力をごっそり持っていかれて、満足に声を出すこともできずにいるのです。

「私に会いたがっているお嬢じようさんがいると聞いてね」

「あ……」

　フェブロニアの東とう端たん──ランドール王国との国境に面した城じよう砦さいを占せん拠きよした魔ま王おうの娘むすめ・アイネイアは、ランドールとフェブロニアの両国に、各おの々おのの国の最強の戦士を差し出すよう要求していました。要求が吞のまれなかった場合は、両国を無差別に攻こう撃げきする──と。

　そして、私たちが先程、文字どおり命を燃やす死し闘とうの末に辛からくも勝利できた相手こそ、そのアイネイアなのです。

　優しい心を持ち人殺しを嫌きらいながらも、救いを求める魔ま界かいの民のために修しゆ羅らになろうとした彼女は、しかし、修羅にはなりきれず、妹のノェルとともに旅立っていきました。魔界の人々を苦しめ続けている死の病──黒こく死し病びようを根絶する方法を探し求めて。

「しかし、どうやら私の出番はなさそうだね」

　切れ長の目を四方に巡めぐらせて、レイヴェン様は言いました。

　私たちとアイネイアとの戦いは、地形を変えるほどに凄すさまじいものでした。

　大地にはすり鉢ばち状じようの巨大な破は壊かい痕こんが無数に穿うがたれていますし、私たちが休息を求めて立ち寄った廃砦に至っては跡あと形かたもなく消し飛ばされてしまいました。

「遅くなってすまない」

　レイヴェン様はそう言うと馬から下りて、視線を私の隣となりに立つアホタレに向けました。

「レックス、よく戦ってくれた」

　アホタレは肩かたを竦すくめました。

　戦ったことを褒ほめられても、嬉うれしくはないのでしょう。

「ともあれ、久しぶりだね」

「ああ。王都に居た頃もそんなしょっちゅう会ってたわけじゃないけど、でも、やっぱ久しぶりって感じはするな」

「会えて、嬉うれしいよ」

「オレはあんま嬉しくねー」

　笑顔のレイヴェン様とは対照的に、アホタレの顔には濃こい苦味が浮かんでいます。

　お姉ねえ様であるレムリア様と同様、アホタレはお兄にい様であるレイヴェン様のことも苦手なようです。

「トモエも」

　レイヴェン様の笑顔が、今度はトモエさんに向きました。

「お屋や敷しきを空あけてしまい、申し訳ありません」

　深々と頭こうべを垂たれるトモエさんに、レイヴェン様は片手を持ち上げて応こたえました。

「構わないよ。自分が何者かを知りたいというトモエの気持ちは、理解できる」

「ありがとうございます」

「いや、礼を言うのはむしろ私のほうだよ。トモエがいてくれれば、レックスもアンジュも心強いだろう」

　トモエさんは頭を上げると、小さな顔に微笑ほほえみを浮かべて再び感謝の言葉を口にしました。

「ありがとう、ギル」

　うん、と頷うなずいたレイヴェン様は、私たち三人の顔を見回すと、小さく唸うなって改めてトモエさんに顔を向けました。

「状況を詳くわしく聞かせて欲しいのだけれど、アンジュは喋しやべるのが辛つらそうだ。トモエ、頼めるかい？」

「はい。では、僭せん越えつながら」

　一礼して、トモエさんはアイネイアとの戦いの顚てん末まつを話し始めました。

　本来ならば私が果たすべき役目ですが、今の私は立っているのがやっとの状態ですから、やむをえません。

　トモエさんの説明は簡潔かつ的確で、補足の必要もありませんでした。

　ただ一点、抜けている部分を挙げるとすれば、アホタレが魔ま王おうメイ＝ヘムの説得を決意した──という点でしょうか。

　アホタレは、アイネイアとの戦いの末に、魔王メイ＝ヘムをただ倒すのではなく、説得してこちらの世界との戦争をやめさせる決意をしたのです。

　それは、決して戦わないという意味ではありません。

　戦い、打ち勝ち、力を示すことで、アホタレは魔王メイ＝ヘムと話し合おうというのです。

　トモエさんがアホタレの決意を話さなかったのは、故意でしょう。

　レイヴェン様はこの場にお一人でやって来たわけではありません。

　レイヴェン様の背後には、ランドールの軍服に身を包んだ兵士──いえ、騎き士しが三人、控ひかえていました。

　うち一人──金きん髪ぱつの青年の顔には見覚えがありました。ヒュルケン＝ミディア＝キグナス百人隊長です。

　レイヴェン様指揮下の軍に於おいて著しい戦果を上げ、入軍からわずか一年で百人隊長の位を預かるに至った弱じやつ冠かん十六歳さい。

　元々、伯はく爵しやく家の子し息そくですから戦果など上げなくてもいずれは出世していたでしょうが、彼の場合は正しよう真しん正しよう銘めい、実力で百人隊長の地位を手に入れたのです。レイヴェン様からの信頼も厚いと聞いています。

　まだまだあどけなさの残る面おも立だちながらも目つきは刃物のように鋭く、睨にらまれているのではと錯さつ覚かくしてしまうほどでした。事実、睨まれているのかもしれません。

　他ほかの二人は初めて見る顔でしたが、どちらもかなりの手て練だれであることは間違いないでしょう。身に纏まとう空気が、それを物語っています。

　彼らがいるから、トモエさんはアホタレの決意を話さなかったのです。

　ランドールの騎き士しである彼らが、魔ま王おうを倒すのではなく説得する……などという話を聞いて、好いい顔をするはずがありません。

　レイヴェン様は……レイヴェン様なら、アホタレの決意を悪あし様ざまに否定することはない……と思いたいところですが、わかりません。

　レイヴェン様にも、ひとまずは伏せておくべきでしょう。

「では、アイネイアとノェル……魔王の娘むすめたちは、レムリアに会いにいったんだね」

「はい」

「たしかに、レムリアなら黒こく死し病びようを根絶する手掛かりを見つけられるかもしれないね。期待しよう」

「よろしいのですか？」

　抑よく揚ようを限りなく抑おさえた声で問いを口にしたのは、レイヴェン様の背後に控ひかえる騎士の一人──キグナス侯こうでした。

「魔王の娘をみすみす取り逃がした上に、レムリア様の身を危険にさらすような真ま似ねを」

　キグナス侯の目は私たちに向けられていましたが、その目にはあからさまな侮ぶ蔑べつの色が浮かんでいました。

　……やはり、アホタレの決意を伏せたトモエさんの判断は正しかったようです。

「危険はないよ」

　レイヴェン様はキグナス侯に顔だけを振り向かせて答えました。

「直接会ったわけではないが、話を聞く限り、アイネイアとノェルは信用に足る人物だ」

「しかし……」

「ヒュルケン、君の言い分はもっともだ。魔ま界かいは長らくの敵てきであり、彼らと我々の間に流れた夥おびただしい血は容よう易いに拭ぬぐえるものではない。しかし、武器を棄すてて助けを請こうてきた相手を切りつけるような真ま似ねは私はしたくないし、それをしなかったレックスたちの判断は尊重したい。……駄だ目めかな？」

「……将軍がそう仰おつしやるなら……」

「うん。ありがとう、ヒュルケン」

　レイヴェン様に微笑ほほえみかけられたキグナス侯は、もう言葉を返しはしませんでした。

　白い頰ほおがほんのりと赤くなっているように見えるのは、気のせいでしょうか。

「デリク。セスタスに戻り、グスタフ将軍に報告を」

　レイヴェン様はキグナス侯こうに向けていた顔を別の騎き士しに向けて言いました。

「はっ！」

　と軍人らしいよく通る声で応こたえると、デリクと呼ばれた騎士は馬首を翻ひるがえして来た道を引き返していきました。

「あ、あの……」

「なんだい？　アンジュ」

「レイヴェン様は、戻られないのですか？」

　レイヴェン様が国境を越えた目的であるアイネイアは、もうここにはいません。

　ならば、レイヴェン様には一刻も早く王都に帰っていただかなければなりません。

　ここは既すでに敵てき国こくの領内なのです。『剣の国の大いなる剣』であるレイヴェン様に万が一があっては、戦せん況きようは一気に不利になってしまうでしょう。

「実はもう一つ目的があってね」

　レイヴェン様は男性のものとは思えない艶つややかな長い髪かみを搔かき上げて言いました。

「知人に会いにきたんだ。フェブロニア在住の、ね」

　内ない緒しよだよ、と言って、レイヴェン様は唇くちびるの前に人差し指を立てました。

「立場上、安あん易いに王都を離はなれるわけにはいかなくてね。だから、不ふ謹きん慎しんだけれど、魔ま王おうの娘むすめには感謝しているよ。王都を離れるいい口実になった」

　困った御お方かただ、とばかりにレイヴェン様の背後に控ひかえる騎士の一人が苦笑交じりに肩かたを竦すくめました。

　もう一人の騎士──キグナス侯は、苛いら立だちを嚙かみ殺すように唇くちびるを曲げていました。

「兄貴、知人って……」

「ああ、『彼女』だよ」

　彼女？

「そっか……そういや、あいつ、今はこっちにいるんだよな……」

　独白のように言ったアホタレは、遠い目を空へと向けていました。

「すっかり有名人になってしまったね」

　有名人？

「ってことは、やっぱり、あれはあいつのことだったのか」

「うん。立場でいえば、今や立派な敵てきだね」

　敵？

　レイヴェン様は一体何者と会おうとしているのか……今ひとつ、見えてきません。

　フェブロニア在住で、女性で、有名人で、敵。

　その四つの条件を満たす人物を私は二人知っていますが……まさか、そんな。

「というわけで、私はこのままコスモスに向かう。アンジュ、君たちも天空観測所を目指すなら、向かう先は同じだね」

　コスモスは私たちの次の目的地である天空観測所のある街の名前です。

　本当なら、一度セスタスに引き返し、アイネイアの件の報告を済ませてから天空観測所へ向かうつもりでいましたが、レイヴェン様のおかげでセスタスに引き返す必要はなくなりました。

「問題がなければ、コスモスまで私たちも同行させてもらえないかな？」

「も、もも、問題なんて、そそ、そんな！」

　レイヴェン様がフェブロニア領内にいる時点で既すでに十分問題ではありますが、それはご自身も重々理解されているはずです。

　それでもなお、レイヴェン様はここにいる。……となれば、私としてはなにも言うことはありません。道中、レイヴェン様に万が一がないようお守りするだけです。

　もちろん、レイヴェン様が会いに行こうとしている知人が誰で、どんな用件なのか……といったことは気にはなりますが。

「不ふ肖しようながら、道中、命を懸かけてお守りさせていただきます」

「ありがとう、アンジュ。君にそう言ってもらえると心強いよ」

　ふんっ、とつまらなそうに鼻を鳴らしたのはアホタレです。

「レックスは、嫌いやかい？」

「べーつーにー」

　アホタレは機き嫌げんの悪さを隠かくそうともせず、唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向きました。

「レックス様！　なんて態度を！」

　諫いさめようと大きな声を出すと、目眩めまいがしました。

「かまわないよ、アンジュ。私はレックスには嫌われているからね」

「そ、そんな……」

「それに、どうやら嫌われる理由がまた一つ増えてしまったようだ」

　レイヴェン様は私を見て、悪戯いたずらを楽しんでいるかのような笑みを浮かべました。

「レックス。フローラを貸す。アンジュと乗るといい」

　レイヴェン様はそう言うと、愛馬の手た綱づなをアホタレに差し出しました。

「兄貴はどうするんだ？」

「ヒュルケンに乗せてもらうよ。かまわないね？　ヒュルケン」

「は、はいっ！」

　背筋を張って応こたえたキグナス侯こうの顔は、やはり紅潮して見えました。

「レックス」

「なんだよ？」

「私もなかなか気が利くだろう？」

「知るかよ。兄貴のそーゆートコが嫌きらいなんだよ」

　片目をつむってみせたレイヴェン様に憮ぶ然ぜんとした顔で返して、アホタレはもぎ取るように手た綱づなを受け取りました。

　ふたりのやりとりの意味が理解できない私は口を挟はさむこともできず、なんとなく──本当になんとなく視線を空に向けて、それを目もく撃げきしたのです。

　夜明けの白い空にぽっかりと浮かぶ、円形の闇やみを。

　影よりも濃こく、水面のように揺ゆらいでいるその闇に、私は見覚えがありました。

　あれは──！

　私が警けい戒かいの声をあげるよりも早く、闇の中から二本の腕うでと──そして、顔が現れました。

　分厚い石の仮面に右半分を覆おおい隠かくされた、少年の顔が。

　少年は笑っていました。

　歯を剝むき目を剝いたその笑みは、殺意の顕けん現げんに外なりません。

　ソーマ＝サイフォス……！

「〝烈光矢ツラヌキ〟」

　殺意の笑みを浮かべた少年が力ある言葉を口にするのと、私が隣となりに立つアホタレを突つき飛ばしたのは、同時でした。

　光が瞬またたいて、衝しよう撃げきが私を貫きました。

「アンジュ！」

　アホタレが名前を呼んでくれなければ、私の意識は砕くだけ散っていたでしょう。

　しかし、意識が砕けずにすんだからといって、私にできることはなにもありませんでした。

　ただでさえ疲労の極地にあった身体からだから本当に一切の力が抜けて、私は為なす術すべもなく倒れました。

　痛みは感じません。感じるのは、自分の身体から流れ出た血の温かさだけ。

　舌したなめずりするソーマ＝サイフォスの顔が見えました。銀光を閃ひらめかせるレイヴェン様の姿が見えました。

　そして、アホタレの顔が見えました。

　私の顔を覗のぞき込んで必死になにかを叫んでいます。

　が、聞こえません。

　目ははっきり見えているのに、音はなにも聞こえない。

　……寒い。

　温かかった血が、氷水のように冷たく感じられるようになってきました。

　寒いのに、寒くてたまらないのに、なのに私の身体からだはぴくりとも動きませんでした。震ふるえさえしないのです。

　これは、もう駄だ目め……かな。

　私の人生は、どうやらここで終わりのようです。

　悔くやしい。

　悔しい……。

　涙なみだのせいなのか、それとも視力そのものが失われつつあるのか、アホタレの顔がぼやけてきました。

　ごめんなさい、レックス様。

　最後まで一いつ緒しよに戦いたかったけれど、最後まで見届けたかったけれど、叶かないそうにありません。

　でも。

　でも、どうか。

　私がいなくても、あなたはあなたの守りたい人たちのために戦ってください。

　そして、願わくば。

　私という口やかましい魔ま法ほう使つかいがいたことを、忘れないでいてください。




　一面の緑と一面の青。

　世界はその二色で構成されていました。

　雲一つない真まっ青さおな空と、果てしなく広がる草原。

　私はそのただ中に、独り、立っていました。

　一体いつから私はここにいるのか。そもそも、ここはどこなのか。

　なにもわからないまま、私は歩き出しました。

　歩いて、歩いて、歩いて。

　それでも、景け色しきは一向に変わりません。

　私は悟さとりました。

　この世界には本当に、空と草原と私しか存在しないのだと。

　私はもうどこにもたどり着けはしないのだと。

　悟って、諦あきらめて、足を止めようとしたその時でした。

　声が聞こえてきました。

　子供の泣き声が。

　声の主は、すぐに見つかりました。

　私の目の前にいたのです。

　声が聞こえてくる前は、誰もいなかったはずなのに。

　声の主は、小さな男の子でした。膝ひざを抱かかえて泣いています。

「どうしたの？」

　と私は声をかけました。

　男の子は顔を上げ、私を見て、答えました。

「みんな、いなくなった」と。

　男の子は青い目をしていました。

　空──。

　そう、頭上に広がる雲一つない空と同じ色をしています。

　知っている……。

　私は、この子を知っている。

「みんな、いなくなったんだ」と男の子は繰くり返しました。

「ばあちゃんも、ウェルチも……アンジュも、いなくなっちゃったんだ」

　えっ？

　私？

「約束したのに」

　男の子は空色の目から大粒つぶの涙を零こぼして、私を責める言葉を口にしました。

「アンジュはいなくならないって約束したのに。なんで、いなくなっちゃうんだよ」

「あ……」

　ふと、耳の奥に彼の声が甦よみがえりました。

（アンジュは、いなくならないでくれ）

　彼──そう、アホタレの声が。

「どうして、約束破るんだよ」

　理解しました。

　男の子は、アホタレなのです。

「いなくならないって……最後まで一いつ緒しよにいてくれるって、約束したのに！」

　男の子は──小さなアホタレは、私の胸に抱だきついて叫びました。

「いなくならないで！　アンジュはいなくならないでよ！」

　たしかに、私はアホタレと約束しました。

　学術都市フルブライト。幼おさな馴な染じみの少女・ウェルチを喪うしない、悲しみの涙を流すアホタレに、私は約束したのです。私は最後まであなたと共にあります、と。

　小さなアホタレは、約束を破ったと私を責めています。

　私は死んでしまったのでしょうか。

　終わってしまったのでしょうか。

　…………。

　…………嫌いや。

　嫌です。

　アホタレの旅を最後まで見届けられないのは、絶対に嫌です。

　アホタレの旅を見届けるのは、私の義務です。

　ウェルチとの約束もあります。

　アホタレだけじゃありません。私はウェルチとだって約束をしているのです。アホタレを守ると。

　アホタレとの約束もウェルチとの約束も破るわけにはいきません。

　私は小さなアホタレを苦しいぐらいにきつく抱だきしめました。

「私は死にません」

「……ホントに？」

　断言した私に、小さなアホタレはおずおずと訊たずねてきました。

　私は腕うでを緩ゆるめると、小さなアホタレの頰ほおを両手で包み込んで、涙なみだに濡ぬれた空色の目をまっすぐに見み据すえました。

「本当です。だから、泣かないでください」

　私は自分の身になにが起きたのかを思い出していました。

　私は突とつ如じよ現れたソーマ＝サイフォスの攻こう撃げきに倒れ、おそらくは生死の境をさ迷っているのです。

　つまり、これは夢です。

　覚さめない夢はありません。

　私は再び小さなアホタレを胸に抱くと、そっと両方の瞼まぶたを下ろし、絶対に生せい還かんするのだという決意を嚙かみしめて、閉じた瞼をいっぱいに見開きました。




「……よし」

　目を覚ました私が最初に口にした言葉は、それでした。

　目を覚ますことができた。

　私は生きている。

　アホタレとの旅を続けることができる。

　だから、よし。

　目に映っているのは、空ではなく天てん井じよう。

　自分がベッドに横たわっていることは、すぐにわかりました。

　深呼吸を一つ、ゆっくりと上体を起こします。

　痛みを感じることもなく、すんなりと起き上がることができました。身体からだは大だい丈じよう夫ぶそうです。

　私はホッと息をつきつつ室内を見回そうとして、気づきました。

　右手に感じるぬくもりに。

　私の右手を握にぎりしめる手があったのです。

「レックス様……」

　アホタレはベッドに突つっ伏した姿勢で、私の手を握りしめていました。

「あ、あの……レックス様……？」

　アホタレは眠ねむっていました。

　呼びかけてみても、肩かたを揺ゆすってみても起きません。

　これは……この状況は……ひょっとして、アホタレはずっと私の傍そばについていてくれたのでしょうか？

　ずっと私の手を握りしめて、私が目を覚さますのを待っていたのでしょうか。

　コンコン。

「は、ははははははい！」

　不意のノックに、私は素すっ頓とん狂きような声で応こたえてしまいました。

「失礼致します」

　ドアを開け、入ってきたのはトモエさんでした。

「アンジュ様、目を覚まされたのですね」

　私を見てにっこり笑ったトモエさんは、視線をベッドに突っ伏すアホタレに向けて、今度は優しく微笑ほほえみました。

「レックス様、眠ってしまわれたのですね」

「レ、レックス様は……その……もしかして、ずっと……？」

「はい。この五日間、アンジュ様のお傍を片時も離はなれようとはしませんでした」

「そ、そうですか」

　私は急速に熱くなってきた顔を左手で扇あおぎました。右手はまだアホタレに握られたままです。

「私は五日も眠っていたんですね」

「はい。非常に危険な状態でした」

　やはり、私は生と死の狭はざ間まにいたのです。

　私が助かったのは、きっとアホタレのおかげ……なのでしょう。

　アホタレが夢に現れなければ、約束を思い出させてくれなければ、私は死んでいました。

　ありがとうございます。私は心の中で感謝の言葉を述べて、そして、気づきました。

　アホタレの目め許もとが赤らんでいることに。

　泣いていたのでしょうか。

　夢の中に現れた小さなアホタレと同じように、現実のアホタレも泣くほどに私の身を案じていてくれたのでしょうか。

「女冥みよう利りに尽つきますわね、アンジュ様」

「な、なななにを言っているんですか！」

　トモエさんの言い方じゃ、まるで、アホタレが私のことをす、すす、好きみたいじゃないですか！

　私みたいな可愛かわいげのない女を好きになる男性なんて、いるはずがないんです。

　アホタレが私の傍そばについていてくれたのだって、あくまでも『旅の仲間』の身を案じてのことです。そうに決まっています。

「……んっ……」

　アホタレが身じろぎして目を開けました。

「……アン……ジュ……？」

　おもむろに身を起こし、私の顔を見て、パチパチとまばたきを繰くり返します。

「は、はい。あ、あの……その……えっと……ご、ご心配をおかけしました……」

　アホタレはすっかり顔が見えなくなるぐらいに深くうなだれると、ぐずっと鼻を啜すすって顔を上げ、赤味を帯びた空色の目に私を映して、言いました。

「おかえり」

「た、ただいま……です」

　私は、たぶん、真まっ赤かになっていたと思います。




　ほどなくして、レイヴェン様がやってきました。

　トモエさんから私が目を覚ましたことを知らされて、わざわざ足を運んでくださったのです。

「心配したよ、アンジュ」

「も、申し訳ありません……」

「謝る必要はない。レックスが無傷ですんだのは、キミのおかげだ」

「お、恐おそれ入ります……」

　突とつ如じよとして空中に浮かび上がった闇やみより現れたソーマ＝サイフォス。

『予言者』である彼は、ソレイユの丘おかで私たちの死を予言しました。

　彼の予言とは、すなわち、自らの予言を自らの手によって現実のものとすること……。

　ですから、彼の目的が私たちの命であったことは間違いありません。

　しかし、彼の奇き襲しゆうは、私一人に深ふか手でを負わせただけで失敗に終わりました。

　レイヴェン様のおかげです。

　私を倒したソーマ＝サイフォスは、抜ばつ剣けんしたレイヴェン様の姿を見るや否や、忌いま々いましげに舌した打うちをしてすぐにその場から姿を消したそうです。

　ソーマ＝サイフォスがどうやって私たちの居い所どころを把は握あくしていたのかは、わかりません。ですが、レイヴェン様の存在はどうやら彼にとっては想定外だったようです。ということは、私たちの動きを常時完かん璧ぺきに把握しているわけではなさそうですが……。

「ソーマ＝サイフォスとの因いん縁ねんは、トモエから聞いたよ。私は直接彼と戦ったことはないが、厄やつ介かいな相手であることは一目でわかった。言うまでもないことだが、十分に注意してほしい。彼はいずれまた必ず現れるだろう」

「は、はい……」

「兄貴」

　椅い子すをレイヴェン様に譲ゆずり、窓際の壁に背をもたれて立っていたアホタレが、レイヴェン様に声をかけました。

「バタバタしてて礼を言えてなかった。アンジュを助けてくれて、ありがとな」

「私は応おう急きゆう処しよ置ちをしただけだよ。礼は表の二人に言うといい」

　表の二人？

「部屋の外に知人を待たせているのだけれど、入ってもらってもかまわないかな？　どちらもキミの命の恩人だ」

「は、はい」

　レイヴェン様はうんと頷うなずくと、扉とびらの外に向けて呼びかけました。

「二人とも、入ってくれ」

　トモエさんが扉を開けます。

　そして入ってきたのは、対照的な二人でした。

　一人はレイヴェン様に負けず劣おとらずの美び貌ぼうの男性です。非常に背が高く、切れ長の双そう眸ぼうは長身のレイヴェン様よりも、さらに頭半分高い位置にあります。肩かた口ぐちまである癖くせのない髪かみは、綺き麗れいな銀色。身に着けているローブは髪の色に合わせたかのように銀色を基調としていて、全体的に硬こう質しつな印象を受ける御ご仁じんです。年ねん齢れいは二十代の後半から三十代の前半……といったところでしょうか。レイヴェン様よりもいくらか年上に見えます。

　もう一人は、金色がかった栗くり色の髪を頭のてっぺんで束たばねて筆のように立てた、白衣姿の小こ柄がらな少女です。線も細く、体系的には私によく似ています。年の頃も私と同じぐらいに見えます。小鼻の周りにはそばかすが散っていて親近感を覚えそうになったのも束つかの間ま、私は筆ふで頭あたまの少女に向ける視線を険しくせざるをえませんでした。

　なぜなら、筆頭の少女が白衣の下にフェブロニアの軍服に身を包んでいたからです。

「身構える必要はないよ、アンジュ」

　レイヴェン様が私の緊きん張ちように気づいて、言いました。

「彼女はたしかにフェブロニアの人間だが、敵てきではない。少なくとも、この場ではね」

「そーゆーこと」

　左手を腰こしに当て、右手を顔の横でひらひらさせつつ、筆ふで頭あたまの少女は軽い口く調ちようで言いました。

「ユーシス、ありがとな」

　アホタレが筆頭の少女にそう声をかけました。

　ユーシス。それが、少女の名前のようです。

　ユーシス……？

　私はその名前を知っていました。

「まさか……」

「いかにも、彼女は『天てん球きゆうのユーシス』だよ」

　レイヴェン様が言いました。

「本名はユーシス＝ニア＝ニューウェイ。フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人だ」

　やはり。

　驚おどろきの事態ではありますが、合が点てんがいった部分もありました。

　レイヴェン様が王都を留る守すにしてまで会いにきた人物……。

　その人物は、フェブロニア在住で、女性で、有名人で、敵てき……ということでした。

　条件に合がつ致ちする人物を、私は二人知っていました。

　一人は、フェブロアニアの女じよ帝てい・ティアマリア。もう一人は『恒久平和の実現者』の一人、『天球のユーシス』……。

「驚いたかい？」

「は、はい……」

　レイヴェン様が『天球のユーシス』と知り合いだったことも驚きですが、ユーシスの本名にミドルネームが含まれていたことも驚きでした。

　アデール大陸でミドルネームを持つのは、ランドールの貴族のみです。それはつまり、『天球のユーシス』がランドールの貴族出身であることを物語っていました。

「礼には及ばないよ、レックス。アタシは手伝っただけ。手術したのは、そこの無ぶ愛あい想そな背せい高たかだから」

　筆頭の少女──ユーシスは親指で傍かたわらに立つ銀ぎん髪ぱつ長身の男性を指し示しました。

「そっか。あんた、名前は？」

「ハイネだ。君には既すでに名乗っているはずだが」

　ハイネと名乗った銀髪長身の男性は、形の良い眉まゆを小さく顰ひそめて答えました。

「悪ぃ。オレ、人の名前覚えるのって苦手でさ」

「そのようだな」

「ありがとな、ハイネ」

「たしかに彼女の手術をしたのは私だが、助かる見込みは小さかった。君が生気を送り続けていなければ、彼女が目を覚さますことはなかっただろう」

　ハイネ氏の言葉に、アホタレは苦笑交じりに肩かたを竦すくめました。

　この五日間、片時も私の傍そばを離はなれようとしなかったというアホタレは、ただ傍にいただけじゃなく、自らの生気を私に分け与える技──『活』を使い続けてくれていたようです。

『活』は消しよう耗もうの激しい技だと聞いています。自分の生気を分け与えるわけですから、当然です。

　よくよく見ると、アホタレの顔色は良くありませんでした。心なしか窶やつれたようにも見えます。まともに寝ていない上に『活』を使い続けたとなれば、疲労は極地に達しているはずです。壁に寄りかかっているのも、支えなしでは立っていられないから……ということなのかもしれません。

　嬉うれしい。

　素直に、そう思うことができました。

　この旅が始まった時、アホタレにとって私は口うるさいお目め付つけ役やくでしかなかったはずです。

　でも、今は。

　今はもうたしかに、アホタレは私を旅の仲間として認めてくれているのです。必要としてくれているのです。

　それは、掛け値なしに嬉しいことでした。

　思わず頰ほおが弛ゆるみそうになってしまいましたが、『恒久平和の実現者ピースメーカー』であるユーシスの見ている前で弛んだ表情は見せられません。

「ハイネさんはお医者様なのですか？」

　私の問いに答えたのは、ハイネ氏本人ではなくユーシスでした。

「医術が得意なのは間違いないけどね、本業は別だよ。こいつの本業は、所長」

「所長？」

「そ。天空観測所の、ね」

　ユーシスは小こ柄がらな彼女からすると遥はるか高い位置にあるハイネ氏の顔を見上げて、彼の胸に軽く拳こぶしを当てました。

　ハイネ氏は目を閉じ眉み間けんに縦たて皺じわを刻んではいるものの、否定の言葉を口にはしませんでした。

「あんたたち、こいつに会いにきたんでしょ？」

「そ、それは……」

「ジェイドから話は聞いてるから、隠かくすことはないよ」

「……はい……」

　ハイネ氏が本当に天空観測所の所長であるのなら、私は彼に訊たずねなければなりません。マオの空くう中ちゆう遺い跡せきが、今どこに位置しているのかを。

　トモエさんの出しゆつ生しようを知るために。そして、銀ぎん竜りゆうユランに会うために。

「でも、どうして天空観測所の所長がここに……？」

　そもそも、ここは一体どこなのか。

　窓から街並みが見えないものかと目を向けてみても、生あい憎にくと見えたのは隣となりの建物の壁だけでした。

「なんでハイネがここにいるのかって？　そりゃあいるわよ。だってここは、コスモスだもの」

「……！」

　コスモス。それは、天空観測所のある街の名前でした。

　つまり、私は眠ねむっている間に目的地に着いていたということになります。

「アンジュっていったっけ？　アンタ」

「は、はい……」

　筆ふで頭あたまの『恒久平和の実現者ピースメーカー』は、小さな顔をずいっと私の鼻先に近づけて、悪戯いたずらっぽく歯を見せました。そして、言いました。

「ようこそ、天空観測所へ」
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「あたしとレイヴェンは幼おさな馴な染じみなのよ」

　机の上に行ぎよう儀ぎ悪く足を投げ出して、筆ふで頭あたまの少女──ユーシスは言いました。

「もちろん、レムリアやレックスのことも、生まれた時から知ってるわ。……驚おどろいた？」

「は、はい……」

　レムリア様やアホタレのことを生まれた時から知っているというユーシスの口振りは、彼女がレムリア様やアホタレよりも年上であることを示し唆さしていました。

「幼く見えるがユーシスは私よりも年上だよ」

　レイヴェン様が言いました。

「若く見えるって言ってよ。そ・れ・に、一つ違うだけなんだから年上なんて大袈げ裟さな言い方はしないでちょうだい」

　レイヴェン様が二十六歳さいですから、それより一つ年上らしいユーシスは……二十七歳!?

　これは、驚かずにはいられません。

　ユーシスの外見年ねん齢れいは、どう見ても私と同じか、さもなくば下です。

「一応は気にしていたんだね」

「そりゃそうよ。十二の頃から背も伸のびなきゃ付くべきところに肉も付かずに、そのくせ、小皺じわだけはしっかり出てきてるんだから。やんなっちゃう」

　ユーシスはうんざり顔で目め尻じりを人差し指でトントンと叩たたきました。

「私は退室してもかまわないかな」

　ユーシスの傍かたわらに立っていたハイネ氏が言いました。

　氏の眉み間けんには、相変わらず縦たて皺じわが刻まれ続けています。

「なに言ってんの。アンジュたちは天空観測所の所長に、つまりはアンタに会いにここまできたのよ？　レムリアの紹しよう介かい状じようにも書いてあったでしょ？」

「だが、彼女らが知りたがっていることは君の口から説明できることばかりだろう。私がここにいる意味はない」

「そりゃーまー、そーなんだけどさ」

「失礼する」

「待ちなさいってば」

　ユーシスの制止も空むなしく、ハイネ氏は部屋を出ていってしまいました。

　すれ違い様、一いつ瞬しゆん、私を険けわしい目で見下ろしていったのが気になるところではありますが……。

「あーあ。部屋の主あるじが出ていっちゃったわ」

　ユーシスが両方の掌てのひらを上に向けて肩かたを竦すくめました。

　あれから、私たちは所長室へと場所を移していました。

　天空観測所は塔とう状じようの建物で、私が目を覚さました来らい賓ひん用の宿泊室は一階に、今いる所長室は最上階に位置しています。

　具体的に何階建てなのかは数えていなかったのでわかりませんが、相当に背の高い建物であることは間違いありません。

　先程、所長室の外の廊ろう下かの窓から、夕ゆう陽ひの色に染まったコスモスの街並みを一望することができました。

　フェブロニアはカガクの国ですが、コスモスの街並みはランドールのそれよりも古びていました。

　フェブロニア領内の街並みは、もっと革新的な建造物が建ち並んでいるイメージがありましたが、考えてみればコスモスは最近まで自治区だった街ですから、街並みがフェブロニアらしくないのも当然です。

「ごめんね、無ぶ愛あい想そなヤツでさ」

「い、いえ……」

　ここは天空観測所の所長室ですから、部屋の主あるじはユーシスが言ったとおりハイネ氏のはずです。

　しかし、部屋に入るや否いなや所長用の椅い子すに腰こし掛かけたのは、氏ではなくユーシスでした。

　天空観測所が現在、フェブロニアの管理下にあるという話は、やはり事実だったのです。

「んー、ちょっと暗くなってきたかな。灯あかり、つけよっか」

　ユーシスはそう言うと、机から足を下ろして立ち上がりました。

　所長席の後ろの壁へと歩み寄り、壁に掛けてあった燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火を灯ともします。

「デンキ……ではないんですね……」

　フェブロアニでは、カガクによって生み出された力『デンキ』によって、街は深夜であっても真昼の如ごとき明るさを誇ほこっていると聞いたことがあります。

　そして、『天球のユーシス』は女じよ帝ていティアマリアと並んでフェブロニア一のカガク者と名高い女性です。そのユーシスがデンキではなく、私たちと同じように蠟燭を使っているのは、なんとも意外な光景でした。

「ん？　フェブロニアの街は、もっとどこもデンキで明あか々あかしてると思ってた？」

「は、はい……」

「ま、帝てい都ととか新式の軍事施設とかはたしかにそんな感じだけどね。それ以外じゃ、普通に夜は蠟燭だよ。いや、普通じゃないね。今じゃ蠟燭だって貴重品さ」

　癖くせなのか、ユーシスは筆ふで頭あたまをさすりながらため息交じりに言いました。

「カガクの発展と恒こう久きゆう平和の実現の名目で年々税が上がっててね。庶しよ民みんの暮らしはキツくなる一方さ。特に農村部が酷ひどくてね。去年の冬にはいくつもの村が飢うえと寒さにやられて滅びちまったって話だよ」

「そう……ですか……」

　身につまされる話ではありました。戦争が始まって増税されたのはランドールも同じで、今のところ冬を越せないほどではないものの、庶しよ民みんの暮らしは確実に苦しくなっています。

「フェブロニアはカガクの力で発展していると聞いていましたが、急速な発展は、やはり大きな歪ゆがみを生んでしまうのですね……」

「カガク者の端はしくれとして言わせてもらえれば、カガクにはたしかに人を幸せにする力がある。でも、今のフェブロニアは人のためにカガクを使うんじゃなく、カガクのために人を犠ぎ牲せいにしちまってる状態だね」

　喋しやべりながら再び椅い子すに腰こし掛かけたユーシスは、またも机の上に足を投げ出しました。

「かまわないのですか？　『恒久平和の実現者ピースメーカー』であるあなたが自国を批判してしまって……」

　ユーシスはパタパタと手を振りました。

「いーのいーの。ティアマリアは、批判なんて気にしやしないんだから」

　ソーマ＝サイフォスもジェイドもそうでしたが、『恒久平和の実現者』は皆、主君であるティアマリアを呼び捨てにしています。

　ティアマリアと『恒久平和の実現者』たちとの距きよ離り感は、通常の主君と臣下のそれとはずいぶん違っているようです。

「ま、アタシだってみんなから吸い上げられた税金であれこれ研究させてもらってるわけだから、偉そうなことは言えないんだけどね」

　研究……。

　それは、軍事に関係しているものに違いありません。なにしろ彼女は『天球のユーシス』なのですから。

　ソーマ＝サイフォスの言葉が思い出されました。彼は、フェブロニアは魔ま界かいとこちらの世界との間にある本来越えられないはずの壁を越え、魔界に逆侵しん攻こうを仕掛けようとしていると言っていました。

　そのための装置の開発にも、あるいはユーシスは関わっているかもしれません。

　フェブロニアと敵てき対たいしているランドールの人間である私からすれば、フェブロニアのカガクを支えているユーシスは非常に厄やつ介かいな存在です。

　彼女を倒すなり捕らえるなりすれば、フェブロニアの力を大きく削そぐことができるでしょう。

　しかし。

　私は横目でレイヴェン様を見ました。

（ユーシスはさ、ユーリアの妹だったんだ）

　アホタレの言葉が思い出されました。

　私が寝かされていた部屋から所長室への移動中の話です。

　痛みはもうないとはいえ、丸五日も眠ねむりっぱなしだった私の身体からだはまだ満足には動きません。だから、所長室まではアホタレに背負ってもらって移動しました。

　背負うと言い出したのは、アホタレです。主あるじであるアホタレの背中を借りることに、もちろん抵抗はありました。ましてや今はレイヴェン様の手前です。以前の私なら、途と中ちゆうで倒れることになっても自力で歩こうとしたでしょう。けれど、私は結局、アホタレの背中を借りることにしました。

　無理をして倒れてしまってはそのほうが迷めい惑わくになってしまいますし、なにより、アホタレの厚意に甘あまえたいと、私自身が思ってしまったことが決め手になりました。

（ユーリアさん……というのは、どういう方なんです？）

（兄貴が好きだった人）

　アホタレは特に声を潜ひそめていたわけではなく、その声はユーシスと並んで前を歩いていたレイヴェン様の耳にも届いていました。

（いわゆる初恋というやつさ）

　レイヴェン様は端たん整せいな顔を半分だけ振り向かせると、照れるでも眉まゆを顰ひそめるでもなく、穏おだやかに微笑ほほえんで言いました。

（初恋は実らない、とはよく言ったものだよ）

（しょーがないじゃん）

　頭の後ろで手を組んでいたユーシスが、振り向くことなく言いました。

（ユーリアからすりゃ当時のあんたなんて洟はな垂たれのガキだったんだし、それに……あんなことになっちゃんたんだから）

　あんなこと？

　私が首を傾かしげた気配が伝わったのか、アホタレが疑問の答えをくれました。

　足を止め、窓の向こうに見える夕ゆう陽ひに目を細めて。

（ユーリア……死んじゃったんだ）

　思わず、足が止まりました。

『剣聖』『剣の国の大いなる剣』などと謳うたわれていても、レイヴェン様だって人間です。恋をすることだってあるでしょう。

　しかし、レイヴェン様が恋心を寄せたその女性……ユーリアさんは、若くして亡くなってしまった……。

　アホタレも、レイヴェン様も、ユーシスも、それ以上はなにも言いませんでした。

　空気が重い……というようなことはなかったものの、それでもユーリアさんの死が彼女をよく知る人たちの心に影を落としていることは、理解できました。

　ユーリアさんの人ひと柄がらも、亡くなった理由も気になるところではありましたが、訊きくに訊けません。

　レイヴェン様は初恋の女性だったユーリアさんを喪うしない、そのユーリアさんの妹であるユーシスに国を留る守すにしてまで会いにきた。

　よもや、レイヴェン様とユーシスは恋こい仲なかにあるのでは……という私の発想は、それほど突とつ飛ぴなものではないでしょう。

　ユーリアさんを喪うしなうという同じ悲しみを共有しているふたりが恋に落ちる。十分ありえることですが、ふたりが恋人同士に見えるかと問われれば、微び妙みようなところです。

「おーい」

　レイヴェン様は、一体なんのためにユーシスに会いにきたのか。

「もしもーし？」

　幼おさな馴な染じみ、あるいは恋人としての彼女に会いにきたのか。あるいは『天球のユーシス』としての彼女に会いにきたのか。

「フッ！」

「ひゃんっ！」

　いきなり耳に息を吹きかけられて、私は椅い子すから飛び上がってしまいました。

「な、なな、なにをするんですかっ!?」

　私が抗議の声をぶつけた相手は、ユーシスです。

　いつの間にか私の真横に忍しのび寄っていた彼女が、耳に息を吹きかけてきたのです。

「なな、なにをするんですかっ!?　じゃないわよ。急にボーッとしちゃってさ。アンタ、アタシの話、聞いてた？」

　踵きびすを返し、机の上に飛び乗るように腰こし掛かけたユーシスが、半はん眼がんを向けてきました。

「あ……い、いえ……あの……すみません……」

「まだ具合悪いんじゃないの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫です」

　私は姿勢を正して答えました。

「そ。無理しちゃダメよ。死んだら悲しむ人がいる人間は、死んじゃダメ」

　ユーシスがそう言って視線を向けた相手は、アホタレです。そして、彼女の視線を追って顔を動かした私の目にも、アホタレが映っていました。

　部屋の隅すみのソファに腰掛けていたアホタレは、握にぎり拳こぶしが入りそうなぐらいに大きく口を開けて眠ねむっていました。涎よだれもちょっと垂れています。

　いつもなら叩たたき起こしてやるところですが、さすがに今はできませんでした。

　私を助けるために『活』を使い続けたことで、アホタレは消しよう耗もうしきっています。さらに、そんな疲れきった身体からだで私をここまで背負って歩いてくれたのですから、起こすのは酷こくというものでしょう。もっとも、彼の場合、疲れていなくても寝ていそうな気もしますが……。

「アイツのこと、泣かせないでやってよ」

　アホタレに視線を向けたままで言ったユーシスは、優しい顔をしていました。

「アイツは、アタシにとっても弟みたいなもんだから、さ」

「は、はい……」

　ユーシスはうんと頷うなずくと、足を組み替え、膝ひざの上に頰ほお杖づえをつきました。

「さて、と。本題に入ろうか。マオの空くう中ちゆう遺い跡せきに行きたいんだって？」

「はい」

「で、銀ぎん竜りゆうユランの行方ゆくえとトモエさんの出しゆつ生しようを知りたい、と」

「はい」

「結論から言っちゃうと、アタシはマオの空中遺跡の現在地を知ってる。そして、それをアンタたちに教えるのもやぶさかじゃない。まったく忌いま々いましい話だけれど、ジェイドには借りがあるんだ。だから、アイツの頼みは断れない。問題は、だ」

　ユーシスは頰杖をやめて、その手の人差し指を私に向けてきました。

「アンタがアタシの話を信じられるのかってこと。なにしろ、アタシは『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、『天球のユーシス』だからね」

　そう言うと、ユーシスは腰こしの後ろに手を回し、ある物を取り出しました。

　仮面です。

　顔の半分だけを覆おおい隠かくす、無ぶ骨こつな石の仮面。

『恒久平和の実現者』の証あかしであるそれを、ユーシスは自らの顔の前にかざし、そしてニヤリと酷こく薄はくな笑みを浮かべました。

「どう？」

　ユーシスには二つの顔があります。アホタレやレイヴェン様の幼おさな馴な染じみとしての顔と、フェブロニアの『恒久平和の実現者』としての顔です。

　ユーシスは今、後者の顔を私に向けて、その上で問うているのです。これでも自分を信用できるのか、と。

　私は。

　私の答えは──。

「信じます」

　ユーシスに私たちを害する意図があるなら、わざわざ『恒久平和の実現者』の証である石仮面を持ち出したりはしないはずです。

　それに、ユーシスを疑うことは、ユーシスに会いにきたレイヴェン様をも疑うことになってしまいます。

　王都を旅立って間もない頃は、アホタレの従者を命じたレイヴェン様を恨うらみに思ったこともありましたが、今は、レイヴェン様が本心からアホタレや私に期待してくれているのだと信じられるようになりました。

　王宮のつまはじき者だった私をただ一人、実力で評価してくださった……そして、アホタレの従者を他ほかの誰でもなく私に任せてくださったレイヴェン様を疑うような真ま似ねは、私にはできません。

「そ、か。それはなにより」

「自じ虐ぎやくに他人を巻き込んではいけないよ、ユーシス」

　顔の前にかざしていた石仮面を下ろしたユーシスに、レイヴェン様が声をかけました。

「ちょっとぐらいいいじゃない」

「すまないね、アンジュ」

　肩かたを竦すくめ、べーっと舌したを出してみせたユーシスに苦笑しつつ、レイヴェン様は言葉を向ける相手を私に変えました。

「ユーシスは好き好んで『恒久平和の実現者ピースメーカー』になったわけじゃないんだ」

「アタシには、どうしても作りたい物があった。でも、そのためには然しかるべき設備がいる。莫ばく大だいなお金がかかる。ティアマリアはそれを提供してくれると言った。もちろんタダってわけじゃない。条件があった」

「それが、『恒久平和の実現者』になること……ですか？」

　ユーシスは頷うなずいて、手に持った石仮面をぷらぷらと揺ゆり動かしました。

「アタシは研究に必要な設備を手に入れた。その代だい償しようとして、兵器を作ってる。そして、アタシの作った兵器は、今日きようもどこかで殺人の片かた棒ぼうを担かついでるってわけ」

　まるで投げ捨てようとするかのように振りかぶった石仮面を、ユーシスは結局、投げ捨てることなく傍かたわらに置きました。

「ま、アタシを信じてくれるのは嬉うれしいけどさ、アタシが自分の目的のためなら他人を不幸にすることも厭いとわない人間だってことは、憶おぼえておいて」

　手て許もとの仮面に向けられているユーシスの顔には、自じ嘲ちようの笑みが浮かんでいました。

「……憶えておきます」

　私はそうは答えはしたものの、ユーシスが彼女自身が言うような人間だとは思えませんでした。

　ユーシスは自分の目的のために他人が不幸になっている現実に、深く胸を痛めています。

　本質的に、彼女は他人を傷つけられる人ではないのです。

　そんな彼女が『恒久平和の実現者』になってまで一体なにを作ろうとしているのか、気になるところではありますが……。

「本題に入ろうって言いながらズレちゃったわね。今度こそ、本題」

　ユーシスは石仮面の額ひたい部分を指でパチンと弾はじいて、顔を上げました。

「さっきも言ったとおり、アタシはマオの空くう中ちゆう遺い跡せきの現在地を知ってる。……ううん。マオの空中遺跡だけじゃない。現在確認されてる空中遺跡の現在地は、すべて把は握あくしている」

「フェブロニアが天空観測所を支配下に置いたのは、すべての空中遺跡の現在地を把握するため……ということですか？」

「そ。フェブロニアは空くう中ちゆう遺い跡せきに用があった。正確には、空中遺跡にある希少金属レアメタルに、ね」

「希少金属というと……ミスリルですか？」

　ユーシスは首を横に振りました。

「ミスリルはたしかに頭に超がつく希少金属だけれど、ミスリルなら地上にある旧世界の遺い跡せきからも発はつ掘くつできる。わざわざ空中遺跡なんて辺へん鄙ぴなところまで行く必要はない。フェブロニアが……というよりティアマリアが欲しがったのは、空中遺跡にしかない金属。さて、ここで問題です。その金属の名前はなんというでしょう？」

　二十七歳さいには見えないユーシスの幼いそばかす顔に、意地悪な笑みが浮かびました。

「……わ、わかりません……」

　旧世界研究の権けん威いであるレムリア様なら容よう易いに答えられたでしょうが、恥はずかしながら、私の旧世界に関する知識量はたかが知れていました。

「勉強不足ね、アンジュ。正解は、ヒヒイロガネよ」

「……初めて聞く名前です」

「でしょうね。なにしろ、天空観測所が存在をひた隠かくしにしていた金属だもの」

　それでは、私が答えられるわけがありません。

　相手が答えられないとわかっている問題をわざわざ出してきたユーシスの意地悪さに抗議したい気持ちもありましたが、それよりも、そんな金属が存在していたという驚おどろきのほうが勝まさりました。

「天空観測所は、なぜそのヒヒイロガネの存在を」

「公表しなかったのかって？」

「はい」

「そりゃあ、ヒヒイロガネがとんでもない力を秘めた鉱石だからよ」

「とんでもない力……というと？」

「生あい憎にくだけど、詳しよう細さいは教えてあげられない。ティアマリアがヒヒイロガネをなにに使おうとしているのかも、ね」

　旧世界の遺い産さんである空中遺跡。そこにのみ存在するという希少金属ヒヒイロガネ。ユーシス曰いわく、「とんでもない力を秘めている」らしいそれを、女じよ帝ていティアマリアは天空観測所を占せん領りようしてまで手に入れようとした。

　天空観測所が存在をひた隠しにしてきたヒヒイロガネを使って、ティアマリアは一体なにをしようとしているのか……。

　心当たりはありました。

『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、ソーマ＝サイフォスは言っていました。

　フェブロニアは、こちらの世界と魔ま界かいとの間にある壁を越え、魔界への逆ぎやく侵しん攻こうを画かく策さくしていると。そして、そのための手段を完成させつつあると。

　ヒヒイロガネは、その『手段』に使われているのでは……というのが、私の推測です。

「というわけで、現在、天空観測所を絶賛占せん領りよう中のフェブロニアは、マオの空くう中ちゆう遺い跡せきの現在地を把は握あくしている。けれど、アンタたちはマオの空中遺跡に行かなくても、知りたがっていたことの半分は、今この場で知ることができる」

「……どういう意味ですか？」

　ユーシスは足を組み替え、答えました。

「アンタたちが知りたがってるのは、銀ぎん竜りゆうユランの手掛かりと、トモエさんの出しゆつ生しようだろ？」

「はい」

「銀竜ユランに関しては、アンタたちに教えてあげられることはなにもない」

「では……」

　ユーシスは頷うなずきました。

「トモエさんが、誰に、いつ、どこで、なんの目的で作り出されたのか……アタシは知っている」

　衝しよう撃げき的な言葉に、私は思わず斜ななめ後ろに立っていたトモエさんのほうを振り返っていました。

　トモエさんは大きく見開いた目をユーシスに向けています。

「アタシは、トモエさんの外ほかに、もう一人旧世界のゴーレムを知っている。そいつは、トモエさんに瓜うり二つの顔をしている。……アンタたちも会ったことがあるんだろ？」

「ヒナギクさん……ですね」

　ユーシスの問いに答えたのは、私ではなくトモエさんでした。

　ヒナギク……それは、ソレイユの丘おかで出会った、トモエさんとまったく同じ顔を持つ少女の名前でした。

　彼女はソーマ＝サイフォスの部下で……そして、私たちにトモエさんの出生を知りたければマオの空中遺跡へ行けと言った張本人でもあります。

「アタシはヒナギクが誰にどんな目的で作られたのかを知っている。そして、その答えはそっくりそのままトモエさんが知りたがっていることの答えと同じでもある」

「つまり、ヒナギクさんと私は同じ存在なんですね」

　ユーシスは頷きました。

「明るい話じゃない。自分が一体何者なのか、そりゃあ気にはなるだろうけど、知らなくたって生きてはいける。実際にトモエさんはもう五十年以上もハイドフェルト家で幸せにメイドをやってきたんだろ？」

「お気き遣づかいありがとうございます、ユーシス様。いえ、ニア」

　トモエさんは私の隣となりにまでゆっくりと歩みを進めると、やわらかく微笑ほほえんでユーシスを幼名で呼びました。

「覚かく悟ごはできています」

　トモエさんを見つめるユーシスの目が、まるで睨にらむように険しくなりました。

　けれど、トモエさんの表情は変わりません。やわらかな微笑ほほえみを浮かべたまま、ユーシスの視線を真まっ向こうから受け止めています。

　ユーシスはやがて根負けしたように目を伏せると、ため息交じりに言いました。

「しょうがないなぁ、もう……」

「トモエは頑がん固こだからね」

　苦笑を滲にじませて言ったのは、レイヴェン様です。

「そーね。レミエルおばあちゃまもメルも頑固だったけれど、トモエさんはそれ以上だったものね」

　ユーシスは伏せていた目を上げてトモエさんに向き直ると、一度深呼吸をしてから言いました。

「端たん的てきに言っちゃうと、トモエさんは……ヒナギクもだけれど……戦争のために作られた兵器です。正確には戦争というより殺さつ戮りくかな」

　ユーシスの衝しよう撃げき的な言葉に、しかし、トモエさんは表情を動かしはしませんでした。

「驚おどろかないんだ？」

「はい。自分が兵器だということは、想像がついていましたから」

　たしかに……。

　トモエさんには、武器を自らの体内に収納し、自在に取り出せる力があります。そして、あの血ち桜ざくらのアイカとさえ渡り合えるほどの強さがあります。

　トモエさんが作り出された目的が、戦いに関係しているだろうという予想は、私もしていました。

「殺戮妖精キリングフエアリイ。……それが、トモエさんやヒナギクの兵器としての名前……」

「トモエさんを……その殺戮妖精を作り出したのは、やはり旧世界の魔ま法ほう使つかい……なのですか？」

　私の問いに、ユーシスは頷うなずきました。

「女性だったみたいだよ」

「名前は……」

　トモエさんがぽつりと呟つぶやきました。

「名前はわかりますか？　その人の」

　ユーシスは首を横に振りました。

「残念ながら。でも、映像は残っていたよ」

「映像？　それは、どちらに？」

　ユーシスは人差し指を立てて答えました。

「上だよ」

「上……？」

「マオの空くう中ちゆう遺い跡せき」

「では、ユーシスさん。あなたは──」

「ユーシスでいいよ」

　私の問いを手で遮さえぎって、ユーシスはそう言いました。

「わかりました。では、ユーシス。あなたはマオの空中遺跡に行ったことがあるのですね？」

「あるよ。何度かね。案内役と護衛役を兼ねて、ヒナギクに同行してもらった」

「ヒナギクは、では、すべてを……？」

「知ってるよ。ヒナギクは全部知ってる。そして、彼女は自分の存在理由を忠実に遂すい行こうしようとしてる」

　ユーシスは言いました。トモエさんとヒナギクは兵器だと。

　兵器の存在理由とは、すなわち──殺さつ戮りく。

「ヒナギクは優秀な兵士だよ。戦場に立てば彼女の周りには必ず血の海ができあがるし、暗殺もお手の物だ。ティアマリアがソーマのガキに任せた魔ま人じん狩がりも、実際にはほとんどヒナギクがやったんじゃないかな」

　魔人狩り……。

　嫌いやな響ひびきの言葉です。

　フェブロニアはこちらの世界と魔ま界かいとの間にある壁を越えるための装置に、魔人を使うと言っていました。

　魔界の人間である魔人は、敵てきか味方か、といった概がい念ねんで分けるとすれば、敵です。

　百年前の人じん魔ま戦争以前から、私たち人間と魔人たちは闘争を繰くり返してきました。

　魔人はこの世界から徹てつ底てい的に排はい除じよすべき敵。

　私も、ほんの少し前まではそんな考えを持っていました。

　しかし、私は知ってしまいました。

　魔人もまた、私たちと変わらない心を持った『人』であるということを。

　魔界の王女アイネイアは、殺せつ生しようを嫌きらう優しい心と魔界の王女としての立場に板いた挟ばさみになってもがいていました。

　アイネイアの妹で、やはり魔界の王女であるノェルは、魔界の王女としての務めよりも大好きな姉であるアイネイアに人殺しをさせないことを第一に考えていました。

　心を持つが故に彼女たちは苦しみ、そして、苦しみの末に進むべき新たな道を見つけて旅立っていきました。

　ふたりと出会い、関わって、私は魔人もまた人であるということを知っていたのです。いえ、魔人にも心があるということは知っていましたから、この場合は、実感したというべきでしょうか。

　今の私にはもう、魔人を『魔人だから敵』『敵だからどうなってもかまわない』などと単純に割り切ることはできません。

「かわいそうだよな」

　あくび交じりの声を出したのは、アホタレです。

「レックス様……起きていたのですか？」

　アホタレは私の問いには答えず、かったるそうに首を右に左に傾けて、言いました。

「トモエはばあちゃんに拾われてうちでずっと平和に暮らしてたのに、ヒナギクは軍になんて入れられてさ」

「ヒナギクを発見したのはソーマの坊ぼうやだ。あいつはヒナギクを気に入って、部下に欲しがった。そんで、ヒナギクはあいつの部下になって血に血を重ねてきた。けどね、ヒナギクがソーマの部下になったのは、あの子自身の希望でもあるんだ。……トモエさん？」

　ユーシスは言葉と視線の向ける先を、アホタレからトモエさんに変えました。

「トモエさんは、自分が何者なのか、まったく憶おぼえていなかったんだね？」

「はい……」

「ヒナギクは、憶えていたんだよ」

　マオの空くう中ちゆう遺い跡せきでソーマ＝サイフォスに発見され、目を覚ましたヒナギクは、自分が何者でなんのために作り出されたのかを、記き憶おくしていたそうです。

　そして、ヒナギクは自らの存在意義を果たすためにソーマ＝サイフォスの部下になった。

「私は……どうして、なにも憶えていなかったのでしょう……」

　うつむいたトモエさんに、ユーシスは首を横に振りました。

「わからない。レミエルおばあちゃまがトモエさんだけを連れて帰ったってことは、トモエさんとヒナギクは別々の場所で眠ねむっていたんだと思う。それは間違いないと思う。おばあちゃまがトモエさんだけじゃなくヒナギクも発見していたなら、ふたりとも連れ帰ったはずだからね」

「もし、ばあちゃんがヒナギクのことも見つけてたとしたら、うちのメイドがもう一人増えてたってわけか」

　アホタレの言葉に、ユーシスは小さく笑いました。

「ヒナギクはトモエさんと違って自分の存在理由を憶えていたわけだから、必ずしもそうなるとは限らないけどね。でも、レミエルおばあちゃまなら、無理やりにでもメイドをやらせていたかもね」

「きっとな」

「目に浮かぶよ」

　アホタレとレイヴェン様も笑いました。

　伝説の竜騎士ドラグーンレイジャック＝ウル＝ハイドフェルトの娘むすめで、アホタレとレイヴェン様のお祖ば母あ様でもあるレミエル様は、非常に豪ごう胆たんな方だったと聞いています。

　なにしろ、若かりし日には冒ぼう険けん者として世界中を股またにかけ、あの金きん竜りゆうオルリスをも子分にしてしまったというのですから、とんでもない御ご仁じんです。

　そして、レミエル様は冒ぼう険けん者時代にマオの空くう中ちゆう遺い跡せきへと足を運び、そこで眠ねむっていたトモエさんを発見した……。

　もし、レミエル様がヒナギクのことも見つけていたとしたら、あるいはレミエル様が見つけたのがトモエさんではなくヒナギクだったとしたら。

　トモエさんとヒナギクの現い在まは、きっと違ったものになっていたでしょう。

　ヒナギクがトモエさんに代わって私たちと一いつ緒しよに旅をしていた可能性だってあるのです。

「話をトモエさんとヒナギクの生みの親に戻そうか」

　ユーシスが筆ふで頭あたまを整えるように一ひと撫なでして、言いました。

「アタシがマオの空中遺跡で見た映像の女性は、死んだ自分の娘むすめに似せて殺戮妖精キリングフエアリイを作ったって言ってた。娘の名前は、たしか……ヤヨイって言ってたかな」

「兵器を娘に似せて作ったのですか？」

　その問いを発したのは、私です。

「まあ、殺さつ戮りく兵器にわざわざ自分の娘の姿を与えるなんて、正気の沙さ汰たじゃないね」

「一体、どうしてそんなことを……」

「正気じゃないってことは、狂ってたんでしょ。……一人娘を殺されて」

　トモエさんがうつむかせていた顔を上げました。

　緊きん張ちようの色を見せたのはトモエさんだけじゃありません。私も自然と肩かたに力が入っていました。

　殺戮妖精を作り出した女性は、一人娘を殺されていた。そして、彼女は文字どおり殺戮のための兵器である殺戮妖精に、亡なき一人娘の姿を与えた。

　これは、つまり……。

「終末戦争って、聞いたことある？」

「旧世界の最後の戦争だね。私も詳くわしく知っているわけではないけれど」

　ユーシスが私たち全員を見回して出した問いに、レイヴェン様が答えました。

「世界を二分した大きな戦いだったと習ったよ。結果、旧世界は滅びてしまった……」

　ユーシスは頷うなずいて、語りました。

「そう。旧世界の人々は、現在より遥はるかに高度な魔ま法ほう技術を持っていた。彼らはその力で繁はん栄えいを極めたけれど、人の欲望に終わりがないのは現在も昔も変わらない。彼らはさらなる繁栄を求めて、ついには魔法の力で世界そのものを根本から作り直そうとした。傲ごう慢まん……と言ってしまえばそれまでだけれど、アタシには批判はできない。アタシはカガク者で魔法使いじゃないけれど、カガクだろうと魔法だろうと、技術を極めようとしている人間は、自分の技術で世界を変えたいって思ってしまうものだからね。

　……まあそれはいいや。とにかく、魔法で世界を作り変えてしまおうとした人たちがいて……でも、みんながみんな、その行為に賛成したわけじゃなかった。そして、前者の人たちと後者の人たちとの間で戦争が起こった。それは、さっきレイヴェンが言ったとおり、世界を二分する大きな戦いになって……結果、旧世界は滅んでしまった」

　魔ま法ほうの力で世界を変えようとした人たちと、今ある世界を守ろうとした人たちとの戦い。

　どちらが正しかったのか、旧世界を詳くわしく知らない私には判断できません。ですが、悲しい結末であることは間違いありません。滅びという結末を望んだ人は、きっと誰もいなかったはずですから……。

「殺戮妖精キリングフエアリイを作った女性は、魔法による世界の変革を拒こばんだ側の人だった」

「すべての魔法使いが世界の変革を望んだわけじゃないんですね」

「うん。魔法使いの多くは魔法が世界にさらなる繁はん栄えいをもたらすと信じていたけれど、そうでない魔法使いもいたんだ。殺戮妖精を作った女性は、そのうちの一人だった。彼女は変革を望む魔法使いたちと対立し、そして……」

「娘むすめを殺された……」

　ユーシスはため息交じりに頷うなずきました。

「対立陣じん営えいに娘を殺された彼女は、娘の姿を模した兵器を作り出した。復ふく讐しゆうのためにね」

「それが、私……」

　呟つぶやいたトモエさんは、胸の前で祈いのるように手を組み、目を閉じました。

「殺戮妖精はトモエさんとヒナギクだけじゃない。具体的な数は不明だけれど、映像の女性は千人以上の娘たちが実戦投入されたと言っていたね」

「どうなったのです？　彼女たちは……」

　ゆっくりと目を開けたトモエさんが、胸の前で組んだ手はそのままに、問いを口にしました。

「殺戮妖精たちに与えられた命令は、『殺して殺して殺しまくれ』だった。『帰き還かんしろ』とは命じられていなかった……」

　つまりは、死ぬまで戦い続けた、と……。

「ヒナギクが言ってたよ。自分は出番がないまま終戦を迎えてしまった個体だって」

「では、私も……」

「たぶんね。まあ、トモエさんの場合、自分が何者かもわからなくなってたわけだから、なにかしら別の事情でお蔵くら入いりになってた可能性もあるけれど」

　ユーシスは疲労感の色濃こく滲にじんだため息をつきました。

「以上が、アタシの知ってるトモエさんの出しゆつ生しよう。……ね？　楽しい話じゃなかったでしょ？」

「どんな事実であれ受け止める覚かく悟ごはできていましたから、大だい丈じよう夫ぶです。……ありがとう、ニア」

　悲しげな微笑ほほえみを浮かべて感謝の言葉を口にしたトモエさんに、ユーシスは「ごめんね」と返しました。

　トモエさんは旅をしてまで自分の出生を知ろうとしました。そんなトモエさんに、あなたは殺さつ戮りくのための兵器だと告げなければならなかったユーシスも、苦しかったのでしょう。

　ユーシスはまたため息をつくと、重い気分を振り払はらおうとしたのか──自分の顔を両手で軽く叩たたいて、トモエさんに問いかけました。

「……で、どうするの？　これで、少なくともトモエさんはマオの空くう中ちゆう遺い跡せきに行く理由はなくなったわけだけれど」

　……たしかに。トモエさんの旅の目的は、自らの出しゆつ生しようを知ることでした。そして、それはユーシスのおかげで叶かないました

　トモエさんがマオの空中遺跡へ行く必要は、もうなくなったのです。

　旅の目的を果たしたトモエさんは、この先どうするのか。

　私たちとの旅を続けるのか、それとも王都のハイドフェルト家に帰るのか……。

　一いつ緒しよに旅を続けてほしい……というのが、私個人の希望です。

　トモエさんは戦力として非常に頼りになるだけではなく、ひだまりのような笑顔と美お味いしい料理で安らぎを与えてくれます。それに、そういった点を差し引いたとしても、王都を旅立って間もない頃から、ここまで一緒に旅をしてきたのです。最後まで一緒にいてほしいと……この旅の結末を共に見届けてほしいと願わずにはいられません。

　ですが、トモエさん自身は「大だい丈じよう夫ぶです」と言っていましたが、ユーシスから聞かされた話は、やはりショックだったはずです。

　トモエさんが旅をやめる選せん択たくをしたとしても、引き留めることは私にはできません。

　アホタレも、きっと引き留めはしないでしょう。他人に行動を強制されることを嫌きらう代わりに、他人に行動を強制することもしない……。彼は、そういう人です。

　つまりは、トモエさんの答え次第。

　私は固かた唾ずを吞のんでトモエさんの答えを待ちました。

「私は……」

　少しの間、目を閉じ考えていたトモエさんは、おもむろに目と口を開いて答えました。

「私は……マオの空中遺跡に行きたいと思います」

　ユーシスは眉まゆ根ねを寄せました。

「なんのために？」

「私は彼女に……ヒナギクさんに会いたいと思います」

　トモエさんが胸の前で組んだ手に力を込めたのがわかりました。

「ヒナギクさんは、私にマオの空中遺跡に行けと言いました。あの言葉にはきっと、マオの空中遺跡には私が知りたかったことの答えがある……ということ以外にも、なにか別の意味があるように思えてならないのです。そして、私がマオの空中遺跡へ行けば、そこにはきっとヒナギクさんもいるはずです。……私は、ヒナギクさんに会わなければならないんです」

　ユーシスは眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻み、「うーん」と唸うなりました。

　ユーシスは、どうやらトモエさんがヒナギクと会うことに賛成ではないようです。

「会って、どうするのさ？」

「言葉を交わしたいと思います。ヒナギクさんの思いを聞き、私の思いを伝えたいと思います」

「それってさぁ、説得したいってことだよね？」

　ユーシスは三み度たびため息をつきました。

「トモエさんのことだから、きっとこんなふうに思ってるんでしょ？　自分はレミエルおばあちゃまのおかげで幸せだった。だからヒナギクにも幸せになってほしいって」

「はい」

　トモエさんは深く頷うなずきました。

「殺さつ戮りくのための兵器だとしても、私には心があります。嬉うれしい時、楽しい時には笑うことができます。悲しい時には涙なみだが出ます。ヒナギクさんだって同じはずです。旧世界は滅びました。戦争はもう終わったんです。私もヒナギクさんも、自分で自分の生き方を決めていいはずです。幸せになって、いいはずなんです」

「……理解は、できるよ。でもね……」

　ユーシスは窓の向こうに見える明かりの乏とぼしい街並みへと視線を向けて、言いました。

「ヒナギクにとっての幸せが、トモエさんのイメージしている幸せと同じとは、限らない。トモエさんはハイドフェルト家で五十年間幸せに暮らしてきた。でも、ヒナギクは……あの子がソーマの坊ぼうやに発見されて目を覚さましてから、まだほんの二年だけれど……あの子は、血の雨を浴びて生きてきたんだ。あの子とトモエさんの価値観は、きっと決定的に違ってる」

「わかっています。ですから、私は、私の思いを伝えるだけじゃなく、ヒナギクさんの思いも聞かせてほしいと思っています」

「アタシは……賛成できない」

　ユーシスはそこまで言ったところで一度唇くちびるを嚙かみしめて、言葉を続けました。

「トモエさんは、ヒナギクに会わないほうがいい。自分が兵器だってことも、ヒナギクのことも忘れて、これまでどおりに──」

「忘れられるわけがありません」

　ユーシスの言葉を遮さえぎって、トモエさんがきっぱりと言い放ちました。

「私は……私たち殺戮妖精キリングフエアリイは、戦争の……いえ、復ふく讐しゆうのために生み出され、実際に多くの姉妹たちが人を殺し、殺され、血の海へと沈んでいったのです。その業ごうから目を背そむけるわけにはいきません。それに……ヒナギクさんは、私の……この世でたった一人の肉親なんです。忘れられるわけがありません」

　小さく可愛かわいらしい顔に確固たる決意を漲みなぎらせて、トモエさんはユーシスをまっすぐに見み据すえています。

「……止めても無む駄だ……か」

「はい」

　トモエさんは頷うなずいて、「ニア」とユーシスを幼名で呼びました。

「どうか、マオの空くう中ちゆう遺い跡せきの現在地を教えてください」

　ユーシスは呆あきれた……というより、諦あきらめたように肩かたを竦すくめました。

「まったく……」

「フェブロニア一のカガク者『天球のユーシス』も、トモエにかかっては形かた無なしだね」

　頭を抱かかえたユーシスに、レイヴェン様が苦笑を向けました。

「そーゆーアンタだって、トモエさんには敵かなわないでしょうに」

　ユーシスは頭を抱えたまま、レイヴェン様に睨にらむような視線を返しました。

「もちろんさ。なにしろ、トモエには子供の頃どころか生まれたその日から世話になっているからね」

　ユーシスは幾いく度ど目めかのため息をついて、トモエさんに向き直りました。

「まあ、元々マオの空中遺跡の現在地は教えるつもりだったから、かまわないけどね。トモエさんが行く行かない、ヒナギクに会う会わないの話は、そっちのふたりとやっておくれよ」

　ユーシスはそう言って、人差し指で私を、小指でアホタレを指し示しました。

「レックス様……アンジュ様……」

　トモエさんが、私とアホタレのほうに身体からだの向きを変えました。

　トモエさんの大きな目は、言葉よりも雄ゆう弁べんに、自分をマオの空中遺跡に同行させてほしいと訴えていました。

「オレは、トモエがしたいようにすればいいと思うぜ」

　アホタレは頭の後ろで手を組んで、あくび交じりに言いました。

「んでさ、オレに手伝えることがあるならさ、手伝うよ」

　いつもどおりのやる気なさげな口く調ちようで、しかし、能動的な協力を約束します。

　意外……とは思いませんでした。

　魔ま界かいの王女『黒くろ獅じ子し』アイネイアとの戦いの前に、私はアホタレに言いました。

（私はもう、世界のために戦えとは言いません。国のために戦えとも言いません。レックス様、あなたはあなたの目に映る、あなたが守りたいと思う人のために戦ってください）

　と──。

　そして、アホタレは私のその言葉に頷いてくれました。

　トモエさんは、アホタレにとって家族にも等しい大切な人です。

　たとえトモエさんが殺さつ戮りくのために作り出された兵器だとしても、それは変わらないはずです。

　トモエさんのためなら、アホタレは全力で戦ってくれるでしょう。

　もちろん、私にとってもトモエさんは大切な旅の仲間です。

　だから、私の答えはアホタレと同じでした。

「行きましょう、マオの空くう中ちゆう遺い跡せきへ。……私もお手伝いさせていただきます」

　どのみち、銀ぎん竜りゆうユランの手掛かりを得るために、マオの空中遺跡には赴おもむかなければならないのです。

　マオの空中遺跡に実際に行ったことのあるユーシスは、銀竜ユランについてはなにも知らないと言っていました。

　その言葉が本当なら、銀竜ユランの手掛かりを得られる可能性は高くはないでしょう。

　竜王ドラゴンロードシグルドに会うために、私たちは四天竜ノーブルドラゴンから竜宝玉カーバンクルを貰もらい受けなければなりません。

　ナブラスカ山で私たちは金きん竜りゆうオルリスに出会い、竜宝玉を手に入れました。人間に姿を変え、フェブロニアで『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人になっていた黒こく竜りゆうヴリトラとも私たちは既すでに会っていますが、黒竜ヴリトラは自らの竜宝玉を忠ちゆう誠せいの証あかしとして女じよ帝ていティアマリアに渡してしまっていました。

　それは、女帝ティアマリアに会わない限り、竜宝玉を揃そろえることはできなくなってしまったということです。

　ティアマリアがいるのは、帝てい都とデンドロビウム。敵てき国こくであるフェブロニアの、まさに中心です。

　ティアマリアに会うのは容よう易いではありません。

　どうにかして会えたとしても、ティアマリアが竜宝玉を譲ゆずってくれなければ奪うばい取る以外にはありません。

　黒竜ヴリトラ……『蛇だ蝎かつのジェイド』は言っていました。もし、私たちがティアマリアを傷つけようとするのであれば、その時は容よう赦しやしないと。

　ティアマリアから竜宝玉を手に入れるためには、黒竜ヴリトラと戦うことさえ覚かく悟ごしなければならないのです。

　短い間とはいえ行動を共にしたジェイドと戦いたくはありませんが、竜宝玉を手に入れるために彼との戦いが避けられないのだとしたら、仕方がありません。覚悟を決めて全力で戦うしかありません。

　ですが、今はまだその時ではありません。

　まずは、マオの空中遺跡です。

「ありがとうございます。レックス様、アンジュ様」

「礼は不要ですよ、トモエさん。私たちは仲間なんですから」

　深々と頭こうべを下げたトモエさんに、私は首を横に振って答えました。

「はいっ…」

　頭を上げて微笑ほほえんだトモエさんの目には、涙なみだが滲にじんでいました。
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「決まりだね」

　レイヴェン様が穏おだやかな微び笑しようをユーシスに向けました。

「それで、マオの空くう中ちゆう遺い跡せきは今どこにあるんだい？」

　ユーシスはレイヴェン様にしかめっ面つらを返して、答えました。

「帝てい都とよ。帝都デンドロビウムの真上」

　思いがけない答えに、私は思わず隣となりに立つトモエさんと顔を見合わせてしまいました。

「移動させたのよ。ヒヒイロガネやらあれやらこれやら運び出すのに、そのほうが都合がよかったからね。ま、都合がよかったのは、アンタたちにとっても同じか」

「……そうですね……」

　マオの空中遺跡の現在地を教えてもらったとしても、それが世界の最さい果はてだったりした場合には、行くに行けません。

　敵てき国こくの帝都の真上という位置もあまり喜べたものではありませんが、世界の最果てよりは遥はるかにマシと思うしかないでしょう。

「問題は、どうやって行くか……ですね」

　ユーシスのおかげで、マオの空中遺跡の現在地を知ることはできました。ですが、それだけではマオの空中遺跡に行くことはできません。

　文字どおり空中に在るマオの空中遺跡に降り立つためには、空の高みにまで己の身を運べる足が──この場合は翼つばさと呼ぶべきでしょうか──が必要です。

　残念ながら、魔ま法ほうではどうにもなりません。

　物体の落下速度を調節する魔ま法ほうは存在しますし、使えます。ですが、空を飛ぶ魔法は存在しないのです。

『遺失魔法ロストマジツク』の中には自由自在に空を飛べる魔法も、あるいは存在するのかもしれません。が、どのみち私には使えません。

　だから、私はもう一つの心当たりに賭かけてみることにしました。

「たしか、天空観測所の人たちはドラゴンを使って空くう中ちゆう遺い跡せきの調査をしているんでしたよね？」

「そーよ。ワイバーンを雛ひなのうちから飼かい慣らして、乗れるようにすんの。アタシも乗ったことあるけど、けっこう快適よ」

「あの」

「駄だ目めよ」

　私がなにを言おうとしているのかわかったらしいユーシスは、先回りして答えを返してきました。

「天空観測所のワイバーンは、全部フェブロニアが接収しちゃってるから、使えないわよ」

「そうですか……」

　これは、本格的に困りました。

　天空観測所のワイバーンを借りる。それが、唯ゆい一いつのアテだったのですが……。

「まあでも、アンタたちにはワイバーンよりずっと立派なドラゴンがいるじゃない」

　ユーシスが頭の後ろで手を組んで、妙みようなことを言いました。

「はい？」

「だよな。あいつに乗っけてもらおうぜ」

　アホタレまで。

「あいつ？」

「ジグだよ」

　アホタレが口にしたのは、先日戦った魔王の娘むすめ・アイネイアの僕しもべであり幼少の頃からの親友でもある、二体のリンドヴルム──その片割れの名前でした。

「ジグに乗っけてもらおうぜ」

　リンドヴルムの体たい軀くは、決して大きくはありません。最小のドラゴンであるワイバーンより一回り大きい程度ですが、それでも人間の五、六人なら余よ裕ゆうで乗せられます。

「ジグに……って言ったって、ジグはアイネイアやノェルと一いつ緒しよに行ってしまったじゃないですか」

「来てくれたんだよ」

「……どういう意味ですか？」

　アホタレでは要領を得ないので、私は問いを向ける先をトモエさんに変えました。

「アンジュ様があの仮面の男の子の奇き襲しゆうで倒れられたすぐ後に、ジグさんが戻ってこられたのです」

「それって……」

「はい。アイネイアさんに、私たちに力を貸すよう言われたそうです。ですね？　イル」

「ああ。たしかにそう言ってたぞ」

　リンドヴルムには人じん語ごを理解する高い知能がありますが、かといって四天竜ノーブルドラゴンのように人語が喋しやべれるわけではありません。

　ですが、アホタレはどういうわけか人語を喋れないドラゴンとも言葉を交わすことができるのです。

　彼らの思考が頭の中に流れ込んでくる……といった感じらしいので、言葉を交わすという表現は正確ではないのかもしれませんが、意い思し疎そ通つうが成立していることはたしかです。

「アンジュは、あのリンドヴルムくんにも感謝しなくっちゃね。アンタが助かったのは、彼のおかげでもあるんだから」

　ユーシスの言葉に、私は首を捻ひねりました。

「ジグのおかげ？」

「地理を考えてごらんなさいな。今、アンタがいるここはどこ？」

「天空観測所です」

「天空観測所がある場所はどこ？」

「それは……」

　コスモスです、と答えようとして、私は気づきました。

　コスモスは、フェブロニア中部に位置する街です。

　私がソーマ＝サイフォスの奇き襲しゆうに倒れたのは、フェブロニアとランドールの国境のほど近くです。

　あの場所からここコスモスまでは、馬を使っても半月はかかります。

　私が倒れたのは五日前ですから、計算が合いません。

「ジグが、私を運んでくれたんですね……」

「そーゆーこと」

　光こう翼よく竜りゆうの別名が示すとおり、ドラゴン族の中でも最速の飛行速度を誇ほこるリンドヴルムなら、馬で半月かかる距きよ離りも半日とかからずに移動できます。

「正確には、アンタとレックスとトモエさん、おまけでレイヴェンを運んできたわけだけれど」

「貴重な経験をさせてもらったよ」

　おまけ呼ばわりされたことにも腹を立てた様子もなく、レイヴェン様がにこやかに言いました。

「ワイバーンには何度か乗ったことがあるし、あれはあれでなかなかに快適だけれど、さすがはリンドヴルムといったところかな。格別だったよ」

「それは是ぜ非ひ、アタシも乗ってみたいものだわ」

「あ、あの……それで、ジグは、今……？」

「ワイバーン用の厩きゆう舎しやにいるわよ」

「そうですか……」

　複雑な思いでした。

　人間と敵てき対たいすることをやめたとはいえ、アイネイアもノェルも、魔ま王おうの娘むすめであることに変わりはありません。

　私たちの旅の目的が魔王の打倒である以上、アイネイアやノェルとの関係には、一線を引いておくべきでしょう。

　おいそれと協力を求めるような真ま似ねはするまい……と思っていましたが、今回は事情が事情です。やむをえません。

「では、ジグにお願いしてマオの空くう中ちゆう遺い跡せきまで乗せていってもらいましょう」

　マオの空中遺跡は、現在、帝てい都とデンドロビウムの上空に在るとユーシスは言っていました。

　帝都まではここから馬で七、八日……といったところでしょうか。しかし、リンドヴルムのジグなら、数刻でたどり着けるはずです。

「ねえ、アンタたち」

　ユーシスが少し声を低くして言いました。

「止めたって無む駄だだろうからもう止めはしないけどさ、一つだけ、気をつけてほしいことがあるんだ」

　思わず怯ひるんでしまいそうなほどに険しい目つきで、ユーシスは聞き覚えのない単語を口にしました。

「感応爆発リンクバースト」

　……いえ。

　聞き覚えがないと言いましたが、訂てい正せいします。

　ユーシスが口にしたその単語を、私は知っていました。

　一度耳にしたことがあるだけで意味をわかっているわけではありませんから、知っているという表現は適切ではないでしょうが、聞き覚えがあることはたしかです。

（うっかり感応爆発でもされたら、僕ぼくまで巻き添えで死んじゃいかねないし）

　それは、ソレイユの丘おかでのソーマ＝サイフォスの発言です。

「殺戮妖精キリングフエアリイにはね、融ゆう合ごう機能があるらしいの」

　ユーシスによれば、殺戮妖精には、二人の殺戮妖精が融合することによって戦闘能力を劇的に高める機能があるのだそうです。

　ただし、融合は必ず成功するわけではなく、失敗すれば融合を試みた殺戮妖精は二人とも死んでしまう。

　それも、ただ死ぬだけではなく、街一つを跡あと形かたもなく消し去ってしまうほどの大爆ばく発はつを引き起こして死んでしまうのだそうです。

　それが、感応爆発リンクバースト。

　融ゆう合ごうに成功すれば圧倒的な戦闘能力によって敵てきを蹴け散ちらし、失敗したら失敗したで感応爆発によって大勢を道連れにできる……。

　実に恐ろしい機能です。

　しかも、厄やつ介かいなことに融合機能は、殺戮妖精キリングフエアリイ自身の意志とは無関係に発動してしまうこともあるそうです。

「ヒナギクに会うなら、感応爆発には十分、気をつけて。といっても、発動の条件がはっきりしていないから、気をつけようもないかもしれないけど」

　その話を聞いても、トモエさんの決意に満ちた表情は揺ゆらぎませんでした。

　ハイドフェルト家のメイドとして穏おだやかな日々を過ごしてきたトモエさんと、自ら望んで兵士となったヒナギク。

　同じ殺戮妖精でありながらまったく違う生き方をしてきた二人の最初の邂かい逅こうは、すれ違いに終わりました。

　二度目の邂逅が二人の生き方をどう変えるのか、今はまだ、誰にもわかりません。




　所長室での話が終わると、私はまたアホタレに背負ってもらって客室のある一階へと下りました。

「すみません、ご迷めい惑わくをおかけしてしまって」

「気にすんなって」

　トモエさんは、ここにはいません。

　トモエさんは、「少し外の空気を吸ってきます」と言って、屋上に行ってしまいました。

　自分が兵器として作られた存在だったと知っても、トモエさんは取り乱しませんでした。

　しかし、覚かく悟ごしていたとはいえ、やはりショックだったはずです。

　気持ちを落ち着かせるためにも、一人の時間は必要でしょう。

　レイヴェン様は所長室に残ってユーシスと話をしています。

「話がある」

　その人物に声をかけられたのは、客室の前までたどり着いた時でした。

「ハイネ所長……」

　声をかけてきたのは、この天空観測所の本来の責任者であるハイネ氏でした。

「アンジュ……といったな、たしか」

　おもむろに歩み寄ってきたハイネ氏は、相変わらず眉み間けんに皺しわの寄った険しい表情で、アホタレに背負われている私を見下ろしてきました。

　表情だけ見れば明らかに怒おこっているのですが、声こわ音ねは至って静かだったりするので、怒っているのかいないのか、どうにも判断がつきません。

「は、はい？」

　普通に「はい」と答えたつもりだったのですが、戸と惑まどいのおかげで、問い返すような発音になってしまいました。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう」

　が、ハイネ氏は気に留めたふうもなく、話を急いできました。

「おまえの魔ま力りよくは、歪ゆがんでいる」

「……」

　唐とう突とつすぎるその言葉に、私はただ真顔でハイネ氏の厳いかめしい美び貌ぼうを見つめることしかできませんでした。

「なんらかの手段で、魔力を人間の限界以上にまで高めたのだろう。違うか？」

　言いながら、ハイネ氏は眉み間けんに刻まれた縦たて皺じわをさらに深くしました。

　私は思わず左手をきつく握にぎりしめていました。

　ハイネ氏の言葉が事実だったからです。

　たしかに、私はアイネイアとの戦いで、一時的にですが自分自身の魔力を限界以上にまで高めました。

「あなたも魔ま法ほう使つかい……なのですか？」

　私はハイネ氏の問いには答えずに、そう問い返しました。

　ハイネ氏は頷うなずいて、答えました。

「おまえの魔力の異常は一目でわかった。治ち療りようのために身体からだに触ふれて、確信した」

「そうですか……」

　私の魔力が歪んでいる。

　ハイネ氏のその言葉を、私は否定することはできませんでした。

　私の魔力の異常は、誰よりも私自身が一番わかっていたからです。

　原因は明白でした。

〝完全燃焼アラミタマ〟です。

「魔力の歪みは命の歪みだ。命を投げ捨てたいと思っているのでなければ、己の器を超えるような魔力には、もう二度と手を出さないことだ」

　そう言ったハイネ氏の視線は、握りしめられた私の左手に──正確には、左手の指輪に注がれていました。

　ハイネ氏には、わかっているのでしょう。私がどうやって自分の限界を超える魔力を手に入れたのかを。

　左手の指輪──フェニックス・リングの力を借りて、私は実力不足により理論は完成していながらも使えなかった魔ま法ほう〝完全燃焼アラミタマ〟を使えるようになりました。

〝完全燃焼〟は使用者自身の生命を燃焼させることにより、魔ま力りよくを爆ばく発はつ的に高める魔法です。

　生命を燃やす魔法ですから、失敗すれば命はありませんし、成功してもまったくの無事というわけにはいきません。

　私の魔力が、ハイネ氏の言葉を借りるなら『歪ゆがんで』しまったのも、その代だい償しようというわけです。

「話は、それだけだ」

「ま、待ってくださいっ！」

　余計な話をする気はないとばかりに、さっさと踵きびすを返して立ち去ろうとするハイネ氏を、私は慌あわてて呼び止めました。

　ハイネ氏は、顔と身体からだを半分だけ振り向かせて、私を見ました。

「ご忠告ありがとうございました。肝きもに銘めいじておきます」

　ハイネ氏はくすりともせずに、それでも小さく頷うなずいてくれました。

「あ、あの……それと、助けていただいて、本当にありがとうございました」

　続けて口にしたのは、治ち療りように対するお礼です。

　客室では状況を理解するので精一杯でお礼にまで頭が回らず、所長室ではハイネ氏が早々に退室してしまったために、結局、お礼を言えていなかったのです。

　ハイネ氏は、今度は頷きもせずに──当然、くすりともせずに──背中を向け、立ち去ってしまいました。

「あいつ……アンジュのこと、待ってたのかな」

　ハイネ氏の姿が曲がり角の向こうに消えたところで、それまで黙だまっていたアホタレが口を開きました。

「どう……なんでしょう……」

　第一声が「話がある」だったことを考えると、待っていた……ということになるのでしょうか。

「なんか気難しそうなヤツだけど、悪いヤツじゃないよな、あいつ」

「そうですね……」

　とっつきにくい人であることは、間違いありません。端たん整せいな顔立ちのおかげで厳いかめしい表情が余計に怖こわく見えてしまってもいますが、アホタレの言うとおり悪い人ではないのでしょう。でなければ、わざわざあんな忠告をしてはくれないでしょうから。

「……なあ、アンジュ」

　アホタレが声の調子を少し低くして、問いを口にしました。

「あいつの言ってたことって、本当なのか？」

「……本当ですよ」

「だったら──」

「心配無用です」

　顔を半分だけ振り向かせてきたアホタレに、私は言いました。

「私だって、死にたくはありませんから」

「そっか」

　私の答えに安あん堵どしたのか、アホタレは小さく笑って前を向きました。

（ごめんなさい）

　私は心の中でアホタレに詫わびました。

〝完全燃焼アラミタマ〟の危険性は、重じゆう々じゆう承知しています。

　私だって、死の危険がある魔ま法ほうを使いたくはありません。

　それでも、〝完全燃焼〟を使わざるをえない場面に──たとえば〝完全燃焼〟を使わなければアホタレが死んでしまう──といった場面に直面したら、私は迷うことなく自らの命を燃やすでしょう。

　同じなんです。

　アホタレが、私にいなくならないでほしいと思っているように。

　私だって、この旅が終わるその時まで、アホタレの傍そばにいたいと思っているのです。

　思うように、なってしまったのです。

「なあ、アンジュ」

「はい？」

「このままさ、散歩に行かないか？」

「このままって……」

　背負われたままってことですか？

「い、いや、いくらなんでもそれは……」

「嫌いやか？」

「嫌っていうか、その、私はこんな状態ですし、レックス様だってお疲れでしょうし……」

「オレは気にしないよ」

　あなたが気にしなくても、私が気にするんですっ！

「だから、行こうぜ。な？　けってーい」

「えっ、あっ、ちょっ……！」

　勝手に決定して歩き出したアホタレは、私の制止の声も聞いてはくれませんでした。




　所長室の窓から見えたとおり、コスモスの街の夜は、とても静かでした。

　家々の明かりは乏とぼしく、営業しているお店もほとんどありません。

　なんというか、街全体が疲れ切ってしまっているような、そんな印象です。

　実際、人々は戦争の不安と度重なる増税に参まいってしまっているのでしょう。

　ユーシスも、冬を越せずに滅びてしまった農村がいくつもあると言っていました。

　どれだけカガクが発展しようと、領土が広がろうと、これでは意味がありません。

　女じよ帝ていティマリアは魔ま界かいへの逆侵しん攻こうを目もく論ろんでいるようですが……果たして、魔界を征せい服ふくしたとして、それで今飢うえている人々が救われるのか……。

　そんなことを考えつつも、夜道を歩いている人がほとんどいないことは、今の私にとっては不幸中の幸いでした。

　アホタレに背負われている姿なんて、たとえ赤の他人であっても見られたくはありません。

「アンジュはさ」

「は、はいっ？」

　唐とう突とつに話しかけられて、私は素すっ頓とん狂きような声をあげてしまいました。

「王都に帰ったら、どうするんだ？」

「それは、旅が終わったら……ということですか？」

「うん」

「レイヴェン様は、魔ま王おうの討とう伐ばつに成功すれば賢けん人じん長ちようの椅い子すを与えてくださると……」

「賢人長？」

「王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しを束たばねる立場です」

「アンジュは、それになりたいのか？」

「そう……ですね……」

　賢人長になることは、たしかに私の目標でした。

「私は、実力よりも家いえ柄がらが重要視される王宮魔術士の現状に、不満を持っていました。ですから、賢人長になって……権力を手に入れて、そんな現状を変えたいと思っていました。そうして、私の実力を認めず、見み下くだしてきた人たちを見返してやりたいと……。ですが、今は……よくわかりません」

「わからない？」

「はい。王宮の現状を変えたい気持ちはありますし、見下してきた人たちを見返したい気持ちもなくなったわけじゃありません。ですが、あまり重要でなくなったというか……私の一番の夢は、おばあちゃんみたいな立派な魔ま法ほう使つかいになることですから、それさえ叶かなえばかまわないかな……と」

　おばあちゃんは他人からの評価なんて求めてはいませんでした。

　でも、私は、自分で自分を『立派』と認めるために他人からの評価が欲しかったのです。出世やそれによって得られる肩かた書がきが欲しかったのです。

　今だって、出世がどうでもよくなったわけではありません。肩書きは、やっぱり欲しいです。が、以前ほどそれらに価値を感じなくなっているのもたしかなのです。

「んじゃ、アンジュはその賢けん人じん長ちようにはならないのか？」

　私は返答に困りました。

　そして、返答に困っている自分に戸と惑まどっていました。

　以前なら「もちろんなります」と迷わず答えていたでしょう。

　でも、今は──。

　今の私は、王都にいた頃とは価値観が変わってしまっていました。

「なる……と思います」

　悩んだ末に、私はそう答えました。

「そっか……」

「はい。おばあちゃんみたいになることに、出世や肩かた書がきは必ずしも必要ではないとは思います。自分を見み下くだしてきた人たちを見返すことにも、以前ほど執しゆう着ちやくはしていません。ただ……」

「ただ？」

「ただ、私は王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しになってから賢人に……ひいては賢人長になって王宮魔術士の現状を変えることを目標にしていましたから……その自分を裏切りたくないんです。目標のためにがんばってきた自分に、ちゃんと応こたえてあげたいんです」

「そっか……」

「レックス様は、どうされるんです？　この旅が終わったら。やっぱり、王都に帰って絵を描かいて暮らすんですか？」

「うーん……そうだなー。他ほかにやりたいこともないしなー」

「でも、あまりのんびりはできないかもしれませんよ？」

「なんでだ？」

「魔ま王おうを倒すにせよ説得するにせよ、魔ま界かいとの戦争を終わらせて帰れば、あなたは英雄です。政府も軍も国民も……それどころか、世界中があなたを放ってはおかないでしょう。世界中があなたを称たたえ、崇あがめるんです。中には、あなたの力を求める人もいるでしょう。大おお忙いそがしですよ、きっと」

「うげえ、めんどくせえ」

　アホタレは心底嫌いやそうに言いました。

「あ、でも、人気者になるってことは女の子にもモテるってことだよな？」

「それは……まあ、英雄ですからね……」

　アホタレは若い上に見た目も悪くありません。それに、ハイドフェルト家の男子という肩書きを生まれ持ってもいます。ここにさらに救世の英雄という肩書きが加われば、世界中の女性が彼に憧あこがれを抱いだくことになるでしょう。

「モテるんなら、英雄も悪くないかもなー」

「たしかにモテはするでしょうが、大だい丈じよう夫ぶです。みんな、本当のあなたを知ったらすぐに幻滅しますから」

「大だい丈じよう夫ぶじゃねえじゃん！　てか、アンジュ、ひどすぎ」

「事実ですから、仕方ありません」

「ったく……そーゆーアンジュはどうなんだよ？」

「はい？」

「アンジュだって、王都に帰ったら人気者になってモテモテじゃねーの？」

「私が？」

　人気者？　モテモテ？

「ありえません！　絶対にありえませんから！」

「わっ、ちょっ、暴あばれるなって！」

「レックス様が変なことを言うからです！」

　たしかに、英雄の従者として凱がい旋せんすれば、私の魔ま法ほう使つかいとしての評価は大きく上がるでしょう。誰も私を見み下くだせなくなります。今まで私を見下ろしてきた連中の中には、掌てのひらを返して取り入ってくる者も現れるでしょう。でも、それも表おもて向むきだけのこと。

　皆、顔は笑っていても、心の中では「卑いやしい平民が分ぶん不ふ相そう応おうな真ま似ねをしてくれた」と思うに決まっているのです。

「私が人気者なんて……モテモテなんて……そんなこと、絶対にあるわけないんです……」

「そっかー？　そんなことないと思うんだけどなー」

「だって、私は平民ですし……それに……」

「それに？」

「可愛かわいくありませんから……」

　うーん、とアホタレは唸うなりました。

「オレはいると思うけどなー。アンジュのこと好きだってヤツ」

「いるわけありません。絶対にいません」

「決めつけるなって。絶対いるって」

「いません！」

「いるって！」

「いませんったらいません！」

「いるったらいるって！」

「はー……はー……」

「ぜー……ぜー……」

　お互いに本調子じゃないのに声を張り合ったせいで、息が上がってしまいました。

「も、もうこの話はやめましょう……」

「そ、そうだな……」

　揃そろって「はーっ」と息を吐はいて、呼吸を整えます。

「ま、なんにしろ、王都に帰ったらあんまり会えなくなっちまうな」

　気を取り直して、アホタレが話しかけてきました。

「そうですね……」

　賢けん人じん長ちようになれば、一いつ介かいの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しよりも忙いそがしい日々が待っているでしょう。アホタレが王宮に出入りするようになってくれれば、会えることもあるでしょうが……アホタレの性格からして、たとえ英雄になったとしても王宮には近づきたがらないでしょう。そうなれば、お互たがい王都で暮らしていても、会うことはなくなってしまうかもしれません。

　……そう。

　私たちの旅も、いつか必ず終わる時がくるのです。

　魔ま界かいとの戦争を終結に導いて終わるのか、命を落として終わるのか……それはまだわかりませんが、とにかく、旅が終わる日は必ずやってくるのです。

　そして、旅が終われば、私がアホタレと一いつ緒しよにいる理由はなくなる……。

　私は王宮に、アホタレはハイドフェルト家に──お互たがい、帰るべき場所に帰って、それで終わり。

　何の問題もありません。

　然しかるべき結末です。

　……なのに、旅が終わった後のことを考えると、私の胸は鈍にぶく疼うずきました。

「会えるといいな」

　アホタレが振り向かせた顔に笑みを浮かべて言いました。

「旅が終わっても、また、さ」

「あ……」

　会いにきてください。

　その一言を、私は言えずに吞のみ込んでしまいました。

「旅の終わりなんて、まだまだ先なんです。今は旅の完かん遂すいに集中してください」

　代わって口から出たのは、そんな言葉でした。

「へいへい」

　……つくづく可愛かわいくない女です。私は。

「お、見ろよ、アンジュ。星が綺き麗れいだぜ」

　言われて見上げた星空が滲にじんで見えたのは、涙なみだのせいです。

「綺麗……ですね……っ。ぐずっ……」
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　泣いていることを悟さとられたくはありませんでしたが、答えた私の声はどうしようもなく涙声になっていました。

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　私の心の声が聞こえたのか、アホタレは星空を見上げたまま、私が今一番欲しい言葉を言ってくれました。

「オレ、会いにいくからさ」

「……はいっ」

　頷うなずいて、私はアホタレの肩かたに顔を埋うずめました。

　そして、伝わってほしいと願いながら、心の中で言いました。

　どうか、会いにきてください。

　私も、会いにいきますから。

　アホタレはなにも言いませんでしたし頷きもしませんでしたが、私の願いが伝わったことは、彼の背中から伝わってきました。
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　分厚い雲を抜けると、空の青さが痛いぐらいに目に染みました。

　手で廂ひさしを作りつつ視線を落としても、見えるのは雲ばかり。もはや地上は影も形も見えません。

　人の身では本来到達することのできない空の高みに、私たちはいました。

　ドラゴンの背に乗って空を飛んだ経験は、王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しになって間もない頃に一度ありましたが、これほどの高こう々こう度どを飛ぶのは初めてです。

　ジグが金色の首を捻ひねって、背中の上にいる私たちに赤い眼めの片方を向けてきました。

「ああ、真まっ青さおですっげー綺き麗れいだよ！」

　アホタレが興奮した口く調ちようで言いつつ、ジグに向けて左手の親指をぐっと立ててみせました。

　雲の上はどうだ？　とでもジグに訊きかれたのでしょう。

　ジグはまるで微笑ほほえむように眼を細めて、前方に向き直りました。

「レックス様、嬉うれしそうですわね」

　トモエさんがくすっと笑って隣となりにいる私に声をかけてきました。

「なんとかと煙けむりは高いところが好きと言いますからね」

　私の返しに、トモエさんはまたくすっと笑いました。

　ジグの疾はやさは以前乗ったことのあるワイバーンとは桁けたが違っています。

　通常、ワイバーンに乗る場合には、魔ま法ほう使つかいが空気の流れを操あやつる魔法を使うか、その魔法が込められたアクセサリーを身に着けるなりして、風圧を無効化します。そうしなければ、とても乗っていられません。あっと言う間に吹き飛ばされてしまいます。

　しかし、今、私たちは魔法もアクセサリーもなしで、ワイバーンよりも遥はるかに疾いジグの背中の上で、吹き飛ばされることもなく普通に会話さえしていました。

　さすがは高位ドラゴンといったところでしょうか。リンドヴルムはただ疾いだけではなく、搭とう乗じよう者を風圧から守る力を持っていたのです。

　それは私の知識にはなかった事実で、風圧がかからないように呪じゆ文もんを唱えている最中にいきなりジグが飛ひ翔しようした時には、思わず絶叫してしまいました。

　しかも、既すでにジグに一度乗ったことのあるアホタレとトモエさんは涼しい顔をしていたものですから、私一人、赤あかっ恥ぱじです。

　まあ、リンドヴルムに乗って空を駆かける経験は、そんな恥も吹き飛んでしまうぐらいに鮮せん烈れつではあったのですが……。

「お、なんか見えてきたぞー」

　アホタレが間延びした声をあげました。

「空くう中ちゆう遺い跡せきって、あれだよな？」

　アホタレの指差した先に、小さな黒い影が見えました。

　私の目にはまだ点のようにしか見えませんが、人間離ばなれした視力を持つアホタレにはもう全体の輪りん郭かくまで見えているのでしょう。

「おそらく、そうです」

　トモエさんが祈いのるように胸の前で手を組みました。

「あれが、私が生まれた場所……なんですね」

　トモエさんの手は震ふるえていました。

　ここまでのトモエさんの様子は、いつもと変わりありませんでした。いつもどおり穏おだやかでにこやかで。

　でも、やはり内心では緊きん張ちようしていたのでしょう。

　無理もありません。

　トモエさんはこれから、自らの出しゆつ生しようと正面から向かい合わなければならないのですから。

　殺さつ戮りくのための兵器として生み出されながら、戦場に立つことなく、ハイドフェルト家のメイドとして生きてきたトモエさん。

　そのまま、出生など気にせずに生きていくという選択肢しも、トモエさんにはありました。

　けれど、トモエさんはマオの空くう中ちゆう遺い跡せきへと赴おもむくことを選択しました。

　それは、トモエさん曰いわく『たった一人の肉親』であるヒナギクのためなのか、戦場で散っていった『姉妹』たちのためなのか、娘むすめを殺され復ふく讐しゆう鬼きとなった『親』のためなのか、あるいはこの先も兵器としてではなくハイドフェルト家のメイドとして幸せに生きていくために必要な儀ぎ式しきなのか……。

「トモエにとっちゃ、里帰りになるんだよな」

　アホタレが首だけを振り向かせて言いました。

「楽しかったこと、いっぱい報告しなくちゃな」

　アホタレのその言葉にトモエさんはまず目を丸くして、それから花が咲いたような笑顔になりました。

「はいっ。いっぱい……いっぱい報告したいです！」

　たしかに、生まれた場所に帰るわけですから、里帰りという表現は間違いではないでしょう。

　五十年ぶりの、そして初めての里帰り。

　温かく迎えてくれる『親』は、トモエさんにはいません。たくさんいた『姉妹』たちも、残っているのはヒナギク一人だけ……。

　そのヒナギクにも、温かな歓かん迎げいは期待できません。

　そもそも、ヒナギクは本当にマオの空中遺跡にいるのか……。

　ヒナギクはソーマ＝サイフォスの部下です。日頃は彼の下で任務に就ついているはずなのです。

　トモエさんは、必ずマオの空中遺跡でヒナギクに会えると確信しているようですが……。

「おおー、でっけえな」

　ついさっきまで小さな点にしか見えていなかったマオの空中遺跡が、いよいよ私の目にもはっきりと全体の輪りん郭かくが見えるようになっていました。

「空くう中ちゆう遺い跡せき……あれが……」

　私のその呟つぶやきは、無意識のうちに出たものでした。

　空中遺跡というものがこの世に存在していることは、知識としては知っていました。

　魔ま法ほう使つかいの端はしくれとして、旧世界の魔法文明の象しよう徴ちようでもある空中遺跡への憧どう憬けいは、当然、あります。

　一度は行ってみたいと願いながらも、そんな機会はきっと一生ないだろうと半ば諦あきらめてもいました。

　その空中遺跡が、まさに今、目の前に迫っているのです。

　興奮と緊きん張ちように身み震ぶるいがしました。

　アホタレはマオの空中遺跡の大きさに驚おどろいていましたが、それは私も同じでした。

　街です。

　山を切り取って逆さまにした上に、街がまるごと一つ載のっている……と言えば、伝わるでしょうか。

　街といっても、旧世界の街ですから、建造物の構造も現在のそれとはかなり違っています。

　塔とうのように背の高い建物が多く、そのほとんどが不思議な光こう沢たくの金属によって構成されていました。

　いえ、実際には金属ではないのかもしれませんが、見た目にはそのように見えます。

「綺き麗れいですね」

「……そうですね……」

　トモエさんの口にした感想に相あい槌づちを打つまでに、私は一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを要しました。

　青みがかった銀色にも淡い桜色にも見える建造物群は、たしかに美しくも見えます。

　しかし、こんなにも美しい街を天空に作り上げてしまえるほどの高度な魔法文明を誇ほこった人々でさえ、結局は人間同士の争いによって滅びてしまったのかと思うと、目の前の美しい光景にも素直には感動できません。やるせなさのほうが、どうしても先に立ってしまいます。

「どの辺に降りるんだ？」

「とりあえずは、中心部に降りてみましょうか」

　私がアホタレに答えるや否いなや、ジグは金色の羽を大きく上下させて急上昇すると、眼下に広がる街並みの中心部に向かって滑かつ空くうを始めました。

　地上（正確には地上ではありませんが）が、もの凄すごい勢いで迫ってきます。

「いやっほーぅ！」

　なんとかと煙けむりは高い所が好きを地でいくアホタレは歓かん声せいをあげていましたが、私にはそんな余よ裕ゆうはありません。

　振り落とされることはないとわかっていても、怖こわいものは怖いんです。

　アホタレの背中にしがみついて、私は降下が終わるのを待ちました。

　風圧は感じなくても、ジグが地面に降り立つ衝しよう撃げきは伝わってきました。

　けっこうな衝撃でした。アホタレにしがみついていなかったら、振り落とされてしまっていたかもしれません。

「だいじょぶか？　アンジュ」

「は、はいぃ……」

　我ながらあまり大だい丈じよう夫ぶじゃなさそうな返事をしてしまいましたが、痛みがあるわけじゃありませんから、大丈夫です。

「お、降りましょうか」

　初めにアホタレが、次にトモエさんが。私は先に降りたふたりに手を借りて、ジグの背中からマオの空くう中ちゆう遺い跡せきへと降り立ちました。

　着地の際に足がふらついてしまったのは、急降下の恐きよう怖ふで腰こしが抜けてしまっていたせいです。

　体調には、もう問題ありません。

　五日間の昏こん睡すいから目覚めてから丸一日も経たっていないにもかかわらず、普通に動けるまでに回復できたのは、きっと、アホタレのおかげです。

　もちろん、ハイネ氏とユーシスの治ち療りようのおかげでもあるわけですが、アホタレの『活』が効いているという実感があるのです。

　アホタレが分け与えてくれた命が、私の命になっている……。

　そう思うとむず痒がゆくはありますが、嫌いやな気持ちにはなりません。むしろ、心強くさえ感じられます。

　王都を旅立って間もない頃には、考えられなかったことです。

　あの、アホでヘタレなダメ勇者を、私は本物の勇者として認めているのです。

　彼の従者として彼のために戦えることに、誇ほこりを持っているのです。

「へっぶしっ！」

　そんな私の思いなど知ってか知らずか、アホタレはくしゃみをかまして鼻水を垂たらしていました。

　まったく、緊きん張ちよう感かんのない男です。

「んで、どうするんだ？」

　鼻水を垂らしっぱなしにしたまま、アホタレが訊きいてきました。

　いつもなら、すかさずトモエさんがハンカチを差し出しているところですが、トモエさんは浅くうつむき、じっと目を閉じていました。

「トモエさん？」

　呼びかけてみても、返事はありません。

「トモエ、どうしたんだ？」

　私はアホタレと顔を見合わせて、首を捻ひねりました。

「トモエさん」

　そして、もう一度呼びかけると、トモエさんはゆっくりと目を開けて言いました。

「ヒナギクさんが、います」

　きっぱりと、断定口く調ちようで。

「それは、ここに……マオの空くう中ちゆう遺い跡せきにいるという意味ですか？」

「はい」

「……わかるんですか？」

　トモエさんはおもむろに頷うなずきました。

「感じるんです。上う手まく口では説明できないのですが……たしかに、感じるんです」

「なるほど……」

　トモエさんとヒナギクは同じ殺戮妖精キリングフエアリイです。殺戮妖精同士が互たがいを感知できる力があったとしても、不思議ではありません。

「トモエがあいつを感じてるってことは、あいつもトモエが近くにいるってわかってるのかな」

　アホタレが疑問を口にしました。

「そうですね……おそらくは」

　あるいは、ソーマ＝サイフォスが私たちを奇き襲しゆうできたのも、殺戮妖精同士の感知機能を利用してのことだったのかもしれません。

　ソーマ＝サイフォス。

　ヒナギクがここにいるのだとすると、彼女の直接の上官であるソーマ＝サイフォスも同じくこのマオの空中遺跡に来ている可能性は大いにあります。

　それに、そもそも今、ここは実質的にフェブロニアの占せん領りよう下にあるのです。

　ユーシスによれば、フェブロニアの目的であった希少金属レアメタルの運び出しは既すでに終わっているらしいのですが、油断はまったくできません。

「ユーシスはなんて言ってたっけか？　たしか、二番目に目立つ建物がどうとかこうとか」

「トモエさんの出しゆつ生しようをたしかめたければ、二番目に目立つ建物へ行け……と言っていましたね」

　それは今け朝さ、出発の際にユーシスから言われたことです。

「二番目に目立つ建物って……どれだ？」

　言って、ずびびーっ！　と盛大に鼻を啜すすったアホタレに、私は仕方なく自分のハンカチを渡しました。

「おお、サンキュ」

　受け取った私のハンカチで、アホタレは思いっきり鼻をかみました。

「あとで洗って返すよ」

「……いえ、それはもう差し上げます」

　そのままではなく洗って返すと言ったあたり、アホタレにも最低限の常識があるようですが、さすがに鼻をかんだハンカチはもういいです。

「そっか？　んじゃ、お守りにでもするよ」

「……ハンカチはお守りになんてなりませんよ？」

「こういうのは、気の持ちようだって」

　アホタレは笑って言うと、鼻水のついた私のハンカチを、適当にたたんで懐ふところにしまい込みました。

　……私のハンカチがお守りになるなんて、アホタレの思考はまったく理解できません。

「んでさ、話を戻すけどさ、二番目に目立つ建物ってことは、まずは一番目立つ建物を決めなきゃダメだよな？」

「そうですね」

「それってさ、たぶん、アレのことだよな」

　アホタレがそう言って指差した建物は、私もさっきから気になっていた建物でした。

　……いえ、そもそもあれは建物と認識してしまっていいものかどうか。

　アホタレの指は、空中に浮かぶ巨大な黒い円筒形の物体を指し示していました。

　大きさは城ほどもあるでしょうか。艶つやもなにもない塗ぬりつぶしたような黒一色で構成されていて、窓に相当するものはおろか出入り口らしきものさえ見当たりません。それが、一切の音もなく非常にゆっくりした速度で回転を続けているのです。

　とても建物には見えませんが、目立っていることは間違いありません。

「果たしてあれが建物なのか……という疑問はありますが、仮にあれを一番目立つ建物とすると、二番目は……」

「きっと、あれ……だよな？」

　アホタレが次に指差したのは、周辺の建物よりも一ひと際きわ背の高い、石せき碑ひに似た建物でした。

　一見、石碑に見えるわけですから、こちらも建物ではないのかもしれません。

　色は銀色のようでも灰色のようでもあり、全体に凹おう凸とつがあるおかげで、石でできているように見えるのです。

　実際のところは、わかりません。石のように見えても実は他ほかの建物と同じように金属でできているのかもしれませんが……とにかく、周辺の建物とは決定的に異質な存在であることはたしかです。

「どうする？　あそこに行ってみるか？」

「そうですね……」

　改めて周囲を見回してみても、その他の建物は、大きさや色合いの差異はあっても基本的な造型は似通っています。

　ユーシスにもっと詳くわしい話を聞いてくるべきだったと後こう悔かいを嚙かみしめつつ、私はトモエさんに訊たずねました。

「ヒナギクの正確な位置は、わかりますか？」

　トモエさんは首を横に振りました。

「ヒナギクさんが、このマオの空くう中ちゆう遺い跡せきに……それも、そう遠くない所にいるのはわかるのですが、正確な位置までは……ただ……」

「ただ？」

「あの建物が気になります」

　トモエさんがそう言って指差したのは、例の石せき碑ひのような建物でした。

「ってことは、決まりだな」

「ええ……」

　ユーシスの言葉とトモエさんの勘かんが、あの石碑のような建物を指し示しています。ならば、間違いなくあの場所にはなにかがあるのでしょう。

「行ってみましょう」

　再びジグの背に乗って、私たちは石碑のような建物へと向かいました。

　遠目にはわかりませんでしたが、近づいてみると、表面部分に文字のような模様が見て取れました。

　建物自体の大きさと比較すると非常に小さな字です。かなり高い位置に描かれていますから、地上からでは見えなかったでしょう。

「旧世界の文字です」

　トモエさんが言いました。

「読めますか？」

　恥はずかしながら、私には旧世界の知識が不足していました。

　魔ま法ほう使つかいにとって高度な魔法文明を誇ほこった旧世界は是ぜ非ひにとも学んでおきたい分野ではあるのですが、旧世界について本格的に学ぶには、旧世界研究のギルドに入るしかありません。そして、剣の国であるランドールには旧世界研究のギルドが存在せず、本格的に旧世界のことを学ぶ機会のないままここまできてしまったのでした。

　私の問いに「はい」と頷うなずいたトモエさんは、静かながらも鮮せん明めいな声で旧世界の文字を読み上げました。

「最愛なる我が娘むすめの魂たましいに安らぎがあらんことを」

　トモエさんは、そして、祈いのるように目を閉じました。

　トモエさんは、きっとこう考えたのでしょう。

　この建物は、トモエさんたち殺戮妖精キリングフエアリイを生み出した女性の一人娘──つまりは、殺戮妖精たちの元となった少女の墓標に違いない、と。

　そして、その理解は誤りではないのでしょう。

「ジグさん、降りてください」

　トモエさんが目を閉じたままジグにそう声をかけました。

　ジグは頷うなずくように首を動かして、降下を始めました。

　降下の間も、ジグが地面に降りたってからもしばらくの間、トモエさんは祈いのり続けていました。

「すみません、お待たせしました」

　トモエさんが祈り終えるのを待って、私たちはジグの背中から降りました。そして、建物へと歩み寄ります。

　ジグには少し離はなれた物陰で待ってもらうことにしました。高位のドラゴンであるジグは、飛行能力だけでなく戦闘能力の面でも頼りになりますが、さすがに体格的に屋内では思うように動けません。

「お？　ここって、どうやって入るんだ？」

　先頭のアホタレが、建物の表面を撫なでつつ首を捻ひねりました。

　間近で見ても、凹おう凸とつだらけの灰色めいた表面は石のように見えました。

　そして、アホタレの言うとおり、出入り口に相当する箇か所しよが見当たりません。

「やはり、これは建物ではないのかもしれませんね」

「女の子の墓ってことか？」

「ええ。お墓にしては、大きすぎる気もしますが……」

「だよなぁ」

　腕うで組ぐみして唸うなったアホタレの隣となりに、トモエさんが立ちました。

「トモエさん？」

　トモエさんの小さな手が、建物の表面に押し当てられました。

「ここは、お墓ではありません」

　真剣な面おも持もちで、トモエさんは言いました。

　リィン、と鈴が転がるような音ねが空気を震ふるわせたのは、その直後のことでした。

　音の大きさはたいしたことはありませんでした。しかし、たしかに一帯の空気が震ふるえたのがはっきりと感じられました。

　異変は、もう一つ。

　建物に押し当てられたトモエさんの手が、青く光ったのです。

　光はほとんど一いつ瞬しゆんのうちに建物全体とトモエさんの全身に広がると、弾はじけるように消えてしまいました。

　そして、トモエさんが手を下ろすと、建物の表面に変化が起きていました。

　入り口が開いていたのです。

「ここは、お墓ではありません」

　トモエさんが、先程と同じ言葉を口にしました。

「いえ、お墓であることは間違いありません。ただ、ここにはもう一つの意味があるのです。……殺戮妖精キリングフエアリイの、製造施設です」

「……思い出したのですか？　この場所のこと……」

「はい……ぼんやりとですが……」

　トモエさんは片方の手を胸の前で握にぎりしめて、言いました。

「『胞え衣な』……それが、この施設の名前です」

　胞衣。

　それは、胎たい児じを包む膜まくを指す言葉です。

　トモエさんを……殺戮妖精を生み出した女性は、亡なき娘むすめの墓標でもある施設に出産を想起させる名称を与えて、そこで娘の姿を持つ人型兵器を無数に生み出したのです。

　狂気を感じざるをえません。

　しかし、その狂気の元となったのは娘に対する深い愛情であることは明白で……。

　やるせなさに、胸が詰つまりました。

「中に入るんだろ？」

　アホタレが目の前に開いた入り口を親指で示しました。

　私は「かまいませんか？」とトモエさんに問おうとして、やめました。

　トモエさんの覚かく悟ごをたしかめるような問いかけは、もう必要ないでしょう。

　この先なにが待ち受けていようともすべてを受け入れる覚悟があるからこそ、トモエさんは扉とびらを開いたのです。

「行きましょう」

　私は杖つえを握り直して、言いました。

「警けい戒かいは怠おこたらないでください。ここが殺戮妖精の製造所であるなら、ヒナギクも、きっとここにいるはずですから」

　そして、私たちは『胞衣』の中へと足を踏み入れました。




　薄うす紅べに色の広間に、黒い板状の物体が浮かんでいました。

「あれは……」

「転送装置ですわ」

　答えたトモエさんが、迷いのない足取りで板状の物体へと近づいていきます。

「てんそー……なんだって？」

「転送装置です。おそらくは、あれを使って施設内を移動するのではないかと」

　馴な染じみのない単語に首を傾かしげるアホタレに、私は自分の予想を話しました。

　ソレイユの丘おかの地下に広がっていた旧世界の遺い跡せきでも、私は同じような黒い板状の物体を目もく撃げきしていました。そして、実際にその物体の力で瞬しゆん間かん移動したのです。

　広間には、外になにもありません。

　中央に浮かぶ黒い板を除のぞけば、あとはただ薄うす紅べに色の壁と床ゆかが広がっているだけです。

「行きましょう」

　トモエさんが黒い板にそっと触ふれました。

　リィン。

　外でも聞こえた、あの鈴を転がしたような音ねがどこからともなく鳴り響ひびいて、続いて女性の声が聞こえてきました。

『認証完了。どちらへ移動されますか？』

　人間味に乏とぼしい、ぎこちなくも聞こえるその声は、黒い板から発せられたものに間違いありません。

「『揺よう籃らんの間』へ。後ろのふたりも一いつ緒しよにお願いします」

　リィン、と三み度たびあの音が聞こえて、トモエさんの全身がやわらかな青い光に包まれました。

「うおっ、なんだこれ!?」

　私の隣となりで驚きの声をあげたアホタレも、そして私も、同じく青い光に包まれていました。

　光は強さを増して、視界を青一色に染め上げました。

　かなりの光量でしたが、目が焼かれることはありません。

　不思議ではありましたが、同じ経験をソレイユの丘でもしていた私は、驚おどろきませんでした。

　そして、光が消えると、周囲の光景が変化していました。

　息を吞のまずにはいられない光景でした。

　絵です。

　薄紅色の壁に代わって私たちを取り囲んでいたのは、無数の絵でした。

　といっても、芸術性を感じさせる絵画ではありません。

　歪いびつな線で描かれた、耳が異様に大きい生き物。木とも花ともつかないなにか。満面の笑みを浮かべているように見える人の顔。他ほかにもたくさん、たくさん。

　どの絵も大だい胆たんかつ抽ちゆう象しよう的で、お世せ辞じにも上じよう手ずとは言えません。ですが、不思議と心が温まるというか、見る者の頰ほおを思わず弛ゆるませてしまうような魅み力りよくが、それらの絵にはありました。

　これは、そう、まるで……。

「子供が描かいた絵……だよな、これ」

　アホタレが、私が思っていたのとまさに同じことを口にしました。

「レックス様にも、そう見えますか」

「ああ」

　アホタレは壁に歩み寄ると、そこに描かれた人の顔を指先で撫なでました。

「これは、きっと、この絵を描いた子の母親だな」

「よくわかりますね……」

　笑顔の人の絵であるということはわかるのですが、髪かみの毛は芝しば生ふ程度にしか描かかれておらず、男性の絵かと思っていました。目の周りにある黒く丸い縁ふちは、眼鏡めがねでしょうか。

「この絵が一番楽しそうに描かれてる。だから、たぶん、これは母親の絵だ」

「子供が一番楽しく描ける対象は母親……ということですか？」

「ああ。オレの場合はばあちゃんだったけどな」

　アホタレの顔には屈くつ託たくのない笑みが浮かんでいました。

　お祖ば母あ様の話をする時、アホタレはいつも子供のように笑います。

「お？」

　ふと、アホタレが絵を撫なでる手を止めて、首を傾かしげました。

「この絵、実際に描かれてるわけじゃないな」

「どういう意味です？」

「この部屋の絵は、魔ま法ほうによって再現されたものです」

　アホタレに向けた問いの答えは、トモエさんから返ってきました。

「トモエさん？」

「この部屋は、私の……私たち殺戮妖精キリングフエアリイの母が、娘むすめの思い出に浸ひたるために作った部屋です」

　言いながら室内を見回したトモエさんの目は、哀かなしみに満ちていました。

「トモエは、この部屋に来たことがあるのか？」

　トモエさんは首を横に振りました。

「初めてです。ですが、この部屋……というより、この施設のことは、わかります」

「そう。ようやく思い出したのね」

　トモエさんの声に続いて、トモエさんの声が聞こえてきました。

　いえ──。

　声せい質しつは似通っているどころかまったく同じと言っていいほどでしたが、声の調子は明確に違っていました。

　私は杖つえを構えつつ右方に身体からだごと向き直りました。

　一体いつからそこにいたのか。

　トモエさんと同じ顔を持つ少女が、凪なぎの海のような表情で立っていました。

「ヒナギク……！」

　彼女と見まみえるのは、ソレイユの丘おか以来……これが、二度目です。

　ソレイユの丘の時と同様、ヒナギクはフェブロニアの軍服に身を包んでいました。肩かた口ぐちで綺き麗れいに切り揃そろえられた黒髪かみにも変わりはありません。

「よう、久しぶりだな」

　アホタレが、まるで旧知の友人に対するように親しげに声をかけました。

　ヒナギクは、そんなアホタレを一いち瞥べつしただけで言葉を返してはきませんでした。

「ヒナギクさん……お久しぶりです」

　今度は、トモエさんが挨あい拶さつの言葉をヒナギクに投げかけました。

　ヒナギクは凪なぎの表情のまま、抑よく揚ようのない声で言いました。

「この場所のことを思い出したのなら、もう、自分が何者なのかはわかっているのね」

　トモエさんが頷うなずくと、ヒナギクは感情の色のない目を大きく見開きました。

「ならば、自分がどうするべきかもわかっているはず」

　ヒナギクのすべてを吞のみ込む虚きよ無むのような目は、こう言っていました。

　おまえも本来の存在意義に従って殺さつ戮りく者になれ、と。

「それ……は……」

　トモエさんがたじろぐのを見て、私は割って入りました。

「ヒナギク。なぜ、あなたがここにいるのです？」

　ヒナギクは見開いていた目を刃物のように細めると、その目で私を忌いま々いましげに一瞥して、答えました。

「あなたたちがここに来ることが、わかっていたからです。私には……私たち殺戮妖精キリングフエアリイには、殺戮妖精同士、互たがいを感知する能力がありますから」

　なるほど……。

「ソーマ＝サイフォスが私たちを奇き襲しゆうできたのも、あなたのおかげというわけですね」

　ソーマ＝サイフォスは、殺戮妖精同士を感知できるヒナギクの能力を利用して私たちの居い場ば所しよを把は握あくし、奇襲を仕掛けてきた……と。

　しかし、ヒナギクの能力では私たち……というより、トモエさんの現在地を知ることはできても、トモエさんと一いつ緒しよにいる人間のことまでは感知できなかったのでしょう。

　よもやその場に私とアホタレだけでなく、レイヴェン様までいるとは思わなかったソーマ＝サイフォスは、驚おどろき、私一人を負傷させただけで撃げき退たいされた……。

「んじゃさ、あんたはずっと前からトモエのことを知ってたのか？」

　アホタレが問いを口にしました。

　アホタレの言うずっと前とは、ソレイユの丘おかでの出会いより以前のことを指しているのでしょう。

「殺戮妖精同士の感知能力は、一度でも互たがいの存在を目視し合わなければ機能しません」

　ヒナギクの答えに、アホタレは腕うで組ぐみして「うーん」と唸うなりました。

「つまり、どういうことだ？」

「ヒナギクも、ソレイユの丘で会うまではトモエさんの存在を知らなかったってことです」

「おお、なるほど？」

　ポン、と手を打ったアホタレですが、語尾が疑問系になっているあたり、理解しているのかどうか。

「んでも、ホント、よかったよな。あんたもトモエもさ。生き別れの姉妹に会えたようなもんだろ？」

　アホタレのその言葉に、ヒナギクは再び目を見開きました。

　黒く暗い瞳ひとみをアホタレに向けて、そして、ヒナギクはおもむろに口を開きました。

「よかった。たしかに、そうかもしれません」

　ヒナギクは当然、アホタレの言葉を否定するものと思っていましたが、彼女の口から出たのは意外にも肯こう定ていの言葉でした。

「自分の使命も忘れて安あん穏のんと生きてきた出で来き損そこないに、使命を思い出させてやることができたのだから」

　ヒナギクの視線は、アホタレからトモエさんへと移されていました。

「トモエさんは私たちの大切な仲間です。侮ぶ辱じよくの言葉は慎つつしんでもらいましょう」

「彼女が出来損ないであることは、事実です」

　ヒナギクはきっぱりと言い、そして、淡々と語りました。

　殺戮妖精キリングフエアリイの能力は一定ではなく、個体によって小さくない差があることを。極端に能力の低い個体は、失敗作として処分されることもあったことを。

　そして、トモエさんは能力不足により処分されるはずだった失敗作だと、ヒナギクは言いました。

　口振りからするに、ヒナギク自身は失敗作ではないのでしょう。

　たしかに、トモエさんとヒナギクでは能力に差があるように思えます。

　ソレイユの丘おかで出会って以来、トモエさんの位置を正確に把は握あくしていたヒナギクとは対照的に、トモエさんがヒナギクを感知できるようになったのはマオの空くう中ちゆう遺い跡せきにやって来てからのことです。

　ユーシスから話を聞くまでは、トモエさんは自分が殺戮妖精という兵器であることさえ知らなかったわけですから、そのせいもあるでしょう。

　が、ふたりの能力の差は感知能力だけではありません。

　ソレイユの丘で、ヒナギクは非常に強力な悪あく魔ま種しゆのマモノ──バルログを、たった一人で倒していました。

　トモエさんの戦闘能力も十分に人間離ばなれしていますが、そんなトモエさんでも、バルログを一人で倒すことは難しいでしょう。

　戦闘能力に於おいても、ヒナギクはほぼ確実にトモエさんを凌りよう駕がしている……ということです。

「失敗作だったおまえは、施設の地下に眠ねむった状態のまま放置された。いずれは処分されるはずだった。だが、その前に世界は滅び、おまえは処分を免まぬかれた。そして、そのまま時が流れ……おまえは冒ぼう険けん者に発見された」

「レミエル様……」

　ヒナギクが一歩前に踏ふみ出し、トモエさんは怯ひるんだように一歩後ずさりました。

「出番のないまま戦争が終わってしまった私は、二年前、大たい佐さに発見されるまで調整室で眠ねむり続けた……」

　トモエさんに向けられたヒナギクの目には、感情の色がはっきりと浮かび上がっていました。

　その色の名前は、憎にくしみです。

「おまえは目め覚ざめてから今まで、なにをしていた？」

　ヒナギクの口く調ちようは静かながらも、敵てき意いに充みち満ちていました。

「おまえのその格好は、なんだ？　殺戮妖精キリングフエアリイに……兵器に相応ふさわしい姿だと思っているのか？」

　ヒナギクがまた一歩前に出ました。

「わ、私は……」

　トモエさんは声を震ふるわせながらも、今度は後ずさりませんでした。

「私は、五十年前にレミエル様に見つけていただいて以来、ハイドフェルト家でメイドとして暮らしてきました」

　ぎりっ、とヒナギクが奥歯を嚙かみしめる音が聞こえました。

「よくも……恥はずかしげもなくそんなことが言える……」

「恥ずかしくなんてありません！」

　トモエさんはヒナギクの敵意のまなざしに打ち勝とうとするかのように、声を張りました。

「ハイドフェルト家でメイドとして過ごした五十年は、本当に幸せで……大切で……だから……」

「だから、なんだと言うのだ!?　誇ほこりだとでも言うつもりか！」

　ヒナギクの怒ど声せいが、トモエさんの声をかき消して『揺よう籃らんの間』に響ひびき渡りました。

「おまえは兵器だ！　出で来き損そこないといえども殺戮妖精の一人だ！　兵器が……殺戮妖精が、争いのない日々を過ごしてどうする!?　人を殺さなくてどうする!?　そんな生き方が恥はじでなくてなんだと言うのだ！」

「戦争はもう終わったんです！」

　トモエさんが再び声を張って、ヒナギクの怒声の残ざん響きようをかき消しました。

「私たちが戦うべき戦争は、もう遠い昔に終わっているんです！　私たちは、もう戦わなくていいんです！」

　叫んで、トモエさんは両腕うでを広げました。そして、そのままヒナギクへと歩み寄っていきます。

「私たちの兵器としての役目は、もう終わっているんです。私たちは兵器としてではなく、人として……自分で自分の生き方を選んでいいはずです」

　トモエさんの腕うでがヒナギクをそっと抱だきしめました。

「幸せになって、いいはずなんです」

　が──。

「ふざけるな！」

　ヒナギクは声を裏返して、トモエさんの抱ほう擁ようを振り払はらいました。

「幸せになんてなれるものか！」

　ヒナギクはトモエさんの胸を突つき飛ばして自分も跳とび退のくと、呪じゆ文もんにも似た言葉を早口で紡つむぎつつ、トモエさんを突き飛ばしたその手を掌てのひらを上に向けて前に差し出しました。

「これを見ろ！」

　ヒナギクの掌の上に、色彩豊かな光点が生まれました。

　光点はふわりとヒナギクの頭上に浮かび上がると、音もなく弾はじけて、そこに人の姿を映し出しました。

　少女です。

　年は、十二、三歳さいといったところでしょうか。

　肩かた口ぐちで綺き麗れいに切り揃そろえられた艶つややかな黒髪かみと真っ白な肌はだが対照的な、愛らしい少女です。

　袖そでのない涼すずやかな白い服に身を包み、汚けがれのない微笑ほほえみを浮かべている彼女は、とても幸せそうに見えました。

　そして、その少女は、トモエさんとヒナギクと、まったく同じ顔をしていました。

　少女は姿勢を正すと、はにかみ顔で軽く肩を竦すくめて話し始めました。

『今日きようは、私の誕生日です。十三歳になりました。私が子供でいられるのも、あと二年です。成人したら、私もセイバーになって、お母かあさんと一いつ緒しよに世界のためにがんばりたいと思います』

　そこで誰かに声をかけられたのか、少女は目線を横に向けると、「うん」と一度頷うなずいてから、花のような笑顔で言いました。

『だって、私、お母さんのこと大好きだもの！』

　石を投げ込まれた水面のように少女の姿が揺ゆらいで、映像が切り替わりました。

　新たに虚こ空くうに映し出されたのは、またしても少女です。

　先ほどと同じ少女であることは、一目でわかりました。ただし、容姿が幼くなっていました。五、六歳でしょうか。

　砂浜らしき場所で、楽しそうに走り回っています。

『お母さーん！　早く早くー！』

　振り返って手を振る少女の姿の上にまた波は紋もんが広がって、映像が変化しました。

　次に映し出されたのは、赤ん坊を胸に抱いて穏おだやかに微笑む女性の姿でした。

　眼鏡めがねをかけ、長い黒髪を三つ編あみにした優しそうな女性です。

　女性は、先ほどの少女が成長した姿……ではなく、少女の母親でしょう。面おも立だちが少女によく似ています。

　少女が何者なのか、そして、少女の母親である女性が何者なのか……答えは明白でした。

　深い母性をたたえた女性の笑顔の上に波は紋もんが広がって、女性の表情が変化しました。

　すべてを赦ゆるし包み込むような母性は消え去り、代わって女性の容よう貌ぼうを支配していたのは、寒気がするほどの狂気でした。

　眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうを大きく見開き、歯が剝むき出しになるほどの口こう角かくを吊つり上げて、女性は語り始めました。

　最愛だった一人娘むすめの死を。

　自分がいかに娘を愛していたかを。

　そして、娘を殺した者たちへの怒りと、理り不ふ尽じんな暴力が存在する世界そのものへの憎にくしみを。

　彼女の憎ぞう悪おは、娘を殺した者たちだけではなく、世界すべてへと向けられていたのです。

　女性の語りが終わると、今度は戦場の光景が映し出されました。

　戦っているのは、先ほどの少女と──トモエさんやヒナギクと同じ顔をした少女たちです。

　殺戮妖精キリングフエアリイ。

　娘を殺された母親の、狂わずにはいられないほどの憎悪が生み出した、死の定めを背負った少女たち。

　少女たちは、剣を、槍やりを、斧おのを手に、降り注ぐ魔ま法ほうの雨をかいくぐり、敵てき陣じんに血の雨を降らせます。

　少女たちの戦闘能力は人間を超越していましたが、しかし、敵もまた強大でした。

　魔法によって世界を変えようとした人々は、現在の魔法を遥はるかに凌りよう駕がする強力な魔法を操あやつって、少女たちの進しん撃げきを押し返しました。

　それは、叫びたくなるほどに残ざん酷こくな光景でした。

　トモエさんに心があるように、ヒナギクに心があるように、映像の中の少女たちにも心があったのです。

　ある少女は敵の攻こう撃げきで手足を失い、痛みと恐きよう怖ふに泣きじゃくっていました。またある少女は、敵へのとどめを躊躇ためらい大粒つぶの涙なみだを零こぼしていました。さらに別の少女は、頭を潰つぶされて動かなくなった同どう胞ほうを抱だきかかえて慟どう哭こくしていました。

　少女たちは皆、泣きながら戦い、泣きながら死んでいきました。

　殺戮妖精を生み出した女性は、なぜ、戦うためだけの存在であるはずの彼女たちに心を与えたのか。

　意図せずしてそうなってしまったのか。あるいは、世界のすべてを憎んでいた女性は、自らが作った殺戮妖精たちでさえ憎しみの対象としてしまっていたのか。

「やめてください！」

　トモエさんが叫んで、糸が切れた操り人形のようにがっくりと地面に崩くずれ落ちました。

「やめてください……もう……こんな……」

「見たくない、とでも言うつもりか？」

　両手で口くち許もとを覆おおってわななくトモエさんに、ヒナギクがゆっくりと歩み寄ります。

　彼女の背後では、殺戮妖精キリングフエアリイたちの悲ひ愴そうで悲ひ惨さんな戦いがなおも映し出されていました。

「見ろ。私たちの姉妹は皆ああして死んでいったんだ。おまえには見る義務がある」

　ヒナギクの手がトモエさんの前髪がみをつかんで、強引に顔を上げさせました。

「私はずっと見てきた。調整室のカプセルの中で、私は姉妹たちの戦いと死を、ずっと見てきたんだ！」

「ずっと、見て……？」

「そうだ。母は調整室のカプセルで眠ねむる私の脳裏に、戦場の光景を送り続けた。それは、母が死んだ後も、世界が滅んだ後も、繰くり返し繰り返し私の脳裏で再生され続けた。おまえが安あん穏のんとメイドをやっていた間も、私は姉妹たちの泣き叫ぶ声を聞き続けてきたんだ。姉妹たちの無む惨ざんな死を見続けてきたんだ！」

　瞳ひとみを震ふるわせて問うトモエさんに、ヒナギクは答えを叩たたきつけます。

「おまえは恥はずかしくないのか!?　自分一人幸せになって！　恥ずかしくないのか!?」

「ヒナギク！　トモエさんを離はなしなさい！」

　ヒナギクはトモエさんの頭を地面に叩たたきつける勢いで離すと、腰こしの剣けん帯たいへと手を伸のばしました。

「私は、幸せになんてなれない」

　すらりと抜き放たれた漆しつ黒こくの刃やいばが、左右それぞれの手で剣けん吞のんな輝きを放ちます。

「姉妹たちの無念を無視して、自分だけ幸せになんて、私はなれない」

　ヒナギクは双そう剣けんの片方をトモエさんの額ひたいに突つきつけました。

「私は……殺戮妖精は、戦い続けなければならないんだ。死ぬまで殺し続けなければいけないんだ。戦争が終わっても時代が変わっても……私たちは、どこまでいっても兵器なんだ」

　剣けん先さきに傷つけられたトモエさんの額から、一筋、血が流れました。

「私は戦う。死ぬまで殺し続ける。姉妹たちと同じように。それができないおまえは……裏切り者だ」

　トモエさんは、ただ涙なみだを溜ためた目でヒナギクを見つめるばかりで、立ち上がろうとはしません。

「裏切り者は……死ね！」

「ヒナギク！」

　叫んで、私は呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。精神の糸は既すでに〝世界の傷〟に刺さしてあります。

「あなたたちも、邪じや魔まをするのであれば容よう赦しやはしませんよ」

　横目で私を捉とらえたヒナギクは、トモエさんの額に双剣の片方を突きつけたまま、もう片方の剣けん先さきをこちらに向けてきました。

　冷えた殺気に全身を貫かれて身体からだが勝手に後ずさりそうになりましたが、私はこらえてヒナギクの目を睨にらみ返しました。

「〝烈光矢ツラヌキ〟！」

　突つき出した杖つえの先に生まれた無数の光点が、極ごく細ぼその矢と化して、ヒナギクめがけて疾しつ走そうを開始しました。

〝烈光矢〟は、私が使える魔ま法ほうの中での最速の魔法です。その疾はやさは使用者である私自身でさえ視し認にんしきれないほどですが、ヒナギクを捉とらえることはできませんでした。

　軽く跳とび退のいただけで、ヒナギクは私の最速の魔法を軽々と避けてしまったのです。

　やはり、強きよう敵てきです。

「まずは、邪じや魔ま者から始末するとしましょうか」

　ヒナギクが身体からだごとこちらへと向き直り、私は次の魔法の準備に取りかかりました。再び精神の糸を〝世界の傷〟へと伸のばし、呪じゆ文もんを──。

「待ってください！」

　私が呪文を唱となえ始めたのと同時に、トモエさんが声を響ひびかせました。

「レックス様も、アンジュ様も、手出しはしないでください！」

　トモエさんのその言葉で、私は隣となりでアホタレが剣けんの柄つかに手を掛けていたことに気づきました。

　ヒナギクからの反はん撃げきに備えてくれていたのでしょう。

「これは、ヒナギクさんと私の問題です」

　トモエさんが立ち上がって、左手を肩かたの高さに持ち上げました。

　広げられた掌てのひらの中心がぷっくりと膨ふくれ上がって、そこから飛び出してきた棒ぼう状じようの物体を、トモエさんは右手でつかんで一息に引き出しました。──ナギナタです。

　トモエさんは滑なめらかな動作でナギナタを構えると、深く静かに息を吐はいて、ヒナギクをまっすぐに見み据すえました。

「おとなしく死ぬつもりはない……ということか」

　ヒナギクは右半身を軽く引くと、左手の剣は胸の前、右手の剣は逆さか手てに持ち替えて頭上に運びました。そして、腰こしを浅く落とします。

　ソレイユの丘おかでも見た、彼女の本気の構えです。

「ただ戦い、死ぬしかなかった姉妹たちの無念をその身に刻んで、果てるがいい」

　ヒナギクの全身から噴ふき出した冷たい殺気が、室内の熱を一いつ瞬しゆんにして奪うばい去りました。

「アイネイアとは、違うな」

「ええ……」

　私はアホタレの呟つぶやきに同意しました。

　かつて戦ったアイネイアの殺気も大気を軋きしませるほどに凄すさまじいものでしたが、アイネイアとヒナギクとでは、殺気の質が違っていました。

　殺気の強さで言えば、アイネイアのほうが上でしょう。しかし、ヒナギクの殺気はアイネイアのそれよりも遥はるかに研とぎ澄すまされています。

　私もそれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた身ですから、わかります。ヒナギクの殺気は、殺人に殺人を重ねてきた──血という名の火と死という名の鎚つちによって鍛きたえ上げられた、絶対の刃やいばです。

　生せい来らいの優しさ故ゆえに人を殺あやめることができなかったアイネイアではたどり着けない極地に、ヒナギクは立っているのです。

　そこが、人が決して立ってはならない場所であることは、言うまでもありません。

　ヒナギクが地面を蹴けり、同時にトモエさんも動きました。

　双そう剣けんとナギナタが激げき突とつして火花を散らして、殺戮妖精キリングフエアリイ同士の戦いは幕を開けたのです。




　殺戮妖精は個体によって能力に差があるというヒナギクの言葉どおり、トモエさんとヒナギクの戦いは互ご角かくではありませんでした。

　押しているのはヒナギクのほうです。

　ヒナギクが繰くり出す双剣は、疾はやく、鋭く、そして強く、トモエさんは身を守るので精一杯どころか、既すでに小さな傷を無数に負わされていました。

　あの血ち桜ざくらのアイカと互ご角かくに渡り合えたトモエさんですら歯が立たないのですから、ヒナギクの強さは尋じん常じようではありません。

　それでも……。

　私は横目で隣となりに立つアホタレを見ました。

　ヒナギクの強さは尋常ではありませんが、それでもアホタレなら互角以上の戦いが十分できるはずです。

「レックス様……」

　私は声を落としてアホタレに話しかけました。

「このままでは、トモエさんが殺されてしまいます」

　黙だまってトモエさんとヒナギクの戦いを見守っていたアホタレは、顔の半分をこちらに向けて言いました。

「トモエを信じようぜ」

「ですが……」

　ふたりの力の差は歴然です。トモエさんに勝ち目があるとはどうしても思えません。

「トモエは今、必死に受け止めてるんだ」

「……受け止める？」

「ヒナギクの想おもいを、さ」

　アホタレは視線をふたりの戦いへと戻して、言葉を続けました。

「トモエには、ヒナギクに伝えたい想おもいがある。でも、自分の想いを相手にわかってもらうにはさ、相手の想いだって受け止めなくちゃダメなんだ。ばあちゃんが言ってた」

「……」

　言わんとしていることは理解できますが、死んでしまってはどうにもなりません。

「大だい丈じょう夫ぶだって。トモエはさ、すげー強いんだぜ？　なんたって、うちで一番ばあちゃんとの付き合いが長いのは、トモエだからな」

　大丈夫の基準がレミエル様との付き合いの長さ……というのは、レミエル様を直接は知らない私には、正直ピンときません。が、アホタレがふたりの戦いに介かい入にゆうするつもりがないということは、よくわかりました。

　……仕方がありません。

　アホタレがトモエさんを信じるというのであれば、私ももう少しだけ見守ってみることにしましょう。

　あくまでも、もう少しだけ、です。

　長く持ち堪こたえられるようにはどうしても見えませんし、ユーシスが警告してくれた感応爆発リンクバーストも気になります。

　そんな私の不安を煽あおるように、今もまだ虚こ空くうに映し出され続けている殺戮妖精キリングフエアリイたちの戦いと死の映像に、感応爆発と思おぼしき場面が流れました。

　敵てきの魔ま法ほう使つかいが展開した強固な結けつ界かいに攻こう撃げきをはね返され、深ふか手でを負った二人の殺戮妖精が、泣きながら互たがいを抱だきしめ合い──爆ばく発はつしたのです。

　その爆発は地形を変えるほどに凄すさまじく、多くの命を一いつ瞬しゆんにして消し去りました。そこに敵味方の区別はありません。もし、あの爆発がこの場で起こったら、私もアホタレも確実に生きてはいられません。

「出で来き損そこないは所しよ詮せん、出来損ないだな！」

　剣けん士しではない私には視認しきれない疾はやさで双そう剣けんを乱舞させつつ、ヒナギクが声をあげました。

　戦いが始まってから、ヒナギクの手と足はただの一度も止まってはいません。絶えず足を使って目まぐるしく立ち位置を変えながら、双剣を振るい続けています。恐ろしい運動量ですが、ヒナギクは息一つ乱してはいません。

「自分が何者かも忘れて一人だけ幸せに生きてきたおまえを、私は許さない！　姉妹たちもおまえを許しはしない！　おまえはここで、姉妹たちに詫わびながら死ぬべきなんだ！」

　ヒナギクが一度半はん身しんを大きく引いてから繰くり出した渾こん身しんの刺し突とつが、防ぼう御ぎよのために顔の前に持ち上げられたナギナタを弾はじき飛ばして、トモエさんの頭を掠かすめました。

　白いヘッドドレスが切り裂さかれて宙を舞い、髪かみを束たばねていたリボンの片方も切れて、髪が肩かたにかかりました。

　危険な一いち撃げきでした。弾はじかれてしまたったとはいえ、ナギナタによる防ぼう御ぎよが間に合っていなければ、トモエさんの頭は串くし刺ざしどころか木こっ端ぱ微み塵じんになっていたかもしれません。

　トモエさんは大きくよろめきつつも、辛かろうじて立ち姿勢を保っていました。しかし、髪かみ型がたは崩くずされ、メイド服もボロボロ、挙げ句に武器を弾き飛ばされてしまっての無む手て状態……と、その姿はまさに満まん身しん創そう痍いです。

「私は、ハイドフェルト家で幸せに過ごしたこの五十年を、恥はじだとは思いません」

　トモエさんは肩かたで息をしつつも、ヒナギクを見み据すえる目にはまだまだ力が漲みなぎっていました。

「まだ言うのか」

「生き残った私たちは、幸せになっていいんです。いえ、幸せにならなくちゃいけないんです。姉妹たちのためにも……」

「おまえは！」

　ヒナギクは怒いかりに目を剝むいて、トモエさんに襲おそいかかりました。

「私たちが幸せになって、姉妹たちが報われるものか！」

　トモエさんの首めがけて繰くり出された暗黒鉄デスメタル製の双そう剣けんは、しかし、空くうだけを切り裂さきました。

「……っ!?」

　ヒナギクが驚おどろきに息を吞のんだその時、トモエさんはヒナギクの胸に片方の肩かたを押し当てていました。

　トモエさんの両手は、双剣を振り抜いたことで伸のびきっているヒナギクの腕うでに軽く添えられています。

　次の瞬しゆん間かん、ヒナギクの小さな身体からだは中空に弧こを描いて背中から床ゆかに叩たたきつけられていました。

「お見事」

　とアホタレがささやかな喝かつ采さいをトモエさんに浴びせました。

「今……なにを、した……っ！」

　仰あお向むけに倒れたままトモエさんを睨ねめ上げるヒナギクに、トモエさんは乱れた息を整えつつ答えました。

「レミエル様に教えていただいた体術ですわ」

　ヒナギクは憎にく々にくしげに奥歯を嚙かみしめると、身体を返して立ち上がり、双剣を構えました。

「東方諸島の騎き士したちが、武器を持った相手を武器を使わずに征せいするための技……と聞いています」

　一いつ瞬しゆんのことだったのではっきりと見て取れなかった部分もあるのですが、突つっ込んできた相手の勢いを利用した投げ技……のように見えました。

　私の理解が誤りでなければ、相手の勢いが強ければ強いほど、叩きつけられた際の衝しよう撃げきは大きくなるはずです。

　実際、ついさっきまで息一つ乱していなかったヒナギクが、今は肩で息をしていました。表情にも歪ゆがみが見えます。

　つまりは、効いているのです。

「出で来き損そこないが、生なま意い気きな！」

　ヒナギクがトモエさんの技の原理を理解していないはずがありませんが、思わぬ反はん撃げきに頭に血が上ってしまったのでしょう。ヒナギクは真まっ向こうから突つっ込んでいきました。

　漆しつ黒こくの双そう剣けんが唸うなりをあげ、そして、その一いち撃げきで地に伏したのは、またしてもヒナギクのほうでした。

　刺し突とつをかい潜くぐって懐ふところに入り込んだトモエさんの投げ技が、見事に決まったのです。

「があっ！」

　獣けものじみた声をあげてすぐさま起き上がったヒナギクが、低い位置からトモエさんの首筋めがけて片方の剣を突つき上げます。

　トモエさんは立ち位置を半歩分ずらしつつヒナギクの腕うでに触ふれて剣の軌き道どうを変えさせると、自分の背中側にヒナギクの腕を巻き込むようにして、三み度たび、ヒナギクを床ゆかに叩たたき落としました。

　ヒナギクは諦あきらめません。

　頭を冷やして立ち回れば、ヒナギクは十分優位に立てたでしょう。

　力でも疾はやさでも、勝まさっているのはヒナギクのほうなのです。その力関係はなにも変わっていないのです。

　トモエさんはおそらく、ヒナギクの猛もう攻こうに耐えながら、彼女の力を、疾さを、動きの癖くせを、懸けん命めいに覚えていたのでしょう。

　トモエさんがレミエル様から教わったという体術は、相手の動きを見切ることがなによりも重要な技です。剣術や体術の類たぐいには疎うとい私でも、それはわかります。

　自分より実力が上の相手の動きを見切り続けることは、容易ではありません。トモエさんだって必死なのです。

　冷静になりさえすれば、ヒナギクは簡単に逆転できるはずなのです。

　しかし、ヒナギクはがむしゃらな突っ込みを繰くり返しては、その度たびに投げ飛ばされ全身を強打していました。

「……っ……は……っ」

　ついに立ち上がれなくなったヒナギクは、トモエさんと同じ顔を苦痛に歪ゆがめて、言いました。

「五十年……無む駄だに生きてきたわけではない……ということか……」

「無駄なことなんて、なにもありません」

　言って、トモエさんは遠くを見るような目をしました。

「目め覚ざめてからの五十年で私が学んだことは、体術だけではありません。目覚めてすぐの頃の私は、なにもできず、なにも知りませんでした。自分一人で服を着ることもできなかったんですよ？　ヒナギクさんが言ったとおり、私は本当に出来損ないだったんです」

　トモエさんは苦笑して、言葉を続けます。

「でも、ハイドフェルト家の暮らしで、私はたくさんのことを学びました。言葉を覚えました。字が書けるようになりました。お掃そう除じも、お洗せん濯たくも、お料理も、お花のお手入れも、できるようになりました」

　苦笑を微笑ほほえみに変えて、トモエさんはヒナギクの傍かたわらに膝ひざをつきました。

「人とお話しすることは、とても楽しいことだと知りました。本にはいっぱいの感動が詰つまっていることを知りました。お屋や敷しきを綺き麗れいにすると、とても気持ちがいいと知りました。晴れた日のお洗濯は、思わず鼻歌を歌ってしまうと知りました。自分が作った料理を美お味いしいと言ってもらえると、とても嬉うれしいと知りました。枯かれてもまた咲く花の姿は、私に生命の強さと素晴らしさを教えてくれました」

　トモエさんは微笑みをヒナギクに向けました。

「ヒナギクさん。私たち殺戮妖精キリングフエアリイは、戦って死ぬだけじゃないんです。笑うことができるんです。痛みと恐きよう怖ふで泣くだけじゃなく、感動して涙なみだを流すことだってできるんです。知っていますか？　涙は嬉しい時にも出るんですよ？」

　ヒナギクは答えません。

「私たちは幸せになれるんです。私たちは幸せにならなくちゃいけないんです。生き残った私たちが幸せにならなかったら、殺戮妖精は……死んでいった姉妹たちは、本当にただ戦って死ぬだけの兵器ということになってしまいます」

「殺戮……妖精は……っ」

　ヒナギクは食いしばった歯の隙すき間まから声を搾しぼり出して、

「戦って、死ぬだけの……兵器……だ……っ！」

　仰あお向むけに倒れていた身体からだをひっくり返し、立ち上がりました。

　そして、何度投げられても手放していなかった双そう剣けんを構えました。

「ヒナギクさん……」

　悲しげに目を伏せて、トモエさんは立ち上がりました。

「私たちは、幸せになっていいんです」

「言うなあっ！」

　ヒナギクが双剣を振りかぶって飛びかかります。

「うわああああああああああっ！」

　雄お叫たけびとともにトモエさんの左右の首筋を狙ねらって振り下ろされた漆しつ黒こくの刃やいばは、血飛沫しぶきを上げることなく、ヒナギクの手を離れて宙を舞っていました。

　トモエさんの両手がヒナギクの左右の手首に触ふれ、捻ひねるような動きを見せたかと思うと、ヒナギクは短い悲鳴をあげて両腕うでを仰のけ反ぞらせ、双剣を手放していたのです。

　武器を失い尻しり餅もちをついたヒナギクは、トモエさんと同じ顔に絶望の色を濃こく滲にじませつつも、すぐさま起き上がってトモエさんにつかみかかりました。

　もはやそれは攻こう撃げきとも呼べない、お粗そ末まつな体当たりでしかありません。

　もう一度投げ飛ばせば、ヒナギクはもう本当に動けなくなるでしょう。

　この勝負、トモエさんの勝ちです。

　けれど、トモエさんはつかみかかってきたヒナギクを、投げ飛ばすのではなく──抱だきしめました。

　目を見開き息を吞のんだヒナギクに、トモエさんは優しく語りかけます。

「ヒナギクさん、私と一いつ緒しよにハイドフェルト家でメイドをしましょう？」

「は、離せっ！」

　ヒナギクが声を裏返らせてもがいても、トモエさんは抱ほう擁ようを解きませんでした。

「一緒にお屋や敷しき中をピカピカにお掃そう除じしましょう？　一緒にお洗せん濯たくをしましょう？　一緒に料理をしましょう？　一緒にお花を育てましょう？　ね？」

「わ、私は……」

　ヒナギクは声を震ふるわせ、瞳ひとみを潤うるませて、全身を弛し緩かんさせました。

「掃除も洗濯も、料理もできない……。やったことがないんだ……。花の育て方だって、知らない。私は、戦い以外のことは、なにも知らないんだ……できないんだ……」

「大だい丈じよう夫ぶです。出で来き損そこないの私だって、できるようになったんですから」

　トモエさんは微笑ほほえんで、その微笑みを私の隣となりのアホタレに向けました。

「レックス様。ヒナギクさんをハイドフェルト家に連れて帰っても、かまいませんか？」

　トモエさんのその言葉は、トモエさんがこの旅から離り脱だつすることを意味していました。

　ヒナギクに戦いの日々を捨てさせ、穏おだやかな日々を過ごさせるために、トモエさんは旅をやめたいと言っているのです。

　トモエさんの離脱は戦力的にも、それ以外の意味でも手痛いところではありますが、アホタレの答えはわかりきっていました。

「ああ。うちに来てくれるってんなら、歓かん迎げいするよ」

　案の定。

　ですが、仕方がありません。

　トモエさんは大切な仲間です。大切な仲間が重大な決断を下したのですから、支持するしかありません。

「ありがとうございます。レックス様、アンジュ様」

　トモエさんは、アホタレだけでなく私にも感謝の言葉をくれました。

　私は頷うなずきで応こたえようとして、気づきました。

　ヒナギクの広げられた掌てのひらから刃物が突き出ていることに。

「トモエさん──！」

　不ふ吉きつな予感に突つき動かされて叫んだ時には、もう、トモエさんはヒナギクの掌てのひらから現れた剣に腹部を貫かれていました。

　後ろによろめいたトモエさんとヒナギクの間に隙すき間まができて、もう一振りの剣が見て取れました。それは、トモエさんの胸を斜め上の角度から深く抉えぐっていました。

「トモエさんっ！」

　叫びながら、私は油断していた自分を呪のろいました。

　トモエさんには、武器を体内に収納し掌から自在に取り出す力があります。

　ヒナギクが同じ力を持っている可能性を失念し、ヒナギクが武器を失った時点でもう致ち命めい的な攻こう撃げきはないだろうと安心してしまっていたのですから、本当に迂う闊かつでした。

　トモエさんががっくりと両膝ひざをついて深く項垂うなだれます。

「ヒナギクっ！」

　杖つえを構えて呪じゆ文もんを唱となえようとした私の視界を遮さえぎるものがありました。

　アホタレの腕うでです。

「まだだ」

　と、アホタレは言いました。

「でも、このままではトモエさんが！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。トモエはあれぐらいじゃ死なない」

　断言して、アホタレは腕を下ろしました。

　遮るものがなくなって、トモエさんの姿が目に入ります。

　トモエさんは、床ゆかに両膝をついて項垂れたままではありましたが、手は自らを貫いている双そう剣けんの柄つかに掛かっていました。

　そして、トモエさんはきつく歯を食いしばると、一息に双剣を引き抜いたのです。

　人の身であれば、血が噴ふん水すいのようにほとばしっていたことでしょう。

　ですが、人ならざる身であるトモエさんの身体からだから血が噴ふき出すことはありませんでした。といっても、出血がまったくないわけではありません。メイド服には大きな血の滲にじみがしっかりとできていました。

　トモエさんが血に濡ぬれた双剣を投げ捨てて顔を上げると、ヒナギクは「ひっ」と息を吞のんで後ずさりました。

「わ、私は……」

　ヒナギクは震ふるえていました。トモエさんと、トモエさんを刺さした自分の手を交こう互ごに見て、瘧おこりのように全身を震わせていました。

「私は、もう、こんなふうにしか生きられないんだ……手遅れなんだ……」

「そんなことは、ありません」

　トモエさんは立ち上がって、にっこりと明るく微笑ほほえみました。刺されたことなどなんてことはないんだという様子でヒナギクに歩み寄り、震ふるえる彼女を再び抱だきしめました。

「ヒナギクさんは、幸せになれます。私が保証します。私を、信じてください」

「どう、して……？」

　ヒナギクは今にも泣き出しそうな声で問いかけます。

「どう、して、そんな目に遭あってまで、私を……？」

「嬉うれしいからに決まってるじゃないですか」

　トモエさんはヒナギクの頰ほおに自分の頰を寄せました。

「だって、ヒナギクさんは、この世界に残された……私のたった一人の姉妹なんですから」

　ヒナギクの後頭部に回されたトモエさんの手が、黒髪かみを愛いとおしげに撫なでます。

「ハイドフェルト家で過ごした日々は、幸せでした。レミエル様は私を家族だと仰おつしやってくださいましたし、僭せん越えつながら、私もレミエル様やハイドフェルト家の方々を家族のように思ってきました。ですが、私は、心のどこかで、自分は一人なんだと……人間ではない私には、本当の意味で家族と呼べる存在はいないのだと、そんなふうに思い続けてきました。だから、私は、ヒナギクさんに……本当の姉妹に会えて、本当に嬉しいんです」

　トモエさんはヒナギクから一歩離はなれると、両手でヒナギクの手を取りました。

「ヒナギクさん。私をヒナギクさんのお姉ねえちゃんにしてください」

「お姉……ちゃん……？」

　トモエさんは屈くつ託たくのない笑顔で頷うなずきました。

「本当は、私のほうが妹かもしれないんですけど……私、もし家族ができるのなら、妹がいいなって思ってたんです。お姉ちゃんって呼ばれてみたいって思ってたんです。……ダメですか？」

「わ、私……は……」

「ヒナギク」

　ヒナギクの手を握にぎりしめて、トモエさんは小さな顔いっぱいに笑みを咲かせました。

「お姉ちゃんと一いつ緒しよに、幸せになろ？」

　トモエさんの笑顔を見つめるヒナギクの目から、涙なみだが零こぼれました。

「いい……の……？　わ、私……」

　言葉の途と中ちゆうで、ヒナギクは一度しゃくり上げました。

「私……幸せになって、いいの……？」

　問いかけるヒナギクは、まるで打ち棄すてられた子犬のように不安な顔をしていました。




「いいわけ、ないだろ」




　ヒナギクの表情が凍こおりつきました。




「さんざん人を殺しておいて、自分は幸せになろうっていうのかい？」




　その声の主は、眦まなじりが裂さけんばかりに見開かれたヒナギクの視線の先に──トモエさんの背後にいました。

　一体いつからそこにいたのか。

　視界には入っているはずなのに、声を発せられるまで、彼がそこに──いえ、この場に現れていたことに、まったく気づきませんでした。

「た、大たい佐さ……」

「残念だよ、ヒナギク。まさか、キミがこの僕ぼくを裏切るなんてねぇ」

　石仮面に覆おおわれていない左半分の顔に酷こく薄はくな笑みを浮かべて、ヒナギクに大佐と呼ばれた少年──ソーマ＝サイフォスは、力ある言葉を静かに響ひびかせました。

「〝風魔カマイタチ〟」
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　吹き狂う風に、私は為なす術すべもなく吹っ飛ばされました。

　アホタレが自分の身をクッションにして受け止めてくれなければ、私は壁に叩たたきつけられて無事ではすまなかったでしょう。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アンジュ」

「は、はい。おかげさまで……」

　答えつつ、私はトモエさんとヒナギクの姿を求めて視線を動かしました。

　ふたりはすぐに見つかりました。

　戦い、死んでいく殺戮妖精キリングフエアリイたちの映像の下に、折り重なって倒れていました。

　下のヒナギクは目を大きく見開いていますが、上になっているトモエさんは意識があるのかないのか、全身をぐったりと弛し緩かんさせています。

　おそらく、トモエさんはヒナギクを庇かばって烈れつ風ぷう魔ま法ほうの直ちよく撃げきを受けたのでしょう。

　そして、烈風魔法を使った張本人は、トモエさんとヒナギクのすぐ傍そばに立っていました。

「ダメだよ、ヒナギク。今いま更さら、キミが幸せになんてなれるわけないじゃないか」

　ソーマ＝サイフォスは『恒久平和の実現者ピースメーカー』の証あかしである石仮面と酷こく薄はくな笑みを顔に張りつかせたまま、ヒナギクを見下ろして言葉を吐はきます。

「だって、キミは人殺しだ。それも一人や二人じゃない。本当にたくさんの人を、キミは殺してきた。死んだ人はどうやっても幸せにはなれない。決定的な不幸を振り撒まき続けてきたキミに、幸せになる権利なんてあると思っているのかい？」

　ヒナギクはただ全身を小刻みに震ふるわせて、ソーマ＝サイフォスの言葉を聞いています。

「罪にはね、取り返しのつくものとつかないものとあるんだ。殺人は、どっちかわかるよね？　そう、取り返しのつかない罪だ。死んだ人間は絶対に生き返らないんだからね。それにね、ヒナギク。殺人で不幸になるのは、殺された人だけじゃないんだ。わかるよね？　人には、たいていの場合、家族がいる。友人や恋人がいる。人を殺すってことは、その人のことを大切に思っている人たちをも不幸にすることなんだ。キミが殺してきた人たちにだって、家族や友人や恋人がいたはずだよ。キミは、キミが殺した人たちの、何倍もの数の人たちを不幸にしているんだよ」

　ソーマ＝サイフォスの言葉は止まりません。

「理解したかい？　キミは取り返しのつかない罪にまみれているんだ。キミはその事実から目を背そむけて、自分だけ幸せになろうっていうのかい？　うん？　まさか、心の底から反省すればそれで許されるなんて思ってやしないだろうね？　許されないよ。キミは決して許されない。何度でも言うよ。ヒナギク。キミは取り返しのつかない罪を重ねてきたんだ」

「ソーマ＝サイフォス！」

　たまらず、私は叫んでいました。

「彼女一人に罪をなするのはやめなさい！　彼女に人殺しをさせてきたのは、あなたでしょう!?」

「んー？」

　ソーマ＝サイフォスは首を傾け、つまらなそうな目を私に向けてきました。

「たしかに、ヒナギクに人殺しの命令をしたのは僕ぼくだけどさ、でも、それだってヒナギク自身が望んだことなんだよ？　噓うそだと思うなら、本人に訊きいてごらんよ」

　同じことをユーシスも言っていました。ヒナギクは自らの意志でソーマ＝サイフォスの部下になったのだと。

　殺戮妖精キリングフエアリイの本分を──すなわち殺さつ戮りくを行うために。

「っていうか、お姉ねえさん、生きてたんだね。手て応ごたえはあったんだけどなぁ。おっかしーなー」

　ソーマ＝サイフォスが言っているのは、先ほどの〝風魔カマイタチ〟のことではなく、国境近くでの奇き襲しゆうのことでしょう。

「ま、いいけどね。今日きようは鬱うつ陶とうしい『剣けん聖せい』もいないみたいだし。ヒナギクには裏切られちゃったけれど、僕一人でもなんとかなるよね、きっと」

　ソーマ＝サイフォスはこちらに身体からだごと向き直ると、勢いよく両腕うでを広げて、軍服の上に羽は織おったマントをめくり上げました。

「『予言者』ソーマ＝サイフォスの名にかけて、今日こそ予言を成じよう就じゆさせてもらうよ！」

　ソーマ＝サイフォスが高らかに声を響ひびかせて呪じゆ文もんの詠えい唱しように入るのと同時に、私も呪文を唱となえ始めていました。

　魔ま法ほう使つかい同士の戦いは、いかに早く魔法を完成させられるかが勝敗の鍵かぎです。

　呪文の進行速度は、まったくの五分。

　一いつ瞬しゆん、いえ、半はん瞬しゆんでも早く呪文を完成させるために、私は全神経を詠唱に集中させました。ソーマ＝サイフォスも同様のはずです。

　が、私よりもソーマ＝サイフォスよりも早く攻こう撃げき行動を完成させた人物がいました。

　アホタレです。

　文字どおり、目にも留まらない疾はやさでソーマ＝サイフォスの背後に回り込んだアホタレが、腰こしの剣けん帯たいから鞘さやごと取り外した剣を、逆さか手てに持って振り抜きます。

　その一いち撃げきは、ソーマ＝サイフォスが防ぼう御ぎよのために咄とつ嗟さに持ち上げた右腕うでを捉とらえて、彼の小さな身体からだを吹っ飛ばしました。

　左腕から壁に叩たたきつけられて目を剝むいたソーマ＝サイフォスは、大きくよろめいて、それからがっくりと片膝ひざをつきました。

「〝雷電ナルカミ〟！」

　その間に詠唱を終えていた私は、躊ちゆう躇ちよなく力ある言葉を解き放ちました。

　ソーマ＝サイフォスはもうまともには動けない。

　絶対に当たるという確信の下に繰くり出した攻撃でした。

　しかし、ソーマ＝サイフォスは目を剝むいたまま笑むように口こう角かくを吊つり上げると、軽やかに跳ちよう躍やくして、電でん撃げきをかわしてしまいました。

　驚きよう愕がくせざるを得ませんでした。

　アホタレの攻こう撃げきに、かわせはしなかったものの明確な反応を示し、体勢を崩くずしながらも私の魔ま法ほうまで易やす々やすと避さけてしまったのですから、ソーマ＝サイフォスの身体能力は魔法使いの範はん疇ちゆうを大きく超えています。

「いっててて……」

　それでも、やはりダメージはあるのか、ソーマ＝サイフォスは着地するとまたすぐに片膝ひざをつきました。

　アホタレの一いち撃げきを受けた右腕うでは骨が折れたのか、だらりと垂たれ下がっています。

「やるなぁ。でも、なんでだい？」

　ソーマ＝サイフォスはアホタレに顔を向けて問いました。

「ちゃんと抜ばつ剣けんしていれば、僕ぼくを真まっ二ぷたつにできたのに」

「そりゃあできたかもしれないけど、真っ二つになったら死んじゃうだろ」

　アホタレの答えに、ソーマ＝サイフォスは眉まゆ根ねを寄せました。

「お兄にいさんは、僕が死んだら困るのかい？」

「困るとか困らないとかの問題じゃないだろ」

「ふふっ……なるほど、お兄さんはそういう人なんだね。そっかそっか」

　ソーマ＝サイフォスは喉のどの奥で笑いました。

「ま、こっちとしてはありがたいけどね。無む駄だに腕一本切り落とされずにすんだわけだからね」

「生あい憎にくと、私は容よう赦しやするつもりはありませんよ」

　私が杖つえを構え直すと、ソーマ＝サイフォスは「怖こわい怖い」と肩かたを竦すくめて、猫ねこのように目を細めました。

「それじゃあ、僕も本気を出さなくっちゃね！」

　瞬しゆん時じに編み上げた精神の糸を〝世界の傷〟へと突つき刺さして、ソーマ＝サイフォスは呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。

　──速い……！

　私も同時に呪文を唱となえ始めていましたが、ソーマ＝サイフォスの詠唱速度は、先ほどよりも一段──いえ、数段速くなっていました。

　私の魔法は間に合いません。

　アホタレもさせじと鞘さや入いりの剣けんを振りかぶって肉にく薄はくしていましたが、ソーマ＝サイフォスの呪文は、アホタレの攻撃が届くよりも先に完成していました。

「〝風魔カマイタチ〟！」

　今まさに鞘入りの剣を振り下ろそうとしたアホタレを巻き込んで、烈れつ風ぷうが吹き荒れました。

　血飛沫しぶきとともに、肘ひじの上から切断された腕うでが、くるくると木この葉はの如ごとく宙を舞いました。

「レ──!?」

　アホタレの名前を叫ぼうとして、私は息を吞のみました。

　アホタレではなかったのです。

　腕を切断されたのは。

　アホタレは烈れつ風ぷうにはね飛ばされはしたものの、壁を蹴けって激げき突とつの衝しよう撃げきを上う手まく殺し、着地しています。

　宙を舞った腕は、烈風を巻き起こした本人──ソーマ＝サイフォスの右腕だったのです。

　ソーマ＝サイフォスは自らの魔ま法ほうで自らの右腕を切り飛ばしたのです。

　魔法が暴発したのかと思いましたが、ソーマ＝サイフォスは笑っていました。

　苦痛に顔を歪ゆがめながらも、たしかに笑っていました。

「見せて……あげるよ」

　ソーマ＝サイフォスは左手を持ち上げると、その手を出血夥おびただしい右腕の傷口へと運びました。

「母かあさんが僕ぼくにくれた力を……」

　そして、彼は、あろうことか傷口に五本の指を突つき立て、さらに深く抉えぐったのです。

「っがああああああああああああああああああああっ！」

　激痛に絶叫をあげたソーマ＝サイフォスは、首をもたげ、口の端はから涎よだれを垂たらしながら、

「〝忌ギまルわタしブきリ蠍ル〟」

　聞き覚えのない単語を口にしました。

　魔法の名前であろうことは想像がつきました。が、名前だけでは、一体どんな魔法なのか想像もつきません。

　せめて呪じゆ文もんがわかれば、未知の魔法であっても効果の想像はある程度できるのですが、ソーマ＝サイフォスが使った謎なぞの魔法には、呪文がなかったのです。

「ダメえっ！」

　不意に響ひびき渡った悲鳴が、緊きん張ちように拍はく車しやをかけました。

　悲鳴をあげたのは、ヒナギクです。彼女は意識のないトモエさんを抱かかえ起こして、立ち上がっていました。

　そして、ヒナギクに気を取られた一いつ瞬しゆんの間に、ソーマ＝サイフォスの身に異変が起こり始めていました。

　私が視線を戻した時には、もう既すでに、ソーマ＝サイフォスは少年の身体からだを失っていました。

　全身の筋肉が異様なまでに発達し、皮ひ膚ふは黒と緑を混ぜたような色に変化しています。切断された右腕も再生されていました。服は破れたのでしょう。『恒久平和の実現者ピースメーカー』の証あかしである石仮面は、脱ぬげて足元に転がっています。

　変へん貌ぼうはまだ続いていました。

　両肩かたが一ひと際きわ大きく膨ふくれ上がったかと思うと、バキバキと骨が砕くだけるような音を響ひびかせながら左右の腕うでが地面に届くほどに長さを増し、腰こしの後ろからはやはりバキバキと音をたてて、蠍さそりのそれによく似た尻尾しつぽが生はえ出てきました。

　顔は辛かろうじて人の形を残してはいるものの、さっきまで石仮面に覆おおわれていた右半分は、皮ひ膚ふが焼け爛ただれたようになっていて、頰ほおや額ひたいからは触しよく手しゆのような肉の紐ひもが無数に伸のび出て、一本一本がそれぞれ別の意識を持っているかのようにバラバラの動きをしています。目も、右目だけが腫はれたように大きさを増し、異常に血走り、その形ぎよう相そうは醜しゆう悪あくを極めていました。

「ふっ……うふっ……ふふふ……」

　化け物としか言いようのない姿に成り果てながら、ソーマ＝サイフォスの声は──声だけは、変わっていませんでした。

「腕一本分で、十分だよねぇ？」

「逃げてえっ！」

　ヒナギクは再び悲鳴をあげました。

　上官であるソーマ＝サイフォスに対してではなく、彼女は、私たちに逃げろと言っているのです。

　逃げることが許される状況なら、ヒナギクに警告されるまでもなく、私は逃げ出していたでしょう。

　それほどに、今のソーマ＝サイフォスは危険な気配をほとばしらせていました。

　ですが、今は逃げるわけにはいきません。

　意識のないトモエさんが、まともには動けないヒナギクがいるのです。

　だから、私は逃げるのではなく攻せめました。

「〝煉獄ホムラ〟！」

　人一人丸ごと吞のみ込める大きさの火球が、ソーマ＝サイフォスを捉とらえて紅ぐ蓮れんの花を咲かせます。

　直ちよく撃げきでした。

　肉の焦こげる嫌いやな臭においも漂ただよってきました。

「うふっ……痛いなぁ……ふふっ……」

　しかし、ソーマ＝サイフォスは笑っていました。

　私の炎ほのおはたしかに皮ひ膚ふを焼き、多少は肉も焼いているのですが、効いているようにはまるで見えません。

「じゃあ、今度は僕ぼくの番だねぇ？」

　ソーマ＝サイフォスの言葉の途と中ちゆうで、不意に視界が大きく動きました。

　アホタレに抱だき上げられて天てん井じよう近くにまで飛んだのだと理解するのと同時に、『揺よう籃らんの間』全体が震しん撼かんしました。

　それほどの衝しよう撃げきをもたらしたのは、床ゆかに叩たたきつけられた、ソーマ＝サイフォスの二つの拳こぶしです。

　寒気がしました。

　ソーマ＝サイフォスの拳が落ちたのは、ほんの今まで私が立っていた場所なのです。

　もし、あの拳をまともにくらったら……いえ、ほんの少しかすっただけでも、命はなかったでしょう。

「降りると同時に、仕掛ける」

　アホタレがぽつりと言って剣けんを軽く振ると、鞘さやが外れて暗黒鉄デスメタル製の漆しつ黒こくの刀身が露あらわになりました。

　表情は、凪なぎ。口く調ちようにも熱はまったくこもってはいませんでしたが、凄すさまじい闘気がアホタレの全身に漲みなぎり始めているのが、肌はだを通して伝わってきました。

　トモエさんを、そして、ヒナギクを守るために、アホタレは戦おうとしているのです。

　アホタレは足が地面に着くと、私の腰こしに回していた手を離はなして、宣言どおりにソーマ＝サイフォスへの突とつ撃げきを敢かん行こうしました。

　解き放たれた矢のように一直線にソーマ＝サイフォスとの距離を詰つめ、暗黒剣デスブリンガーを閃ひらめかせます。

　脇わき腹ばらを深く切り裂さかれ、どす黒い血飛沫しぶきを上げながらも、ソーマ＝サイフォスはよろめきもしませんでした。

　長い腕うでを鞭むちのようにしならせて、アホタレを跳とび退のかせます。

　一度距離を取ったアホタレは、だらりと両腕を垂たらして深く静かに息を吸いこむと、鋭い呼こ気きとともに強く地面を蹴けって、ソーマ＝サイフォスに再度肉にく薄はくしました。

　ソーマ＝サイフォスもじっとはしていません。アホタレと同時に地面を蹴って、自分からもアホタレとの間合いを詰めてきました。

　漆黒の刃やいばと長い腕とが交こう錯さくし、再び『揺よう籃らんの間』が衝しよう撃げきに震ふるえました。




　異い形ぎようへと姿を変えたソーマ＝サイフォスの強さは見た目どおり化け物じみていましたが、アホタレも負けてはいませんでした。

　巨きよ体たいにそぐわぬ疾はやさで動き回り、長い腕を振り回して攻せめ立ててくるソーマ＝サイフォスを、さらなる疾さで翻ほん弄ろうしつつ、いくら血と脂あぶらにまみれようとも決して切れ味の落ちることのない漆黒の刃を確実に見舞っています。

　しかし、優勢なように見えても油断はまったくできません。

　全身にアホタレの斬ざん撃げきを浴び、巨体を自らの血に染めながらも、ソーマ＝サイフォスは笑っていました。

　対するアホタレは、早くも息が上がり始めています。

　早すぎる疲労の原因は明白でした。

　アホタレは、繰くり出す斬ざん撃げきすべてに、ありったけの力を込めていました。

　渾こん身しんの一いち撃げきを絶え間なく繰り出し続けているのですから、体力の消しよう耗もうは当然、早くなります。

　そして、アホタレがそんな消耗の激しい戦いをしている原因は、ソーマ＝サイフォスにありました。

　ソーマ＝サイフォスの筋肉が異常なほどに強きよう靱じんなのです。アホタレの怪力を以もつてしても全力でなければ切り裂さけないほどに、硬かたいのです。

　体力の限界を顧かえりみずに攻せめなければ傷を与えられず、いくら傷を与えても一向に倒れてくれないのですから、優勢とは言えません。

　私も隙すきを見ては魔ま法ほうを繰り出してはいましたが、〝煉獄ホムラ〟も〝雷電ナルカミ〟も〝風魔カマイタチ〟も、かすり傷を与えることしかできませんでした。〝烈光矢ツラヌキ〟に至っては、肉を貫けないどころか刺ささりもせずに弾はじかれてしまいました。

　トモエさんとヒナギクは私の後ろにいます。トモエさんは意識のないまま、トモエさんを抱かかえているヒナギクは見開いた目に涙なみだを溜ためて震ふるえ続けています。

　ヒナギクには何度かトモエさんを連れて逃げるように言ったのですが、届きませんでした。

　ヒナギクは今、混乱しています。

　自分が信じてきた、姉妹たちと同じように戦って死ぬという生き方。同じ殺戮妖精キリングフエアリイであるトモエさんが示した、まったく別の生き方。そして、ソーマ＝サイフォスによって突つきつけられた取り返しのつかない罪。

　その三つが、頭の中でぐちゃぐちゃに絡からみ合っているのです。

　厄やつ介かいなのは、ソーマ＝サイフォスが彼女にぶつけた言葉の数々です。

　ソーマ＝サイフォスは敵てきですが、彼の言葉には一定の真理が含まれていました。

　殺人が取り返しのつかない罪であることは、事実です。そして、取り返しのつかない罪を犯した人間が幸せになっていいのか、という問いには、私も明確な答えを出せずにいます。

　私は、幸い……と言っていいのか、この手で直接人を殺した経験はありません。が、相手を殺すつもりで戦った経験は何度もありますし、マモノならば数え切れないほどに殺しています。そこに後悔はありませんが、自分に罪はないかと問われれば、胸を張って「ない」とは答えられません。

「あはは！　どうしちゃったんだい、お兄にいさん？　動きが鈍にぶくなってきちゃったよ？」

　ソーマ＝サイフォスが白々しい台詞せりふを吐はきました。

「ほらほら、もっと元気よく踊おどりなよ！」

　アホタレはソーマ＝サイフォスの攻こう撃げきをかわし続けてはいましたが、手て数かずは目に見えて減っていました。疲労がいよいよ極地に達しつつあるのです。

「そんなんじゃあ、張り合いがないよ！」

　頭上から打ち下ろされた拳こぶしをかいくぐって、アホタレは渾こん身しんの刺し突とつを繰り出します。

　が、それはソーマ＝サイフォスの歪いびつに隆起した胸板を貫くことはできず、皮ひ膚ふを切り裂さいただけで弾はじかれてしまいました。

「せっかく、痛い思いをしたってのにさぁ！」

　粘ねばっこい唾だ液えきにまみれた歯をニヤリと剝むき出しにして、ソーマ＝サイフォスが蠍さそりのそれを彷ほう彿ふつとさせる尻尾しつぽを奔はしらせました。

　先せん端たんの巨大な針に毒があるのかどうかはわかりませんが、毒があろうとなかろうと、あの巨大針をまともにくらったら、たとえアホタレでもひとたまりもありません。

　アホタレは体勢を崩くずしていたにもかかわらず、器用に身体からだを撚ひねって尻尾の一いつ閃せんをかわしました。が、間かん髪はつ入いれずに繰くり出された拳こぶしまでは避さけられませんでした。

　すくい上げるような拳に腹を突つき上げられたアホタレは、為なす術すべもなく背中から天てん井じように叩たたきつけられました。

　ソーマ＝サイフォスの攻こう撃げきは終わりません。

　アホタレが天井にぶつかると同時に跳ちよう躍やくしたソーマ＝サイフォスは、落ちてきたアホタレの胸むな座ぐらをつかんで、床ゆかめがけて投げつけたのです。

　衝しよう突とつの衝しよう撃げきに、また部屋全体が揺れました。

「レックス様！」

　アホタレは生きていました。

　意識もあります。が、相当のダメージがあるらしく、立ち上がれません。

「あれあれ、もう終わり？　この程度なら腕うで一本もいらなかったかなぁ」

　ソーマ＝サイフォスが首を回しながら言ったその言葉で、私は確信しました。

「〝忌ギまルわタしブきリ蠍ル〟」

　私が口にした単語に、ソーマ＝サイフォスの動きが止まりました。

「あなたが使った魔ま法ほう……あれは、自傷を力に変える魔法……違いますか？」

　ソーマ＝サイフォスは左右で大きさの違う目を、揃そろって細めました。

「正解。よくわかったね」

「自傷を鍵かぎとして発動し、その傷が深ければ深いほど、大きな力を得られる……」

「そのとおり。腕一本は張り込みすぎたかなって、ちょっと後悔してたところだよ」

「そして、あなたは人間ではない」

　ソーマ＝サイフォスが自らを異い形ぎように変えた魔法──〝忌まわしき蠍〟には、呪じゆ文もんがありませんでした。

　呪文なしで使える魔法となると、思いつく可能性は二つです。魔法の力を宿した道具──アクセサリーを使ったか、あるいはこの世界の魔法ではないか。

　前者の可能性もありましたが、ソーマ＝サイフォスの少年のような外見と外見年ねん齢れい不ふ相そう応おうの実力を踏ふまえれば、後者の可能性が高くなります。

「あなたは、魔ま人じんですね？」

　魔ま界かいの人間である魔人は、呪じゆ文もんなしに独自性の強い魔ま法ほうを操あやつります。寿じゆ命みようも長く、ロンブローゾもアイネイアもノェルも──私がこれまで出会った魔人は皆、百歳さいを超えていながら若々しい容姿を保っていました。

「うーん……半分正解、半分不正解かな」

　長い腕うでを組んで、ソーマ＝サイフォスは曖あい昧まいな答えを返してきました。

「半分？」

「そう。半分」

　ということは、つまり。

「僕ぼくはね、魔人と人間の混血児なんだ」

「……っ」

　ソーマ＝サイフォスの足元に倒れていたアホタレが、歯を食いしばって立ち上がりました。

「お？　まだ立てるんだ。よかったね、お姉ねえさん。時間稼かせぎ成功だよ」

　見み透すかされていました。

　が、とりあえず、アホタレが立ち上がれる程度に回復する時間は稼げました。

「ま、立ち上がったところでどうにもならないけどね」

　ソーマ＝サイフォスの言うとおり、アホタレが立ち上がったといっても、アホタレの剣けんでも私の魔法でも決定打を与えられないとなれば、私たちに勝ち目はありません。

　一つだけ──。

　一つだけ、この不利な状況を覆くつがえせるかもしれない手段を、私は持っていました。

　けれど──。

「使うなよ」

　アホタレは私の目を見たわけでも、私が左手を握にぎりしめたのを見たわけでもないのに、私がしようとしていることに気づいてしまいました。

「あれだけは、絶対に使うなよ」

「うん？　なんの話だい？」

　ソーマ＝サイフォスが巨体を屈かがめてアホタレの顔を覗のぞき込みました。

「ひょっとして、まだ奥の手を残していたりするのかな？　怖こわいなぁ」

　肉の紐ひもが蠢うごめく顔に笑みを浮かべたソーマ＝サイフォスは、直後、その笑みを凍こおりつかせました。

　アホタレの暗黒剣デスブリンガーが、一切の予備動作なく、ソーマ＝サイフォスの首筋があった場所を奔はしり抜けたのです。

「危ないなぁ。今のはちょっとヒヤッとしたよ」

　口く調ちようは飄ひよう々ひようとしていましたが、ソーマ＝サイフォスの表情は強こわ張ばっていました。

　当たっていたとしても、致ち命めい傷しようにはならなかったでしょう。

　それでも、今のアホタレの一いち撃げきには、ソーマ＝サイフォスに死を感じさせるほどの冷たい迫力があったのです。

「お兄にいさん……ひょっとして、後ろのお姉ねえさんが奥の手を使うのを嫌いやがってる？」

　アホタレは答えません。

「嫌がってるっていうか、怖こわがってるのかな？」

　喉のどの奥で笑って、ソーマ＝サイフォスは長い腕うでと尻尾しつぽを揺ゆり動かしました。

「ま、どっちだっていいけどね！」

　ソーマ＝サイフォスがカッと双そう眸ぼうを見開くのと同時にアホタレが動きました。

　異い形ぎようの腕うでと漆しつ黒こくの刃やいばとが交こう錯さくし、弾はじき飛ばされたアホタレが後方の壁に叩たたきつけられました。

「お姉さんも、もう死んじゃいなよ！」

　返す刀ならぬ返す拳こぶしを、ソーマ＝サイフォスは私にも振り下ろしてきました。

　それは私の立っていた場所からわずかにずれた所に落ちて、直接当たったわけではないにもかかわらず、私は吹っ飛ばされました。

　吹っ飛ばされる直前、私は打ち下ろされるソーマ＝サイフォスの岩のような拳にアホタレの暗黒剣デスブリンガーが衝しよう突とつする光景を目もく撃げきしていました。

　アホタレが苦しみながらも投げ放った剣けんが、ソーマ＝サイフォスの拳を捉とらえて、わずかながらに拳けん撃げきの軌き道どうをずらしたのです。

　吹っ飛ばされた私は、アホタレと同じように壁に叩きつけられて、倒れました。

　内臓が全部ひっくり返ったかと思うような衝しよう撃げきでした。……すぐには、立てそうにありません。

「しぶといなぁ。ん？　いいこと思いついたぞ」

　ソーマ＝サイフォスは節ふしくれ立った長い指をパチンと鳴らすと、

「ヒナギク！」

　ヒナギクに声を飛ばしました。

「キミにチャンスをあげるよ！　三人に、キミがとどめを刺さすんだ。それができたら、また僕ぼくの部下にしてあげる」

　ヒナギクは「あ……あ……」と震ふるえた声を出して、後ずさります。

「迷うことはないだろう？　初心に返ればいいんだ。キミは兵器だ。見てごらん？　キミの姉妹たちの姿を」

　ソーマ＝サイフォスが、虚こ空くうに映し出された殺戮妖精キリングフエアリイたちの戦いと死の光景を指差しました。

「キミは彼女たちと同じだ。戦って、殺して、死ぬだけの存在なんだ。その事実は決して変わらない。揺らがない。わかっているよね？　だって、キミは一度はその事実を受け入れたんだから。迷うことはないんだ。戻っておいで、ヒナギク」

　ヒナギクはソーマ＝サイフォスが指差した先を──姉妹たちが殺し、殺されていく光景を見つめて、息を詰つまらせました。

「何度でも言うよ。キミは罪人だ。キミは幸せにはなれない。キミに許されているのは、この先も戦って戦って、殺して殺して、兵器としての存在理由を全まつとうすることだけだ。キミが救いを得るには、それしかないんだ。さあ、ヒナギク。また僕ぼくと一いつ緒しよに人間を殺そう」

「いい加減にしなさい……っ！」

　声を出そうとお腹なかに力を入れるとそれだけで身体からだ中がズキンと痛みましたが、私はこらえて声を張りました。

「さんざん人を殺してきたのは、あなただって同じでしょう!?　彼女が罪人だと言うのなら、あなただって罪人です。そのあなたが……っ」

「いいんだよ、僕は」

　途と中ちゆうでむせて最後まで言えなかった私に、ソーマ＝サイフォスはつまらなそうに言葉を返してきました。

「だって、僕は人間の命なんてなんとも思っちゃいないんだから。人間の命なんてものは、ゴミと一緒だ。汚きたなくて、臭くさくて、いっそ全部焼き払はらってしまえればどんなにかすっきりするだろうね。だからね、僕にとって人殺しは罪でもなんでもないんだよ。ゴミを燃やしたって、罪にはならないだろ？」

「なんてことを……！」

「しょうがないじゃないか。人間は、僕と母かあさんにあんなにも非ひ道どい仕打ちをしたんだから」

　ソーマ＝サイフォスは左目を歪ゆがめ、右目だけを張り裂さけんばかりに見開きました。

「ソーマ＝サイフォス……あなたは……」

　魔ま人じんはこちらの世界では異い端たんの存在です。迫はく害がいの対象になることも珍めずらしくはありません。むしろ、ならないことのほうが稀まれでしょう。

　魔人と人間の混血児も然しかり。

　ソーマ＝サイフォスが人間をゴミのように忌いみ嫌きらう原因が、人間からの迫害に起因しているのだとしたら、それは、私たち人間にとっては反省が求められることかもしれません。

　人間と魔人の対立は昨日きのう今日きよう始まったことではありません。両者の間には血の歴史があります。人間が魔人を怖おそれ、嫌うのは当然のこととも言えますから、問題はそう簡単ではありません。もちろん、ソーマ＝サイフォスを許すわけにもいきません。

「さあ、ヒナギク！　早く三人を殺すんだ！」

　ソーマ＝サイフォスはぎりぎりと歯を嚙かみ鳴らすと、それで気を取り直したのか、改めてヒナギクに呼びかけました。

「人殺しは、悔くいれば罪になる。けれど、誇ほこれば美徳になるんだ。キミはそうして生きてきたはずだよ？　なにも難しいことはない」

「た、大たい佐さ……わ、私……」

　異い形ぎようと化した上官に向き直ったヒナギクは、涙なみだを流して、答えを返しました。

　願いを、口にしました。

「私……幸せになりたい……です……」

「ヒナ……ギク……」

　ヒナギクの腕うでの中で、声がしました。

　トモエさんです。

　苦しげに顔を上げたトモエさんは、涙に濡ぬれたヒナギクの頰ほおに触ふれて、微笑ほほえみました。

　ヒナギクは泣きながら震ふるえながら、それでもトモエさんに笑顔を返しました。

　ソーマ＝サイフォスに発見されて目め覚ざめてから今日きようまで、戦い続けてきた──戦うことしか知らなかったヒナギクは、きっと、まともに笑ったこともなかったのでしょう。

　笑い慣れていないヒナギクの笑顔はどうしようもなくぎこちなくて、涙と相俟あいまって痛ましく見えるほどでしたが、それでもたしかに、ヒナギクは自分の意志でトモエさんに笑顔で応こたえたのです。

「ふーん……それが、キミの答えなんだね」

　さっきとは逆に右目を細め左目を見開いて、ソーマ＝サイフォスは言いました。

「残念だよ、ヒナギク。優秀な部下を失うことになって、僕ぼくはとても残念だ」

　精神の糸が〝世界の傷〟を貫いたのがわかりました。

　いけない、と思った時には、ソーマ＝サイフォスは呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っていました。

　私も這はいつくばった姿勢のまま呪文を唱となえ始めましたが、間に合いません。

　──ふたりとも、逃げて！

　私が心の中で叫んだ刹せつ那な、倒れたまま動いていなかったアホタレが、不意に地面を蹴けって暗黒剣デスブリンガーを拾ひろい上げ、そのままの勢いでソーマ＝サイフォスに肉にく薄はくして、漆しつ黒こくの刃やいばを奔はしらせました。

　動かず、喋しやべらず、体力の回復に努めていたのでしょう。

　アホタレの斬ざん撃げきには力強さが甦よみがえっていました。

　しかし、ソーマ＝サイフォスの首を狙ねらっていたはずのその一いち撃げきは、ソーマ＝サイフォスが身を撚ひねったことで肥大した肩かたに当たってしまいました。

　傷が骨にまで達したのでしょう。ソーマ＝サイフォスの顔が痛みに歪ゆがみました。──が、それだけです。

　アホタレは二撃目を繰くり出す間もなく、ソーマ＝サイフォスに腕をつかまれ、床ゆかに叩たたきつけられてしまいました。

　アホタレの強きよう襲しゆうを凌しのいだソーマ＝サイフォスは、悠ゆう然ぜんと力ある言葉を口にしました。

「〝烈光矢ツラヌキ〟」

　星を撒まいたように虚こ空くうに現れた無数の光点が、爆はぜたように輝いて疾しつ走そうを始め──ヒナギクを貫きました。

　四し肢しだけではなく、胸に、腹に、首までをも光の矢に貫かれたヒナギクは、踊おどるように全身を仰のけ反ぞらせて倒れました。

「ヒナギク！」

　悲痛な声を響ひびかせたのは、トモエさんです。

　トモエさんは、ヒナギクからいくらか離はなれた場所に倒れていました。

　ソーマ＝サイフォスの〝烈光矢ツラヌキ〟は明らかにトモエさんをも標的にしていましたが、トモエさんはヒナギクに突つき飛ばされて難なんを逃のがれていたのです。

　ヒナギクは、残された最後の力でトモエさんを助けたのです。

「ヒナギク……っ！」

　傷つき、立つこともままならないトモエさんは、這はってヒナギクに近づいていきます。

　ヒナギクは、ぴくりとも動きません。

　殺戮妖精キリングフエアリイが、普通の人間なら即死してしまうような怪け我がにも耐えられることは、トモエさんが証明しています。

　ですが、ヒナギクはただでさえトモエさんとの戦いでまともには動けないほどのダメージを受けていたのです。その上さらに身体からだ中を貫かれて、生きていられるはずがありません。

　私はアホタレを見ました。

　ソーマ＝サイフォスの足元に仰あお向むけに倒れているアホタレは、空色の目をいっぱいに見開いてヒナギクを見ていました。

　守れなかった。

　また、守ってやれなかった。

　私にはアホタレの心の声がはっきりと聞こえました。

　以前、私はアホタレに言いました。

　国のためでも世界のためでもなく、あなたはあなたの目に映る、あなたが守りたい人のために戦ってください、と。

　そして、私はアホタレと約束をしました。

　アホタレが守りたいと思った人をちゃんと守りきれるように力を貸す、と。

　それは、アホタレに対する誓ちかいであるのと同時に、私がこの旅で見つけた、私自身の願いなのです。

　アホタレに、彼が守りたいと思った人たちを守り抜いてほしい。

　アホタレが自分を責めずにすむように。

　そのためなら、私は自分自身のすべてを賭としてもかまわない──。

　アホタレは、トモエさんだけでなくヒナギクのことも守りたいと思っていたはずです。

　けれど、ヒナギクは死んでしまった。

　アホタレは、守りたい人を守りきれなかった……。

「……げほっ」

　ヒナギクが咳せき込んで身体からだを震ふるわせたのは、私が胸の奥底から込み上げてきた激情に歯を食いしばったその時でした。

「ヒナギク！　ヒナギク……っ！」

　ようやくヒナギクの傍かたわらにたどり着いたトモエさんが、名前を呼びながらヒナギクの上体を抱かかえ起こしました。

　ヒナギクはうっすらと目を開けていました。血に汚よごれた顔に、弱々しい笑みを浮かべていました。

　生きています。

　ヒナギクは、まだ生きています。

「あれ？　まだ生きてるんだ。しぶといなぁ」

　面めん倒どうくさそうな声を出したソーマ＝サイフォスめがけ、私は呪じゆ文もんを唱となえ終えていた魔ま法ほうを繰くり出しました。

「〝煉獄ホムラ〟！」

　火球がソーマ＝サイフォスの顔面を直ちよく撃げきして、爆はぜました。

　油断しきっていたソーマ＝サイフォスは、「っあ……っ！」、濁にごった悲鳴をあげて巨体をよろめかせました。

　たいして効いていないことはわかりきっていますが、かまいません。

　私は力の入らない足に無理やり力を込めて、立ち上がりました。

　そして、左手を──左手の薬指に嵌はめられたフェニックス・リングを顔の前へと運びました。

　上質な紅玉ルビーのように美しい赤い石の中に、揺ゆらめく炎ほのおが見えました。

　天空観測所の所長──ハイネ氏の忠告は忘れていません。

　私が今からやろうとしている手段は、失敗すれば命のない──成功したとしても命を削けずる荒技です。

　危険は重じゆう々じゆう承知しています。

　ですが、トモエさんとヒナギクを守るには──アホタレの心を守るためには、もうこの方法しかないのです。

　迷いは、ありません。

「やめろ、アンジュ！」

　アホタレが仰あお向むけになっていた身体からだを返して、緊きん迫ぱくした声をあげました。

「その魔ま法ほうはもう使うなって、あいつだって言ってただろ！」

「やめません！」

　私は二本編んだ精神の糸の一本を〝世界の傷〟へと伸のばし、もう一本をフェニックス・リングに絡からみつかせつつ叫び返しました。

「私はあなたに言いました！　私は、あなたが守りたい人たちをちゃんと守りきれるように、そのためにいるんですって！　ここでトモエさんとヒナギクを守れなかったら、私は噓うそつきになってしまいます！」

「だからって、アンジュが死んじまったら、なんにもなんないだろ!?」

「私は、死にません」

　夢の中に現れた、小さなアホタレの泣き顔が脳裏をよぎりました。

　私がアホタレと交わした約束は、一つじゃありません。

　私は決していなくならないと、最後まで一いつ緒しよにいると、そう約束したのです。

「私は、この旅が終わるその時まで、あなたと共にあり続けます。だからどうか、私を信じてください」

「アンジュ……」

「私を……あなたの魔ま法ほう使つかいを、信じてください」

　アホタレはうつむいて左右の拳こぶしを音が聞こえてきそうなほどにきつく握にぎりしめると、顔を上げ、空色の瞳ひとみにまっすぐに私を映して、頷うなずいてくれました。

　信じて、くれました。

　──ありがとう、ございます。

　感謝の言葉の代わりに頷きを返して、私は呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。

「あーもう、熱いなぁ！」

　苛いら立だった声をあげて顔を覆おおう炎ほのおを振り消したソーマ＝サイフォスが、私を見ました。

「うん？　妙みような呪文を唱となえてるね。それが奥の手かい？」

　詠唱の完了までは、もう少しかかります。

　今攻こう撃げきされたらひとたまりもありませんが、私の心に恐おそれはありませんでした。

　アホタレが、ソーマ＝サイフォスの前に立ちはだかっていたからです。

　アホタレは剣けんを手にしてはいません。アホタレの暗黒剣デスブリンガーは、ソーマ＝サイフォスの肩かたに食い込んだままです。

　無む手てであるにもかかわらず、アホタレの気配は落ち着き払はらっていました。

「ホンっトにしぶといなー。いい加減に潰つぶれちゃいなよ！」

　振り下ろされたソーマ＝サイフォスの長い腕うでを紙かみ一ひと重えでかわしたアホタレは、淀よどみなく流れる水のような動きで巨体の懐ふところに入り込むと、今し方避さけた長い腕に両手を添そえて、身を撚ひねりました。

　次の瞬しゆん間かん、ソーマ＝サイフォスの巨きよ体たいはふわりと宙を舞い、そのまま後頭部から金属製の硬かたい床ゆかに叩たたきつけられました。

　──お見事！

　私は呪じゆ文もんの詠えい唱しようを続けながら、心の中でアホタレに喝かつ采さいを送りました。

　アホタレが今見せたのは、トモエさんがヒナギクを倒したのと同じ東方の体術です。

　レミエル様がトモエさんに教えたというその技を、アホタレも身につけていたのです。

　アホタレの攻こう撃げきは、それで終わりではありませんでした。

　ソーマ＝サイフォスの長い腕うでを今度は鷲わし摑づかみにすると、歯を食いしばり、全身に闘気を漲みなぎらせて力任せに投げ飛ばしたのです。

　床ゆかに叩たたきつけられたばかりの後頭部を、今度は壁に叩きつけられて、ソーマ＝サイフォスはぐったりと全身を弛し緩かんさせました。

　もちろん、倒せたわけではありません。

　あれだけ斬ざん撃げきを浴びながらもビクともしなかった相手です。すぐにでも起き上がってくるでしょう。

　がっくりと片膝ひざをついたアホタレが、片手を上げ、親指を立ててみせました。

　あとは、頼む。

　アホタレのそんな声が聞こえた気がしました。

　私は頷うなずいて、杖つえを握にぎりしめました。

　呪文の詠唱は完了しています。

「〝完全燃焼アラミタマ〟！」

　力ある言葉を解き放つと、魔ま界かいより導かれた炎ほのおが私の中で激しく燃え上がりました。

　フェニックス・リングの力を借りてようやく完成した私の独自オリジナルの魔ま法ほうである〝完全燃焼〟は、使用者自身の命を燃焼させることによって魔ま力りよくを爆ばく発はつ的に高める魔法です。

　命を燃やされる苦痛は生なま半はん可かではなく、耐えきれなければ命はありません。

「……っ……ぐっ！」

　歯を食いしばって、込み上げてきた悲鳴を抑おさえ込みます。

〝完全燃焼〟を使うのは、これが二度目です。

　体内で炎が荒れ狂うこの壮絶な苦痛に、私は既すでに一度耐えたことがあるのです。

　その事実は、私に自信と確信を与えてくれました。

　私は、この苦痛に耐えられるのです。

　私の身体からだの内側から噴ふき出した熱に、室内の空気が煮えていくのがわかりました。

　熱とは力の源であると同時に、力そのものでもあります。

「──────────っ！」

　命を燃やすことによって生じた熱を魔力に変えて、私は声にならない雄お叫たけびをあげました。

　そして、編み上げた精神の糸を〝世界の傷〟へと突つき刺さし、呪文を唱となえます。

　詠唱の最さ中なか、対面の壁にぐったりと背中をもたれていたソーマ＝サイフォスがおもむろに顔を上げ、私を見て表情を強こわ張ばらせました。

「なにを……している……っ!?」

　立ち上がり、歪いびつに盛り上がった全身の筋肉に力を漲みなぎらせます。

　が、その時にはもう、私の詠えい唱しようは完了していました。

「〝煉獄ホムラ〟・剛ごう！」

　片膝ひざをついたままのアホタレとソーマ＝サイフォスの間に、子供の拳こぶしほどの大きさの火球が生まれました。

　それはぐるぐると縦じゆう横おうに回転しながら膨ぼう張ちようし、熱量とともに光量をも増しながらソーマ＝サイフォスへと迫っていきます。

　そして、真昼の太陽さながらの強い輝きを放つまで育ったそれは、ソーマ＝サイフォスの巨きよ体たいを丸吞のみにして、さらに直進を続けました。

　床ゆかを、壁を、天てん井じようの一部をも溶かして『揺よう籃らんの間』に大きな風穴を開けた火球は、一ひと際きわ大きく逆さか巻まくと、大量の火の粉こをほとばしらせながら地上へと落ちていきました。

　吹雪ふぶきのように舞う火の粉の向こうには、青い空が見えました。

　吹き込んできた風に激しく髪かみが乱れ、マントがうるさいぐらいに靡なびいています。

　外気のおかげで灼しやく熱ねつしていた室内の空気も冷めていっているはずですが、〝完全燃焼アラミタマ〟をまだ解いていない私は、今も灼熱に苛さいなまれ続けています。

「やった……のか……？」

　よろめきながらもなんとか立ち上がったアホタレが、私のほうを振り返って訊きいてきました。

「手て応ごたえ……は、ありま……っ、した……」

　苦痛のおかげで、息も絶え絶え、呻うめき交じりでしか喋しやべることができません。

「で、も……」

　バサバサと大きな鳥が羽ばたくような音がして、私は言葉の続きを吞のみ込むことになりました。

　ソーマ＝サイフォスです。

　背中から羽を生はやしたソーマ＝サイフォスが、『揺籃の間』へと、文字どおり舞い戻ってきたのです。

「まったく、死ぬかと思ったよ……」

　剛の〝煉獄〟に吞み込まれてもなお、ソーマ＝サイフォスは生きていました。

「なんなんだい、今のは？　人間の魔ま力りよくじゃありえない威い力りよくだったよ……」

　生きていたといっても、無傷ではありません。

　両腕うでと左脚あしは失われ、残った右脚も半ば炭化しているように見えます。分厚い胸は今にも肉が崩くずれ落ちそうなほどにこっぴどく焼け爛ただれ、黒焦こげの顔は、もはや表情を見て取ることはできません。

　無事なのは先せん端たんに巨大な針を持つ長い尻尾しつぽと、〝煉獄〟をくらった後に生やしたと思われる羽ぐらいなものです。

　不ふ吉きつな予感が的中してしまいました。

　私が〝完全燃焼アラミタマ〟を解いていなかったのは、たしかな手て応ごたえを感じながらも、こうなる予感がしていたからです。

「認識を改めなくっちゃいけないみたいだねぇ」

　言って、ソーマ＝サイフォスは咳せき込み、血を吐はきました。

　一いち撃げきでは倒せなかったとはいえ、剛ごうの〝煉獄ホムラ〟は確実にソーマ＝サイフォスを追い詰つめていました。

　もう一撃、剛魔ま法ほうをくらわせてやれば、倒せます。

「お姉ねえさんたちは、強い。腕うで一本じゃ足りなかった。しょうがないから、全部あげるよ。──〝忌ギまルわタしブきリ蠍ル〟」

　再び剛魔法を繰くり出すべく呪じゆ文もんの詠えい唱しように入ろうとしていた私は、ソーマ＝サイフォスが次に取った行動に息を吞のまされました。

　蠍さそりのそれに似た長い尻尾しつぽを視認しきれない疾はやさで動かし、先せん端たんの巨きよ大だいな針で自らを切り刻んだのです。

　血と肉片を全身から飛び散らせて、ソーマ＝サイフォスは絶叫をほとばしらせました。

　怯ひるまずに呪文を唱となえ続けていれば、あるいは間に合ったかもしれません。

　けれど、私は圧倒されてしまったのです。ソーマ＝サイフォスが、原型を留めないほどに自らを徹底的に破は壊かいする──狂った光景に。

「アンジュ！」

　アホタレの緊きん迫ぱくした叫びに突つき動かされて、私は詠唱を再開しました。──が、その時には既すでに、ソーマ＝サイフォスの変へん貌ぼうは始まっていました。

　飛び散った血と肉片が一いつ箇か所しよに寄り集まって溶とけ合い、盛り上がって、人の形を成していきます。

　呪文は、間に合いません。

　私が呪文を唱え終えるよりも先に変貌を終えたソーマ＝サイフォスは、両腕うでを広げ、心地良さげに首をもたげました。

　自傷によって力を得るソーマ＝サイフォスは、自らを切り刻み破壊し尽つくしたことで、さらなる力を得たはずです。

　当然、その姿もさらに禍まが々まがしさを増すものかと思いきや、逆でした。

　緑がかった黒色だった皮ひ膚ふは上質な白金プラチナの如ごとき鮮あざやかな銀色へと変わり、異様な発達を見せていた筋肉は細く引き締まり、むしろ美しくさえ見えるほどでした。

　片側一枚だけになった背中の羽は処女雪のように白く、ある種の神性さえ醸かもし出しています。

　腫はれ上がったような右目と蠍のそれに似た尻尾だけはそのままで、美しくも神こう々ごうしくも見えるソーマ＝サイフォスの新たな肉体の中にあって、先程までと変わらぬ禍まが々まがしさを放っていました。

　むしろ、他の部位が美しく神こう々ごうしく変わった分、より禍々しさが際立っています。

　一見すると弱くなったようにも見えますが、ソーマ＝サイフォスの力の性質を考えれば、それはありえません。

　だから、私はソーマ＝サイフォスが動く前に──呪じゆ文もんの詠えい唱しようが終わるとすぐに、力ある言葉をソーマ＝サイフォスめがけ叩たたきつけていました。。

「〝雷電ナルカミ〟・剛ごう！」

　突つき出した杖つえの先の空間からほとばしった青い光が、ソーマ＝サイフォスの銀色の肢し体たいに絡からみついて炸さく裂れつしました。

　閃せん光こうに目を焼かれないよう、腕うでで顔を覆おおっているためにソーマ＝サイフォスの様子をすぐには見て取ることができません。

　私は、しかし、間かん髪はつ入いれずに次の魔ま法ほうの準備に入りました。

　ソーマ＝サイフォスは強くなっているはずなのです。

　剛魔法の直ちよく撃げきを以もつてしても、一いち撃げきでは倒せないでしょう。

　それに、これまでの戦いで、ソーマ＝サイフォスの〝忌ギまルわタしブきリ蠍ル〟には、変へん貌ぼうの際に怪け我がが治る特性があることがわかりました。

　いくら深ふか手でを負わせても、〝忌まわしき蠍〟を使われたら回復されてしまうのですから、厄やつ介かいにもほどがあります。

　つまり、ソーマ＝サイフォスを倒すには、一撃で仕留めるか、さもなくば怒ど濤とうの攻せめで〝忌まわしき蠍〟を使う間を与えずに倒すしか術すべはないのです。

　そして、剛魔法でも一撃では倒せないとなると、あとはもうたたみかけるしかありません。

　けれど──。

　閃光の余よ韻いんが薄うすれて、顔を覆っていた腕を下ろした私は、自分の認識の甘あまさを思い知らされることになりました。

　腕組みして笑んでいるソーマ＝サイフォスには──その銀色の肢し体たいには、傷一つついてはいません。

　剛魔法が……。

　あのアイネイアにすら通用した剛魔法が、ソーマ＝サイフォスには、まったく効いていないのです。

「そん……な……」

　驚おどろきと絶望のあまり、私は呪文を最後まで唱となえることができませんでした。

　一撃では倒せなくても、剛魔法なら今のソーマ＝サイフォスにも効くと思っていました。自信がありました。

　それなのに。

「ああ、そんなに落ち込まなくていいよ、お姉ねえさん。お姉さんの魔ま力りよくは本当に凄すごいよ。おかげで、こっちは力のほとんどを防ぼう御ぎよ力りよくに回すはめになったからね」

　ソーマ＝サイフォスは組んでいた腕うでを解いて、首を左右に一度ずつ傾けました。

「あれだけこっぴどく自分を切り刻んだってのに、攻こう撃げき力はむしろ落ちちゃったぐらいだよ。ま、それでも今のお姉さんたちを殺すには十分だけどね」

　私は奥歯を嚙かみしめて、ソーマ＝サイフォスを睨にらみました。

　危うく絶望に負けて〝完全燃焼アラミタマ〟を解いてしまうところでした。

　剛ごう魔ま法ほうも効かないとなれば、私にはもう本当に打つ手がありません。

　だからといって、絶望に打ち拉ひしがれて殺されるのは絶対に嫌いやです。

　死ぬなら死ぬで、せめて敵てきを精一杯睨みつけながら死んでやります。

「逃げろ」

　私の隣となりにまで下がっていたアホタレが、一歩前に出て言いました。

「あいつはオレが食い止める。アンジュはトモエとヒナギクを連れて──」

「嫌、です」

　私はアホタレの言葉を遮さえぎって言いました。

「私は、あなたを置いていくのも置いていかれるのも、嫌です」

「アンジュ……」

　顔を半分だけ振り向かせたアホタレは、私が杖つえを握にぎり直すのを見て、口くち許もとに小さな笑みを浮かべました。

「そっか。なら、最後まであがいてみるか」

「もちろんです」

　頷うなずいて前に向き直ったアホタレは、右の拳こぶしを左の掌てのひらにバシッと打ちつけて、全身に闘気を漲みなぎらせました。

　ソーマ＝サイフォスの肩かたに食い込んでいたアホタレの暗黒剣デスブリンガーは、どこにも見当たりません。おそらく、ソーマーサイフォスに剛の〝煉獄ホムラ〟をくらわせた際に建物の外に落ちていってしまったのでしょう。

　が、仮にアホタレが暗黒剣を手にしていたとしても、剛魔法ですらビクともしない今のソーマ＝サイフォスには通用しないでしょう。

「駄だ目めです！」

　後ろで叫び声があがりました。トモエさんです。

「レックス様もアンジュ様も、逃げてください！」

「トモエさん」

　私は振り向いて言いました。

「レックス様は、トモエさんとヒナギクを守ると心に決めています。レックス様がトモエさんたちを置いて逃げ出すことは、ありません。レックス様が逃げ出さない限り、私が逃げ出すこともありません」

「アンジュ様……」

　トモエさんとヒナギクにこそ逃げてもらいたいところではありますが、二人とも動ける状態ではありません。

　あるいはトモエさん一人なら、アホタレと私が盾たてになって時間稼かせぎをすれば、逃げ切ることもできるかもしれません。

　しかし、トモエさんがヒナギクを──たった一人の妹を残して逃げることは、絶対にないでしょう。

「私も、戦います」

　トモエさんは黒く大きな瞳ひとみに決意を漲みなぎらせて言うと、胸に抱だいていたヒナギクをそっと床ゆかに横たえようとして、その動きを止めました。

　ヒナギクの手が、トモエさんの腕うでをつかんだのです。

「お……ね……ちゃん……」

　ヒナギクが弱々しい声で言ったその言葉に、トモエさんは目をいっぱいに見開きました。

「お……ねえ、ちゃん……」

　お姉ねえちゃん。

　ヒナギクはたしかにそう言いました。

　トモエさんを、お姉ちゃんと呼んだのです。

「お、ねえちゃん……わたし、と、いっしょ、に……」

　トモエさんの腕をつかむヒナギクの手に、力が込められたのがわかりました。

「いっしょ、に……」

　その時、視界の隅すみでなにかが白く光りました。

　目線を動かした私は、そこに、白い光に包まれて抱き合う二人の殺戮妖精キリングフエアリイの姿を見ました。

　旧世界での殺戮妖精たちの戦いと死を捉とらえた映像です。

　光に包まれて抱き合う二人は、どちらも深く傷ついていました。普通の人間ならとっくに死んでいるほどに傷んだ身体からだで抱き合いながら、二人は笑っていました。泣きながら、笑っていました。

　身を包む光の中で、二人は徐じよ々じよに輪りん郭かくを失っていきました。

　やがて、完全に輪郭を失い光そのものとなった二人は、融とけ合い、一つの光となって、その中に新たな輪郭を生み出しました。

　少女です。

　二人の殺戮妖精は、抱き合い、融け合い、一人となって再び降り注ぐ魔ま法ほうの雨の中へと身を躍おどらせたのです。

　これは……。

　この光景は……。

「お、ねえちゃん……わた、しと、いっしょ……に……」

　私は目線をヒナギクに戻しました。

　ヒナギクは笑っていました。泣きながら、笑っていました。

　それは、今見た映像の殺戮妖精キリングフエアリーたちと同じ表情で……。

「ヒナギク……」

　いっぱいに見開かれたトモエさんの目から、涙なみだが零こぼれてヒナギクの手の上に落ちました。

「いいの……？」

　ヒナギクが頷うなずくと、トモエさんは涙に濡ぬれたヒナギクの手に手を重ねて、泣き顔に笑みをたたえました。

　ヒナギクは静かに目を閉じ、トモエさんはそんなヒナギクに頰ほおを寄せ──そして、二人はやわらかな白い光に包み込まれたのです。
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　トモエさんとヒナギクがなにをしようとしているのか。彼女たちの身になにが起きているのか。

　答えは、先程の映像にありました。

「させないよ！」

　ソーマ＝サイフォスの声が半はん壊かいした『揺よう籃らんの間』に響ひびき渡りました。

「融ゆう合ごうなんて、させるものか！」

　彼もまた、トモエさんとヒナギクがなにをしようとしているのかを理解しているのです。

「殺戮天使キリングエンジエルなんて、まっぴらご免だよ！」

　トモエさんとヒナギクめがけ飛びかかろうとするソーマ＝サイフォスの前に、立ちはだかる人影がありました。

　アホタレです。

「邪じや魔まだよ！」

　アホタレはソーマ＝サイフォスが打ち下ろしてきた拳こぶしを腋わきに抱かかえ込むようにして受け止めると、

「おおおおおっ！」

　雄お叫たけびをあげて、剛ごうの〝煉獄ホムラ〟によって空あいた大穴からソーマ＝サイフォスを建物の外へと放り投げました。

「レックス様！」

　私は叫んでがっくりと片膝ひざをついたアホタレに駆かけ寄りました。

「だい、じょう、ぶ……」

　言って笑みを浮かべたアホタレは、とても大だい丈じよう夫ぶには見えませんでした。

　脇わき腹ばらを押さえているのですが、その手が真まっ赤かに染まっています。

　これまでのダメージと疲労で、アホタレにはもうソーマ＝サイフォスを鮮あざやかに投げ飛ばすこともできなくなっていたのです。

　それでも、さらなる深ふか手でを負いながらも、アホタレは最後の力を振り絞しぼって、トモエさんとヒナギクからソーマ＝サイフォスを遠ざけたのです。

「ホンっトにしぶといな、もう！」

　苛いら立だった声が暴ぼう風ふうの如ごとく『揺籃の間』に吹き込んできました。

　ソーマ＝サイフォスです。

　純白の片かた翼よくを広げて空に留まっていたソーマ＝サイフォスは、剝むき出しにした歯を食いしばり、焼けつくような視線を私たちに向けてきました。

　私はその視線を真まっ向こうから睨にらみ返して、精神の糸を〝世界の傷〟へと伸のばしました。

　アホタレは、もう動けません。

　次は、私の番です。

　意を決して呪じゆ文もんの詠えい唱しように入ろうとしたその時でした。

「ありがとうございます。レックス様、アンジュ様」

　後ろからの声に振り向いた私は、そこに、純白の衣に身を包んだ黒髪かみの天使の姿を見ました。

　天使──。

　そう、天使です。

　美しく神こう々ごうしいその姿に、私は天の御み使つかいを思い浮かべずにはいられませんでした。

「トモエ……さん……？」

　私の問いに、トモエさんと同じ顔をした少女はたおやかに微笑ほほえみ、頷うなずきました。




　融ゆう合ごう──。




　ユーシスが言っていました。殺戮妖精キリングフエアリイには、二人の殺戮妖精が一人に融合することによって戦闘能力を高める機能がある、と。

　トモエさんとヒナギクは、融合に失敗した際に起きるという感応爆発リンクバーストのリスクを乗り越え、無事、融合を果たしたのです。

　ヒナギクと一つになったトモエさんは、先程見た映像の少女と同じ姿をしていました。

　艶つややかな黒髪かみは腰こしまで伸のび、ゆったりとした純白の衣は、全体がやわらかく発光しています。あるいはそれは、衣が光っているのではなく、光そのものが衣の形を取っているだけなのかもしれません。

「殺戮天使キリングエンジエル……」

　室内へと舞い戻ってきたソーマ＝サイフォスが、片かた翼よくをたたんで言いました。

　殺戮天使。

　同じ単語を、ソーマ＝サイフォスは先程も口にしていました。

　それが、融合を果たした殺戮妖精の名称であることは、間違いないでしょう。

「まいったね、まさかキミたちが融合に成功するとは思わなかったよ……」

　腕うでを組み、ソーマ＝サイフォスは笑みを浮かべました。

「いいのかい？　ヒナギクと一つになるってことは、彼女の犯した罪を背負うってことだよ？」

　ソーマ＝サイフォスの笑みは引きつっていました。

　余よ裕ゆうを装おうとしているようですが、失敗しています。

「覚かく悟ごは、あります。私は、ヒナギクの……妹のすべてを背負って、生きていきます」

　トモエさんが一歩前に踏ふみ出すと、ソーマ＝サイフォスは小さく呻うめいて後ずさりました。

「まったく……これなら、感応爆発してもらったほうがマシだったよ。今の僕ぼくなら、耐えられるはずだしね」

　ソーマ＝サイフォスは、明らかに怯おびえていました。

　殺戮天使となったトモエさんを、怖おそれていました。

　融合に失敗した殺戮妖精たちが引き起こす感応爆発の凄すさまじさは、先程、映像で見ました。私の剛ごう魔ま法ほうさえも凌りよう駕がする破は壊かい力でした。

　ソーマ＝サイフォスは感応爆発リンクバーストを怖おそれてはいません。しかし、殺戮天使キリングエンジエルとなったトモエさんに対しては、恐きよう怖ふを抱いだいています。

　それはすなわち、あの地形さえ変えてしまった大爆ばく発はつをも超える力を、今のトモエさんはその身に秘め持っているということです。

　不意に〝世界の傷〟が軋きしみをあげました。

　ソーマ＝サイフォスが精神の糸を突つき刺さしたのです。

「殺戮天使……厄やつ介かいだけれど、負けはしないよ！」

　恐怖を振り払はらうかのように吼ほえてソーマ＝サイフォスが呪じゆ文もんを唱となえ始めると、トモエさんは胸の前にゆっくりと右手を持ち上げ、悲しげに目を伏せました。

「〝煉獄ホムラ〟！」

　ソーマ＝サイフォスが力ある言葉を響ひびかせるのと同時に伏せていた目を見開いたトモエさんは、胸の前に持ち上げていた右手を白く輝かせて、横一文字に振り抜きました。

　その手しゆ刀とうの一いつ閃せんは、眼前に迫っていた巨大な火球を切り裂さいて、火の粉こに変えてしまいました。

　火の粉に交じって、トモエさんの手刀から立ち上った無数の白い光の粒りゆう子しが、蛍ほたるのように舞い踊おどります。

「……っ！」

　ソーマ＝サイフォスが息を吞のんで後ずさったのも、無理ありません。

　ソーマ＝サイフォスの魔ま力りよくは、十分、人間を超えています。今の〝煉獄〟も、人間どころか大型のマモノさえ一いつ瞬しゆんで灰にできるほどの火力があったはずです。

　それを、トモエさんは手刀の一振りで消し去ってしまったのです。

「魔ま法ほうはダメ……か。なら、これでどうだい!?」

　片かた翼よくを広げて地面を蹴けったソーマ＝サイフォスが、拳こぶしを振り上げてトモエさんに迫ります。

　唸うなりをあげて振り下ろされた拳は、トモエさんの長い黒髪かみを靡なびかせるだけに終わりました。

　アホタレでさえ無傷では受け止めきれなかったソーマ＝サイフォスの拳を紙かみ一ひと重えでかわしたトモエさんの顔に、怯おびえの色は微み塵じんもありませんでした。

　ソーマ＝サイフォスは目を剝むき歯を剝いて、次の拳けん打だを繰くり出してきました。それも、単発ではなく連れん撃げきで。

　息もつかせぬ拳打の雨が、トモエさんの頭上に降り注ぎます。

　が、それはただの一いち撃げきたりともトモエさんの身を捉とらえることはありません。かすりさえしません。

　ソーマ＝サイフォスは食いしばった歯の隙すき間まから焦あせりと苛いら立だちの呻うめきを洩もらしつつ、足さえも交えてトモエさんを攻せめ立てました。

　しかし、どれだけ必死に拳を振り回しても蹴りを繰り出しても、トモエさんにはまるで当たりません。

　ソーマ＝サイフォスと比較して、トモエさんの動きが圧倒的に疾はやい──といったことはありません。

　トモエさんの疾さは、融ゆう合ごう前とさほど変わっていないように見えます。単純な疾さでいえば、ソーマ＝サイフォスのほうが上でしょう。

　なのに、なぜソーマ＝サイフォスの攻こう撃げきが当たらないのか。

　理由は、技術です。

　いくら高い身体能力を持っていても、ソーマ＝サイフォスは魔ま法ほう使つかいです。剣けん士しではありません。

　優れた剣士であり体術使いでもあるトモエさんに攻こう撃げきを当てられるだけの技術が、ソーマ＝サイフォスにはないのです。

「こいつ！　当たれ！　当たれよおっ！」

「無む駄だです」

　トモエさんはソーマ＝サイフォスの耳みみ許もとで囁ささやくように言うと、輝く右手を一いつ閃せんさせました。

「……っ……ぐ……っ！」

　自らの肩かた口ぐちから飛び散った赤い滴しずくを見て、ソーマ＝サイフォスは表情を強こわ張ばらせました。

　私も息を吞のまずにはいられませんでした。

　私の剛ごう魔ま法ほうですら傷一つつけられなかったソーマ＝サイフォスの肉体に、トモエさんの手しゆ刀とうは傷を与えたのです。

「大たい佐さはご存じですね？　殺戮天使キリングエンジエルの能力ちからを」

　軽やかに着地したトモエさんが、吹き込んできた風に黒髪かみを靡なびかせつつ問いかけます。

「超絶対刃アルテイマソード……」

　搾しぼり出すような声で答えて、ソーマ＝サイフォスは全身を戦慄おののかせました。

　トモエさんが頷うなずいて、言います。

「殺戮妖精キリングフエアリイは融合によって劇的に戦闘能力を高めるとニアは言っていましたが、必ずしもそれは正しくありません。融合しても戦闘能力そのものに変化はないのです」

　トモエさんは自らの輝く右手を見つめて、言葉を続けます。

「殺戮妖精が融合して……殺戮天使になって得られるのは、たった一つの能力ちからだけです。それが、超絶対刃……。魔法使いたちの絶対防ぼう御ぎよ結けつ界かいを切り裂さくための力……」

　映像で見た、殺戮妖精たちの死の光景が思い出されました。

　彼女たちを死に至らしめたのは、降り注ぐ攻撃魔法の雨だけではありません。結界魔法に攻撃をはね返されて命を落とした殺戮妖精も数多くいました。

　殺戮妖精たちの人間離ばなれした力をもものともせず、それどころか逆に彼女たちの命を奪うばいさえしたあの強固極まる結界……あれこそが、トモエさんの言う絶対防御結界だったのでしょう。

「絶対を超える刃やいば……故ゆえに、超絶対刃アルテイマソード」

　トモエさんの右手を包んでいた光が、手首から肘ひじを通って肩かたへ、そこから全身へと広がりました。

　艶つややかな黒髪かみさえも光に染めて、トモエさんはゆっくりとソーマ＝サイフォスに向き直ります。

「う……ぐ……あ……」

　ソーマ＝サイフォスが怯おびえ、狼狽うろたえるのも当然です。

　自らを切り刻んで得た力のほとんどを防ぼう御ぎよ力りよくに回し、彼は私の剛ごう魔ま法ほうにさえ完かん璧ぺきに耐えてみせました。

　しかし、その絶対的な防御力も、トモエさんの超絶対刃の前では無力なのです。

　我が身を削けずってまで得た力が、通じない。

　私が味わったのと同じ絶望を、ソーマ＝サイフォスは今、味わっているのです。

「うわああああああああああっ！」

　恐きよう慌こうの叫びをあげて、ソーマ＝サイフォスが床ゆかを蹴けりました。

　トモエさんめがけて突とつ撃げきしてきた──のではありません。

　踵きびすを返し、私の剛魔法が空あけた穴から外へと飛び出したのです。

　つまりは、逃げ出したのです。

「大たい佐さ……」

　悲しげに呟つぶやいたトモエさんは、天使が翼つばさを広げるように両腕うでを広げると、自らを光の奔ほん流りゆうへと変えて、飛び立ちました。

　光の粒りゆう子しをほとばしらせながら、ソーマ＝サイフォスを追いかけます。

　瞬またたく間に追いついたトモエさんは、振り返ったソーマ＝サイフォスを反はん撃げきの余地もなく吞のみ込むと、進路を地上へと変えました。

「嫌いやだ！　母かあさん！　僕ぼくは！　僕はあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……ぁ……ぁ───」

　ソーマ＝サイフォスの絶叫は急速に遠ざかり、やがて爆ばく発はつ音おんらしきくぐもった音にかき消されて、最後まで聞き取ることはできませんでした。




　アホタレが大声で呼んだジグの背中に乗って、私とアホタレは『胞え衣な』を脱出しました。

『揺よう籃らんの間』は最上階に位置していたらしく、アホタレでさえ飛び降りられる高さではなかったのです。

　光の粒子が雪のように降りしきる中、地上に降り立った私たちが目もく撃げきしたのは、血まみれで倒れ伏す全ぜん裸らの少年と、その傍かたわらに黒髪かみを靡なびかせて立つ殺戮天使キリングエンジエルの姿でした。

　トモエさんの全身を包んでいた光は、今はもう消えています。

　倒れ伏す少年の周りには銀色の金属片のような物が無数に散らばり、少し離はなれたところには先せん端たんに巨大な針を持つ長い尻尾しつぽが転がっていました。

　蠍さそりのそれに似た尻尾は、異い形ぎようとなったソーマ＝サイフォスの腰こしから生はえていたものに違いありません。

「トモエさん……」

　私がトモエさんに声をかけると、血まみれの少年──ソーマ＝サイフォスは血の混じった咳せきをしました。

　……まだ、生きています。

「大たい佐さ」

　トモエさんの呼びかけに、ソーマ＝サイフォスは虚うつろな目を上げました。

　異形へと姿を変えていた時に左目よりも二回りも三回りも大きくなっていた右目は、左目と変わらない大きさになっていました。ただし、顔の右半分は異形の時と同様、焼け爛ただれたようになっていました。ソーマ＝サイフォスは全身に傷を負っていましたが、そのほとんどが裂れつ傷しようですから、顔の火傷やけどは元からのものでしょう。

「尾を切り落としました。もう、あの力は使えません」

　トモエさんの言う『あの力』とは、自傷によって力を得る魔ま法ほう──〝忌ギまルわタしブきリ蠍ル〟のことに違いありません。

「あいつ、尾っぽが弱点だったのか」

　隣となりに立って独白のように言ったアホタレに、私は「そのようです」と頷うなずきました。

　思えば、ソーマ＝サイフォスが二度目に〝忌まわしき蠍〟を使った時、身体からだの大きさも皮ひ膚ふの色も変わったのに、蠍の尾だけは変わっていませんでした。

「そういや、あいつ、オレとやり合ってた時にも、あんまり尾っぽで攻こう撃げきしてこなかったよな」

「ええ……」

　巨大な針がついているにもかかわらず、ソーマ＝サイフォスが尾による攻撃を最小限に止とどめていたのも、尾が弱点なのだとすれば、合が点てんがいきます。

　そして、トモエさんがソーマ＝サイフォスの弱点を知っていたのは、これはもう間違いなくヒナギクの記き憶おくでしょう。

　ヒナギクと融ゆう合ごうしたことで、トモエさんはヒナギクの記憶をも有しているのです。

　人格は……どうなのでしょうか。

　殺戮天使キリングエンジエルになったトモエさんは、あなたはトモエさんですか？　という意味の私の問いに、たしかに頷きました。

　しかし、彼女は一度ならずソーマ＝サイフォスを「大佐」と呼んでいます。

　記憶だけでなく、人格までもヒナギクと一つになっているのでしょうか？　それとも──。

「あれは、トモエだよ」

　私の疑問を見み透すかしたように、アホタレが言いました。

「間違いない」

　根こん拠きよは？　とは問いませんでした。アホタレに根拠を問うたところでまともな答えが返ってくるはずもありませんし、それに、トモエさんと付き合いの長いアホタレが断言しているのであれば間違いないだろうという思いもありましたから。

「殺せ、よ……」

　ソーマ＝サイフォスが虚うつろな目のまま言いました。

　弱点である尾を切られて人の姿に戻り、さらには身体からだ中に数え切れないほどの傷を負って、ソーマ＝サイフォスは戦意を喪そう失しつしていました。

「大たい佐さ……」

　トモエさんはそっと身を屈かがめ地面に両膝ひざをつくと、白い手で血に汚よごれたソーマ＝サイフォスの頰ほおを包み込みました。

「……!?」

　驚おどろきに身を強こわ張ばらせたソーマ＝サイフォスに、トモエさんは悲しげな微笑ほほえみを見せて、言いました。

「大佐……どうか、退ひいてください」

　驚きに驚きを重ねられて、ソーマ＝サイフォスは目を見開きました。

　驚いているのは私も同じです。

　トモエさんは、ソーマ＝サイフォスに逃げろと言っているのです。

「どういう……つもりだい……？」

「ヒナギクは、あなたに感謝しています」

　笑っているようにも怒おこっているようにも見える表情を見せたソーマ＝サイフォスに、トモエさんは言います。

「ヒナギクは、あなたのおかげで長い眠ねむりから覚さめることができました。そして、ヒナギクはあなたの部下となり、たくさんの人を殺あやめました。それは、あなたの言うとおり取り返しのつかない罪ですが……あなたは、ヒナギクの兵器としての価値を否定しなかった」

「キミたちは……殺戮妖精キリングフエアリイは、どこまでいっても兵器だよ。その事実は変わらない」

　トモエさんは頷うなずきました。

「私たちは兵器です。死ぬまで殺し続ける……それが、私たちに生まれついて与えられた存在意義であることは、事実です。あなたは、ヒナギクに兵器としての存在意義を全まつとうするための機会と場所を与えた。ヒナギクを兵器として認め、どこまでも兵器として扱おうとしたあなたの存在は、ヒナギクにとっては救いだったのです」

「そう……さ……」

　ソーマ＝サイフォスは頰を包むトモエさんの手を、血まみれの手でつかみました。

「他ほかの誰よりも、僕ぼくがヒナギクの価値を認めていたんだ」

「それだけではありません。大たい佐さ。あなたが目め覚ざめさせてくれたおかげで、私は、かけがえのない大切な人に出会うことができたのです」

　トモエさんの今の言葉に含まれていた『私』は、トモエさん自身ではなく、ヒナギクのことでしょう。

「大佐……ありがとう、ございました」

　トモエさんは腕うでをつかむソーマ＝サイフォスの手を、もう片方の手でつかんで外はずさせると、おもむろに立ち上がりました。

「後悔……するよ」

　ソーマ＝サイフォスの精神の糸が〝世界の傷〟に触ふれたのがわかりました。

「僕ぼくは、必ずキミたちを殺す」

　ソーマ＝サイフォスは歯を食いしばって立ち上がると、呪じゆ文もんを口ずさみ始めました。

　この呪文は──。

「〝暗黒跳躍ワタリドリ〟」

　ソーマ＝サイフォスの背後の空間に影よりも濃こい闇やみが生まれ、滲にじむように広がりました。

　──逃がしは、しません。

　トモエさんとヒナギクの意志を尊重したい気持ちはありますが、ソーマ＝サイフォスは危険な存在です。

　生かしておけば、本人の言葉どおり、また私たちの命を狙ねらって現れるでしょう。

　それに、『恒久平和の実現者ピースメーカー』である彼は、私たちにとってだけでなく、ランドールにとっても敵てきなのです。

　生かしておくわけには、いきません。

　杖つえを構え呪じゆ文もんを唱となえようとした私は、

「待ってくれ」

　アホタレに腕をつかまれ、言葉を吞のみました。

「トモエの……トモエとヒナギクの、好きにさせてやってくれ」

「ですが……」

「頼む」

　アホタレは私の腕をつかむ手に力を込めると、空色の瞳ひとみをまっすぐこちらに向けてきました。

「頼む」

　繰くり返されて、私は構えていた杖を下ろしました。

　アホタレに懇こん願がんされてしまうと、私はもう、拒否はできませんでした。

　ソーマ＝サイフォスは倒しておくべき存在です。その思いに揺ゆらぎはありません。

　以前の私なら、制止を振り切ってでもソーマ＝サイフォスにとどめを刺さしていたでしょう。

　ですが、ダメです。

　何な故ぜかは自分でもわかりませんが、今の私にはもう、アホタレの意志を無視することはできないのです。

　自分の意志よりもアホタレの意志のほうが大切だと、思ってしまうのです。

「甘あまいね……キミたちの甘さには、反へ吐どが出るよ」

「大たい佐さ」

　よろめきながら後ずさるソーマ＝サイフォスを海のように深いまなざしで見つめて、トモエさんは言いました。

「願わくば、あなたにもかけがえのない大切な誰かが……愛が、見つかりますように」

「ふっ……くくっ……」

　ソーマ＝サイフォスは血に濡ぬれた手で髪かみを撫なでつけて、喉のどと肩かたを震ふるわせました。

「愛？　愛なんて見つかりっこないよ。だって、僕ぼくの愛は……この最低な世界で僕がただ一人愛した人は、もう……いないんだから」

　転移の闇やみに背中から浸つかったソーマ＝サイフォスは、目を剝むき歯を剝いた悪あつ鬼きの形ぎよう相そうでこう言い残して、去っていきました。

「僕にあるのは、憎にくしみだけだ」




「ヒナギクは、私の中で眠ねむっています」

　私が貸したマント越しに胸に手を当てて、トモエさんは言いました。

　今、トモエさんは私のマントの外には、なにも身に着けてはいません。

　輝く白い衣は消え、腰こしまで伸のびていた髪かみも抜け落ちて肩かた口ぐちまでの長さに戻っています。

　さらに、殺戮天使キリングエンジエルの力──超絶対刃アルテイマソードは相当に消しよう耗もうが激しいらしく、トモエさんはぺたんと地面に座り込んだまま、立ち上がれずにいました。

　限界まで消耗していたのは、私も同じでした。

〝完全燃焼アラミタマ〟は既すでに解かい除じよしていますが、体力的には杖つえに縋すがって立っているのがやっとの状態です。

　アイネイアとの戦いの後には、自力では立っていられませんでしたし、声もまともには出せないほどでしたから、あの時よりはマシと言えるでしょう。

　アイネイアの時より魔ま法ほうを使った回数が少ないというのも、もちろんあるでしょう。ですが、それ以上に、身体からだが〝完全燃焼〟の苦痛に慣れてきた……というのが、私自身の見解です。

　命を削けずることに慣れてしまうのが果たして良いことなのか、といった疑問はありますが、切り札が使いやすくなったと前向きに考えるしかないでしょう。

「トモエとヒナギクは、また別々にはなれないのか？」

　アホタレの問いに、トモエさんは曖あい昧まいな笑みを浮かべました。

「融ゆう合ごうした殺戮妖精キリングフエアリイが二人に分かれることは、可能です。ですが、ヒナギクは身も心も深く傷ついていましたから……」

　トモエさんによれば、心も身体からだも傷つきすぎていたヒナギクは、トモエさんに自分の存在すべてを委ゆだねる形でしか融ゆう合ごうできなかったそうです。

「心を重ね合わせること……それが、融合の条件なんです。ヒナギクは私にすべてを委ね、私はヒナギクのすべてを受け入れた……」

　トモエさんは祈いのるように胸の前で手を組むと、アホタレと私の顔を交こう互ごに見ました。

「レックス様、アンジュ様……お願いがあります。私を、おふたりの旅に、最後までお供ともさせてくださいませ」

　ソーマ＝サイフォスとの戦いの前に、トモエさんはヒナギクをハイドフェルト家に連れて帰りたいと言っていました。

　ヒナギクに戦いとは無む縁えんの穏おだやかな日々を過ごさせることで、トモエさんは彼女を兵器としての宿命から解き放とうとしたのです。

「私は、ヒナギクの犯した罪を償つぐなわなければなりません」

　トモエさんは言います。

「あの人の言うとおり、ヒナギクは取り返しのつかない罪を犯しました。ヒナギクは罪を償いたいと願っています」

「そのために、旅を続ける……と？」

「はい。世界中の人たちが明日あしたを笑って迎えられるように……そのために、力を尽つくしたいと思っています」

　魔ま王おうを倒し、世界を守る。それが、私たちの旅の目的です。……いえ、でした、と言うべきでしょうか。

　アホタレは、魔王を倒すのではなく説得することで、こちらの世界と魔ま界かいとの全面戦争を避さけたいと思っています。

　どちらにしろ、私たちの旅が世界を守るための旅であることに違いはありません。

　トモエさんは旅を完かん遂すいし、世界を守ることで、ヒナギクの罪を償いたいと言っているのです。

「ですが、ヒナギクの罪をトモエさんが背負う必要は……」

「私は彼女であり、彼女は私なんです。レミエル様が見つけたのが、私ではなくヒナギクだったら……私たちは、まったく逆の立場になっていたんです」

　だから、ヒナギクの犯した罪は自分の罪でもあるのだと、トモエさんはそう言っているのです。

「私はヒナギクの罪に寄り添そって生きて……いつかヒナギクが目を覚さましたら、今度は一いつ緒しよに幸せになりたいと……そう思っています。罪を償い続けながら……」

　人を殺あやめた罪を償いきることはできません。

　しかし、だからといって償う必要がない……などといったことにはなりません。

　償つぐないきれない罪だからこそ、一生をかけて償い続けていかなければならないのです。

　それは、ある意味で死よりも苦しい生き方かもしれません。

「ですから、どうか……私を最後までお供ともさせてくださいませ」

　アホタレの、そして私の答えは決まりきっていました。

「トモエがずっと付いてきてくれるんなら、オレは大歓かん迎げいだぜ。なにせ、アンジュは料理、からっきしだもんなぁ」

「……む」

　失礼なことを言われてしまいましたが、事実なので否定もできません。

　まあ、料理はともかくとして、トモエさんがこの先も同行してくれるというのであれば、拒こばむ理由などありません。

「トモエさん。これからも、よろしくお願いします」

　私が差し出した手を取って、トモエさんは微笑ほほえみました。

「ありがとう、ございます」

　私はトモエさんと手を取り合ったまま『胞え衣な』を振り返り、殺戮妖精キリングフエアリイを生み出した女性に思いを馳はせました。

　復ふく讐しゆうのための兵器である殺戮妖精に、なぜ、彼女は心を与えたのか。

　殺し、殺されるだけの兵器に、心は必要ないはずです。

　意図せずに芽め生ばえてしまっただけのことかもしれません。

　けれど、私は、殺戮妖精を生み出した女性は、意図して殺戮妖精たちに心を与えたのではないかと思うのです。

　最愛の娘むすめの姿を模もした殺戮妖精たちに、幸せになってもらうために。

　殺し、殺されるだけの兵器に、幸せになってほしいと願って心を与える。

　矛盾むじゆんしています。

　私の考えが正しければ、殺戮妖精を生み出した女性は、やはり狂っていたということになります。

　狂っていたのでしょう。

　最愛の娘を殺されたのです。

　正気でいられるはずがありません。

　それでも。

　娘を殺した者たちを憎にくみ、世界のすべてを憎み、復ふく讐しゆう鬼きに成り果てながらも、彼女は最後まで母親だったのです。

　娘に幸せになってほしい、幸せになってほしかったという気持ちを、娘の姿を模した殺戮妖精たちに投影せずにはいられなかったのです。

　トモエさんも同じように思っているのでしょう。

　自分たち殺戮妖精キリングフエアリイは、兵器であると同時に、幸せになってほしいという願いをも込められた存在である──と。

　私はトモエさんに向き直りました。

　目が合うと、トモエさんはまるで私の考えが伝わったかのように頷うなずきました。そして、視線を『胞え衣な』へと向けると、小さな声でこう言ったのです。

「ありがとう、お母かあさん。……さようなら」







[image: ]







「サンキュな、ジグ」

　アホタレはジグが銜くわえて持ってきてくれた暗黒剣デスブリンガーを受け取ると、血ち糊のりを取るために一ひと払はらいして、鞘さやに収めました。

　ソーマ＝サイフォスの肩かたに食い込んでいたアホタレの暗黒剣は、私が放った剛ごうの〝煉獄ホムラ〟がソーマ＝サイフォスを直ちよく撃げきした際に、建物の外に落ちてしまっていたのです。

「んじゃ、帰るか」

「まだですよ。まだ、銀ぎん竜りゆうユランの手掛かりをなにも得ていません」

　私たちがマオの空くう中ちゆう遺い跡せきへとやってきた目的は、トモエさんとヒナギクの件だけではありません。

　四天竜ノーブルドラゴンの一体──銀竜ユランに会うためでもあるのです。

　アホタレのお祖ば母あ様であるレミエル様は、マオの空中遺跡でユランに会ったと言っていたそうです。

　けれど、幾いく度どかこの場所を訪れたことのある『天球』のユーシスは、ユランに会ったこともなければ、ユランの痕こん跡せきを目にしたこともなかったと言っていました。

　ユーシスが噓うそを言っているとは思えませんから、ユランはもう、マオの空中遺跡にはいないのでしょう。

　しかし、ユランが本当にこの場所にいたのならば、ユランの今現在の居い所どころに繫つながる手掛かりが、きっとあるはずです。

「んでもさ、ユーシスはなんも見つけられなかったんだろ？」

「ユーシスはここにユランがいたことをそもそも知らなかったわけですから、手掛かりを見つけられなかったといっても、それは探した結果じゃありません」

「ちゃんと探せば、見つかるかもってことか……」

「望み薄うすだとは思いますが、可能性はあります」

「銀竜ユランも、レミエル様の子分にされてしまったのでしょうか？」

　座ったままのトモエさんが、頰ほおに手を当て、首を傾けて言いました。

「レミエル様は、金きん竜りゆうオルリスを子分にされていましたから……」

「そういえば……」

　私たちが最初に出会った四天竜──金竜オルリスは、ナブラスカ山に棲すみついた巨人を倒すために冒ぼう険けん者だったレミエル様に協力を求め──その代わりに、レミエル様の子分になったと言っていました。

　人間が四天竜を子分にするなど、前ぜん代だい未み聞もんのはずです。

　子分といっても、実際には友人同士といった間あいだ柄がらだったようですが……四天竜に友人として認められるだけでも、普通では考えられないことです。

「ばあちゃんなら、十分ありえるな」

　アホタレが腕うでを組み、うんうんと頷うなずきながら言った直後でした。

「生あい憎にくだが」

　背後で男の声がしたのは。

「私はあの女の僕しもべではない。僕になれとは言われたがな」

　杖つえを構えつつ振り返った私は、軽い混乱状態に陥おちいりました。

　なぜ、彼がここにいるのか。

「ハイネ……所長……」

『胞え衣な』を背景に立っていたのは、天空観測所の所長──ハイネ氏でした。

「なぜ、あなたがここに……」

「天空観測所の所長が空くう中ちゆう遺い跡せきにいるのは、不自然なことではないだろう」

「それは……」

　たしかに、空中遺跡の発見と調査だけでなく、管理をも務めとしている天空観測所の所長が空中遺跡にいたとしても、おかしくはありません。

　しかし、それはあくまでも平時のこと。

　現在、天空観測所はフェブロニアの支配下にあります。所長以下、所員は行動を制限され、空中遺跡に赴おもむくための手段であるワイバーンも接収されてしまっていたはずです。

　平時であればともかく、今、ハイネ氏がマオの空中遺跡にいるこの状況には、疑問を呈ていさずにはいられません。

「もう一度お訊たずねします。なぜ、あなたがここにいるのです？　ハイネ所長」

　はぐらかさずに答えてください、と私は目で訴えました。

　訴えが届いたのか、はぐらかすつもりももうなかったのか、ハイネ氏の返答は端たん的てきでした。

「落とすためだ」

「落とす……？」

「そうだ」

　ハイネ氏は冷えた表情と冷えた声こわ音ねで、恐おそろしい言葉を口にしました。

「マオの空中遺跡を、下の街に落とす」

「……！」

　絶句したのは私だけじゃありません。

　隣となりのアホタレからも、後ろのトモエさんからも、息を吞のむ気配が伝わってきました。

「下の街って……」

　マオの空中遺跡は、現在、フェブロニアの帝てい都とデンドロビウムの遥はるか上空に留まっています。

　つまり、ハイネ氏はこう言っているのです。

　このマオの空中遺跡を、フェブロニアの帝都に落とす──と。

「どうして、そんなことを……そもそも、そんなことが……」

「可能なのか？　か？」

　ぎこちなく頷うなずいた私に、ハイネ氏は先程と同じ、冷えた表情・冷えた声こわ音ねで答えました。

「可能だ。動力部の浮遊装置を止めるなり破は壊かいするなりすればいい。それだけで、空くう中ちゆう遺い跡せきは落ちる」

「あ、あなたは自分がなにを言っているのかわかっているのですか!?　空中遺跡を落とすだなんて、そんなことをしたら……」

「貴重な旧世界の遺産が、一つ失われてしまうことになるな」

「違います！　私が言ってるのは、そんなことじゃありません！　このマオの空中遺跡は、小さな街ほどの大きさがあります。こんな……これほどの質量の物体が落ちたりしたら……」

「帝てい都とは壊かい滅めつだな」

　杖つえを持つ手が震ふるえました。

　ハイネ氏の口く調ちようからは、悪びれた様子は微み塵じんも感じられません。冗じよう談だんを言っているようにも見えません。

　彼は本気で──息を吸って吐はくのと同じぐらいに当たり前に、帝都デンドロビウムを壊滅させると言っているのです。

「あなたは……」

「あんた、銀ぎん竜りゆうユランだな？」

　アホタレが一歩前に出て言った言葉に、私は思わず「えっ？」と声をあげていました。

「あいつ、最初に言ったろ？　自分は、ばあちゃんの僕しもべにはなってないって」

「あ……」

　たしかに、ハイネ氏は言いました。

　レミエル様は銀竜ユランをも子分にしたのだろうか、という私たちの会話に対して、自分はレミエル様の僕にはなっていないと言ったのです。

「そうだ。私がユランだ」

　ハイネ氏はあっさりと肯こう定ていしました。

「全然、気づかなかったよ。ジェイドの時は、なんとなくそうかなって感じがあったんだけどな」

「私は一目でわかったぞ。おまえとおまえの兄がレイジャックの血を継つぐ者だとな」

　そう言って、切れ長の目を見開いたハイネ氏の背後に、一いつ瞬しゆん……ほんの一瞬ですが、巨大な竜が見えたような気がしました。

　ハイネ氏の長い髪かみと同じ、美しくも冷たい銀色の毛並みを持ったその巨きよ竜りゆうは、銀竜ユランに間違いありません。

　動どう揺ようを静めるために、私は一度深呼吸をしました。

　ナブラスカ山の金きん竜りゆうオルリスも、私たちと共にアイネイアと戦った『蛇だ蝎かつ』のジェイド──黒こく竜りゆうヴリトラも、人間に姿を変え、人間と関わりながら生きていました。

　銀ぎん竜りゆうユランが天空観測所の所長だったとしても、今となってはもう驚おどろくべきことではないのかもしれません。

　問題は、ユランが帝てい都との壊かい滅めつを宣言していることです。

「理由を、教えてください」

　ユランの冷えたまなざしが、問いを発した私に向けられました。

「四天竜ノーブルドラゴンである銀竜ユランが、帝都を攻こう撃げきする理由を」

「彼らが、天空を汚けがしたからだ」

　ハイネ氏──いえ、銀竜ユランは眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻み、声をくぐもらせました。

　それは、明確な怒いかりを孕はらんだ表情であり声でした。

「私は父より天空の番人を任された。天空には、古い世界の人間たちが造り上げた砦とりでが無数にあった。人間はくだらない生き物だが、彼らが文明の粋すいを集めて造り上げた天空の砦には、守るに値するべき価値があった。故ゆえに私は天空観測所を作り、人間の力をも使って天空の砦を守ることにした」

　ユランの言っている天空の砦が空くう中ちゆう遺い跡せきを指していることは、わかりました。

　人間をくだらない存在と断じながらも、ユランは空中遺跡にだけは一定の価値を見出し、天空観測所を作ってその保全に努めた……。

　天空観測所は歴史のある組織です。所長ももう何度も代替わりしていたはずですが……おそらくは、ユランが姿と名前を変えながら、一人で所長を務め続けてきたのでしょう。四天竜であれば、その程度のことは造ぞう作さもないはずです。

「しかし、やはり人間はどこまでも愚おろかだ。自らが生み出した価値ある存在すら、人間は踏みにじろうとする」

「フェブロニア……ですね」

「そうだ。奴やつ等らはくだらぬ目的のために私が守り続けてきたものを汚した。父に力を封じられていたが故に抗あらがえずにいたが、封ふう印いんが解けた今、黙もくする必要はなくなった」

　私はハッとなってアホタレを見ました。

　私の視線に気づいて顔だけを振り向かせたアホタレは、目が合うと無言で首を横に振りました。

　自分はユランとは接せつ触しよくしていない、とアホタレは言っているのです。

　四天竜は皆、百年前の人じん魔ま戦せん争そうの後、竜王ドラゴンロードシグルドに力を封印されたと教えてくれたのは、金きん竜りゆうオルリスです。そして、オルリスはこうも言っていました。シグルドの封印は竜の因いん子しを持つ人間との接触によって解き放たれる、と。

　オルリスもヴリトラも、アホタレとの接触によって封印を解かれました。

　しかし、ユランは──。

　アホタレがユランと接せつ触しよくしていないのであれば、ユランは一体どうやって封ふう印いんを解いたのか。

「これより、愚おろか者どもの抹まつ殺さつを開始する。止めるなよ？　フェブロニアが滅べば、おまえたちにとっても都合がいいはずだ」

　そう言って踵きびすを返したユランを、「待ってください！」、私は呼び止めていました。

「なぜ、止める？」

　振り返ったユランは、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せていました。

「たしかに、私はランドールの人間で、フェブロニアは敵てきです。だからといって、フェブロニアの民たみが皆殺しの目に遭あうのを、黙だまって見過ごすわけにはいきません！」

　声を張り上げると、目眩めまいがして危うく倒れそうになりました。

　アイネイアの時よりマシな状態とはいえ、立っているのがやっとであることには変わりないのです。

「ならば、おまえたちも死ぬか？」

「できもしないこと、言うなよ」

　頤おとがいを軽く反そらし冷ややかに目を細めたユランに、アホタレが言葉を返しました。

「あんたはアイネイアと同じだ。あんたに人殺しはできない」

「……なにを言い出すかと思えば」

　鼻で笑い、再び踵を返したユランに、アホタレはさらに言葉を投げかけます。

「あんたは人間をくだらない存在だなんて思っちゃいない。あんたは人間を気に入ってる」

　ユランは声をあげて笑いました。

「一体、どこからそんな考えが出てきたのだ？」

　背中を向けたまま、アホタレに問いかけます。

「あんたは怪け我がをして死にかけてたアンジュを助けてくれた。あんたの医術がなかったら、アンジュは死んでたって、ユーシスが言ってた」

　アホタレの答えに、私はまたハッとなりました。

　ソーマ＝サイフォスの奇き襲しゆうで重体に陥おちいっていた私に医術を施ほどこしてくれたのは、ハイネ氏──ユランです。

　ユランはなぜ、人間の医術を身につけていたのか。人間の医術がドラゴンの役に立つとは思えません。

「それに、あんたはアンジュにもう二度とヤバイ魔ま法ほうは使うなって、警告してくれた。あれは、なんでだ？」

「……」

　ユランは答えません。

「あんたが答えないなら、代わりにオレが答えてやる。あんたが医術を身につけたのは、人間を助けるためだ。あんたがアンジュに警告したのは、アンジュを死なせたくなかったからだ。……あんたは、人間を気に入ってるんだ」

「……」

　ユランはなにも言いません。振り向きもしません。

「初めは、ホントに人間を嫌きらってたのかもしれない。でも、天空観測所を作って、人間と一いつ緒しよに空くう中ちゆう遺い跡せきを守っているうちに、あんたは人間を好きになったんだ」

「……」

「今だってそうだ。本当に本気でここを帝てい都とに落とすつもりなら、わざわざオレたちに声をかける必要なんてなかったはずだ。オレたちごと、落っことせばよかったんだ。でも、あんたはそうしなかった。オレたちに声をかけた」

「……」

「あんたは、自分がやろうとしていることを、オレたちに止めてほしかったんだ。違うか？」

「……もう、いい」

　ユランは沈ちん黙もくを破って振り返ると、切れ長の目を見開き、肩かた口ぐちまである銀色の髪かみを炎ほのおの如ごとく逆さか巻まかせました。

「おまえのくだらない話は、聞き飽あきた。いいだろう。答えてやろう。私が医術を身につけたのも、その女に警告したのも、ただの気まぐれだ。それ以上の意味はない。おまえたちに声をかけたのも同じだ」

「噓うそだ」

「偉大な竜王ドラゴンロードの子である私が！　誇ほこり高き四天竜ノーブルドラゴンであるこの私が！　人間如ごとき虫けらに、自らを偽いつわりなどするものか！」

　咆ほう吼こうのように声を響ひびかせて、ユランはその姿を巨きよ竜りゆうへと変えました。

　金きん竜りゆうオルリスが『黄おう金ごんの翼つばさ』と呼ばれているように、黒こく竜りゆうヴリトラが『黒の蛇へび神がみ』と呼ばれているように、銀ぎん竜りゆうユランには『金こん剛ごうの爪』の二つ名があります。

　その二つ名が示すとおり、銀竜ユランはその前脚あしに金剛石ダイヤモンドさながらに光り輝く巨大な爪を有していました。

　美しくも恐おそろしいという点ではオルリスとよく似てはいますが、冷え冷えとした銀色の毛並みと、さらに冷たい──目にしたものすべてを凍いてつかせるような双そう眸ぼうは、恐ろしさをも超えた、絶対的な死の予感を本能に訴えかけてきました。

　視界の隅すみで、リンドヴルムのジグが巨体を後ずさらせました。

　私にジグの言葉はわかりませんが、それでも彼が銀竜ユランを前に竦すくみ上がっていることはわかりました。

　リンドヴルムはドラゴン族の中でも上位に位置していますが、四天竜はさらに上の存在です。

　同じドラゴン族であるジグには、銀竜ユランの存在が──その圧倒的な力が、私たちが感じている以上に感じられるのでしょう。

『私がおまえたちに止めてもらいたがっていると……本気でそう思うのであれば、力ずくで止めてみせるがいい。レイジャックの血を継つぐ者よ』

　ユランのその言葉は、アホタレの主張が正しかったという、なによりの証明でした。

　アホタレの言ったとおり、ユランは私たちに止めてもらいたがっているのです。

　自分が守ってきたものを踏ふみ荒らされたことに対する怒いかりと、人間を憎にくみきれない優しさとの間で、もがき苦しんでいるのです。

「やめろ。あんたとは戦いたくない」

　言って、アホタレは両腕うでを広げてみせました。

　私は──。

　杖つえを構えてはいるものの、精神の糸を編むことさえしていませんでした。

　ユランとは、戦いたくありません。戦えません。

　私は彼に命を救われているのです。

　それに、私たちは戦うためにユランを探していたわけではありません。

　私たちは、竜王ドラゴンロードシグルドに会うために、四天竜ノーブルドラゴンであるユランから竜宝玉カーバンクルを貰もらい受けなければならないのです。

　私たちはユランとは戦えない──戦ってはいけないのです。

　どのみち、ソーマ＝サイフォスとの戦いで力を使い果たしてしまった私たちに、四天竜であるユランと戦えるだけの力はありません。

　全員が万ばん全ぜんの状態だったとしても、勝てるかどうか……。

『おまえたちが戦わないというのであれば、奴やつ等らに汚けがされたこの砦とりでを、奴等の上に落とすまでだ』

「それは、良くないね」

　ユランに言葉を返したのは、私ではありません。アホタレでもトモエさんでもありません。

「今の彼らには、あなたと戦えるだけの力がない。代わりに私がお相手させていただきたいのだけれど、かまわないかな？」

　背後から聞こえてきたその声の主が誰かは、振り返るまでもなくわかりました。

　しかし、わかっていても──いえ、わかったからこそ、私は驚おどろかずにはいられませんでした。

　ぎこちなく振り返った私と目が合うと、声の主──レイヴェン様は、美び貌ぼうに涼すずやかな笑みを浮かべました。

『おまえか……』

「改めて握あく手しゆを交わしたいところではあるけれど、今のあなたとでは叶かなわないね。残念だよ、ハイネ所長……いや、銀ぎん竜りゆうユラン」

『やはり、気づいていたのか』

「気づくもなにも、初めから知っていたからね」

『どういう意味だ？』

　レイヴェン様は軽く肩かたを竦すくめて言いました。

「そのままの意味だよ。私は天空観測所であなたと顔を合わせる前から、ハイネ所長が銀ぎん竜りゆうユランであることを知っていた。なにしろ、私がわざわざ国境を越えてまでユーシスに会いにきた理由の一つが、あなたを殺すことだからね」

　レイヴェン様が？

　銀竜ユランを？

　殺す？

「あなたは一目で私が竜騎士ドラグーンレイジャックの末まつ裔えいであることを見抜き、力の封ふう印いんを解くために私に握あく手しゆを求めた。そして、私はあなたの封印を解いた。力を封じられたままのあなたを殺したところで、なんの意味もないからね」

　そう言って、レイヴェン様は手にしていた物を前に差し出しました。

　剣けんです。

　それも、非常に長大な。

　刀身部分だけで長身のレイヴェン様の背せ丈たけ以上の長さを持っており、長ちよう剣けんどころか大たい剣けんの範はん疇ちゆうをも超えています。

　長さだけでいえば、アイネイアが使っていた巨大剣クレイモアにも勝まさっているでしょう。

　鞘さやはなく、淡あわい緋ひ色いろの刀身には複数種の文字列が見て取れました。

　魔ま法ほうの力を宿した武器であることは、間違いありません。

　刀身の文字は私の知識ではいずれも読み取れず、力の内容はわかりませんが……それでも、レイヴェン様が手にしているその剣は、見ているだけで胸が苦しくなるような不ふ吉きつな気配を孕はらんでいました。

「あなたは、自分の凶きよう行こうを止めてもらいたがっている。私はこれの力を試したい。私たちの利害は一致している。これは、とても幸運な状況だと思わないかい？　ユラン」

　レイヴェン様の言葉に、ユランは言葉ではなく銀色の毛並みを逆さか立だてて応こたえました。

「やめろ、兄貴」

　制止の声を発したアホタレの横を疾しつ風ぷうのように駆かけ抜けて、レイヴェン様は跳ちよう躍やくしました。

　マントと銀色がかった長い黒髪かみを靡なびかせ、緋色の魔ま剣けんを大きく振りかぶります。

「やめろ、兄貴！」

　叫んで振り返ったアホタレの前に、躍おどり出る人影がありました。

「将軍の邪じや魔まをさせるわけにはいきません」

　鋭く言い放ちつつアホタレの喉のどに騎士剣を突つきつけたのは、レイヴェン様がランドールから連れてきた部下の一人──ヒュルケン＝ミディア＝キグナス百人隊長でした。

「一歩でも動けば、後ろの二人を斬きります」

　そう言ったキグナス侯こうの目には、声こわ音ねには、一いち分ぶの躊躇ためらいもありませんでした。

　アホタレが一歩でも動けば、彼は本当に、顔色一つ変えることなく私とトモエさんを斬きり殺すでしょう。

　今の私とトモエさんに、彼に抗あらがう力はありません。そして、アホタレも……。

　キグナス侯はランドール屈くつ指しの剣けん士しではありますが、それでもアホタレには遠く及ばないでしょう。しかし、それもアホタレが万ばん全ぜんであればの話です。

　限界まで消しよう耗もうしている今のアホタレに、勝ち目はありません。

　キグナス侯はそれをわかっていながら、アホタレ本人ではなく私とトモエさんを斬ると言ったのです。

　そう言ったほうが脅おどしとしてはより効果的だと、知っているのです。

　キグナス侯の後方で、レイヴェン様とユランの戦いは始まっていました。

　いえ──。

　それは、とても戦いと呼べるものではありませんでした。

　戦いと呼べたのは、本当に最初だけ。

　ユランが降らせた雷かみなりの雨をかいくぐって肉にく薄はくしたレイヴェン様の魔ま剣けんがユランの銀の毛並みを掠かすめたその時点で、戦いは終わっていました。

　魔剣が与えた傷口から赤黒い──血ち色いろの霧きりのようなものが噴ふき出したかと思うと、ユランの動きが、まるで毒に侵おかされたかのように見る間に鈍にぶっていったのです。

　雷を放つことも炎ほのおを吐はくこともできず、ユランにとって最大の武器であったはずの爪つめも虚むなしく空くうを搔かくばかり。

　あとはもう、戦いとはとても呼べない一方的な殺さつ戮りくでした。

　レイヴェン様の魔剣がユランを切り裂さく度たびに傷口から血色の霧が噴き出し、美しかった銀の毛並みは見る影もなくなりました。

　逃げ出そうとしたのでしょう。翼つばさを広げたユランには、しかしもう、空を飛べるだけの力は残されていませんでした。

　翼を広げた体勢で倒れ込んだユランは、眉み間けんに深々と魔剣を突つき立てられて、動かなくなりました。

「ユーシス！　たいしたものだよ、君は！」

　美び貌ぼうを返り血に染めたレイヴェン様は、血色の霧を全身に浴びながら哄こう笑しようを響ひびかせました。

「君の作った《竜殺しドラゴンキラー》は、君の憎ぞう悪おは、四天竜ノーブルドラゴンさえ殺したよ！」

　そこから先のことは、よく憶おぼえていません。

　ただ、レイヴェン様の哄笑に交じって、私の心を支えてきた大きな柱の一本が崩くずれ落ちる音が聞こえたことだけは、はっきりと憶おぼえています。







　　　　あとがき




　唐とう突とつですが、私は今、猛もう烈れつに焦あせりながらこのあとがきを書いています。

　手だけでなく、背中までびっしょりと冷たい汗あせをかいています。

　なにをそんなに焦っているかというと、今は二〇一一年の四月五日未明……。

　このあとがきは、本来なら四月四日には提出していなければならないものだったのです。校正した原稿と一いつ緒しよに。ちなみに原稿は今、手て許もとにあります。

　四月四日には編集部必着！　と言われていた原稿とあとがきが四月五日の時点でまだ発送すらされていないわけですから、そりゃ冷や汗も出ます。

　こんな事態に陥おちいってしまった理由はごくごく単純。締め切りを憶おぼえ間違えていたせいです。

　てっきり八日だと思っていました。

　四日（よっか）と八日（ようか）……。似てるよね？　間違えても不思議じゃないよね？

　…………ごめんなさい。

　い、いや、でもまあ、ほら、こうしてあとがきのネタになったわけですから、ここは一つ、転んでもただでは起きないプロ根性を評価していただく方向で……。

　…………本当にごめんなさい。

　納期を守るのは社会人としての最低限の義務です。

　ミンナハコンナオトナニナッチャイケナイヨ。




　そんなわけで、『竜と勇者と可愛げのない私４』です。

　この本の作業中に、重大な悲劇が日本を襲おそいました。私自身は直接的な被ひ災さいは免まぬかれましたが、関係者の中には被災された方もおられます。

　不十分な環境の中、あるいは多大な不安を抱かかえた中、アンジュたちの物語を世に送り出すために力を貸していただき、ありがとうございました。

　読者のみなさんも。

　日本中が大変な最中、アンジュたちの物語を手に取ってくれて──アンジュたちのことを忘れずにいてくれて、本当にありがとうございます。

　月並みな言葉ですし、この言葉を嫌きらう方もおられるかと思いますが、それも承知の上であえて──がんばりましょう、と。

　私もがんばります。


志し村むら一かず矢や









[image: ]







志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞《選考委員特別賞》受賞。受賞作『月と貴女に花束を』でデビュー後、あれを書いたりこれを書いたりしつつ現在に至る。画像は相変わらず宇宙一可愛い著者。

[image: ]




ぎん太た

ヘタレ好きの私としては、はじめからレックスが好きでしたが最近まともにカッコイイ彼もまた良いと思っています。そして、アンジュの鈍感さには毎度ヤキモキさせられますねー。でもこの微妙な関係をいつまでも見守っていたいです。今一番気になるのはティアマリア。早くお目にかかりたいです！









電撃文庫





竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし４











志し村むら一かず矢や
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